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　　序章『神機』







　砂漠。何ど処こまでも続く広大な砂の海。

　頭上には雲一つない青空が広がり、灼しやく熱ねつの太陽が砂の水面を照り付けている。

　砂上では、多数の人間が額と言わず全身に汗しながらひしめき合っており、砂海と空との間を物資や人員を積んだ輸送用ヘリコプターがひっきりなしに飛び交っている。

　そして彼らが周囲を取り囲む、砂海に埋もれる巨大な白銀の城。これは今から約千五百年前に絶滅した種族、ドワーフが残したとされる超常の遺物である。

　これを発掘に来た研究者の話によると、要塞は未いまだ八割ほどが砂に埋もれているらしい。つまり、地表に露ろ出しゆつしているのは全体の二割だけということになる。それでも遥はるか頭上に見上げるほど巨大な要塞を前に、一人の男がただただ畏敬を込めた視線を向けていた。

　炎の魔ま人じん『ベリアル』の左手を持つ最強の炎使い、キメラ兵ケイレヴ・レッドだ。

「こんなもんが、マジで実在してたとはなあ……」

　ケイレヴは感慨深げにそう呟つぶやくが、何しろ眼前の要塞はただの『Ｄマテリア』ではない。ドワーフが残した文献でのみ語られる伝説の遺物『デウス・エクス・マテリア』の一つなのだ。

　研究者や学者たちはこれを『ＤＥＭ』と呼ぶのだが、彼らによると、人間がウォールトル大陸に足を踏ふみ入れるより遥か昔、ドワーフは最初にこの『ＤＥＭ』を製造し、その技術を応用して各種『Ｄマテリア』を製造していったのだという。

「何しろ、研究者の方々も実在するかどうかはマユツバだと言っていたくらいですからね」

　一心不乱に要塞を見上げるケイレヴの横から、ふと、そう言う女性の声があがった。

　ケイレヴが左に顔を向けると、そこに自分の隊の仲間、ナナ・クロヅカの横顔があった。熱に耐性のあるケイレヴとは対照的に、彼女は汗に濡ぬれた顔を上気させ、それでも要塞から視線を外せない様子であった。恐らくは、彼女もケイレヴと同じような心持ちなのだろう。

「…………世紀の大発見、です」

　ナナの更に左ひだり隣どなりから、今度は男の声があがった。

　同じくケイレヴの隊の仲間、ビシャス・ブルームバーグの声であった。

「まだ、こいつが稼か動どう状態かどうかは分からんが、仮に俺たちアーミラルが運用出来るんだとしたら、とんでもないことになるぜ。今の苦しい戦況を一気に覆くつがえすことも夢じゃない」

　ビシャスの言葉から連れん鎖さするように、今度は右隣から男の声があがる。『デッドマンズ』時代からケイレヴの相棒を務める仲間、右腕と右脚、それに右目を機械化したサイボーグ兵レオニダス・シルバーウッドだ。

　この要塞から何が得られるかはまだ分からない。だが、彼の言うように、この、古代の英知の結晶をアーミラル軍が運用出来るとしたら、これほど心強いものはないだろう。

「だといいんだけどな、ホント」

　望み薄うすだということは何となく分かっているものの、ケイレヴが僅かな希望を込めてそう言うと、レオニダスは苦笑しながら言葉を返した。

「ま、おおかた停止状態だろうけどな。それでも、こいつは『Ｄマテリア』の元祖みたいなものなんだ。情報にしろ技術にしろ、得られるものは計り知れないだろうよ」

「もしかしたら、中にゃあお宝がしこたま溜ため込んであったりしてな」

　ケイレヴが冗談めかしてそう言うと、ナナが横から、

「宝石や黄金なんかもあるんでしょうか？」

　と、ごく真面目な顔で訊きいてきた。

　こういう冗談を真に受けるのは実に彼女らしいなと、ケイレヴがそのように思っていると、今度はビシャスまでもが、

「…………指輪や首飾りがあれば、姉たちにいくつか持って帰りたい……です」

　などと言い始めた。

　夢を持つのは結構なことだが、ともかくケイレヴは苦笑してから言葉を返した。

「どーなってるにしろ、中に入ってみんことにゃあ……」

　何も分からないだろうと、ケイレヴがそのように言おうとしたところ、突如として、

「ファ────ック！」

　という、下品極まりない男の大声が周囲にこだました。

　四人が揃そろって声のした方に顔を向けると、三十メートルくらい離はなれたところだろうか、ケイレヴたちを指差して仁王立ちする男の姿が、彼らの目に飛び込んで来た。

　真緑に染め上げた長髪を三つ編みに結い、両耳に夥おびただしい数のピアスを通した、パンクロックの歌手を思わせる異様な、そして派手極まる男である。

　彼の名はキーファー・ベンゲル。ケイレヴたちと同じ、元『デッドマンズ』所属の強化兵士にして、現『キメラ』部隊第一分隊の隊長であった。

「おい、コラ、第七分隊！　雁がん首くび揃えてサボリ決め込んでんじゃねーぞ！」

　ベンゲルは何な故ぜだか憤ふん慨がいした様子で、そう音おん声じようをあげながらこちらに近付いて来る。

「あ、ベンゲル」

「このファック野郎ども！　いつまでそこでダベッてるつもりだ！　てめぇらにゃてめぇらの持ち場があんだろ！　いい加減働きやがれ！　ファッキューッ！」

　言ってから、ベンゲルは左拳から中指だけを突き上げて見せた。

　ケイレヴたちはまだ現場に到着したばかりなのでさして疲れてもいないのだが、先に到着したベンゲルたちはもう大分働いたようで、遠目にも分かるほど顔が汗まみれだった。

　彼は投薬と脳内へのインプラントで肉体を強化した、ブーストマンと呼ばれるタイプの兵士なのだが、強化の影えい響きようからか、ブーストマンは往々にして粗暴な性格をしている。

　今回はどうやら、その粗暴な性格に加え、砂漠の猛烈な暑さと疲労も手伝って相当イライラしているらしい。よく見れば、隠しようもないほどの憤ふん懣まんが表情に出ている。

　彼の性格からして、ヘタなことを言うと面倒になるかもしれない。ベンゲルにどう言葉を返そうかと思案していると、ケイレヴに先んじてレオニダスが口を開いた。

「お前、このクソ暑い中でよくそんだけ大きい声出せるな。流石さすが、ジャンキーは違うな。クスリのおかげで今日も元気だ」

　レオニダスが言った途端、ベンゲルは血相を変えて走り出した。そうしてすぐさまレオニダスの前に詰め寄ると、彼は田舎の不良よろしく下からねめ上げるようにしてガンを飛ばした。

「あぁん！　んだとコラぁッ！　てめぇの×××切り取って、××××に××××突っ込んで奥歯ガタガタ言わせてやんぞ、このブリキ野郎！　ファッキューッ！」

　こういう、殴り合いのケンカが始まりそうな一触即発の雰囲気は実に軍隊らしい。決して微笑ほほえましい光景ではないのだが、何となく『デッドマンズ』時代を思い出す。

　ケイレヴはもう一度苦笑してから二人の間に割って入った。

「レオ、流石にジャンキーは言い過ぎだろ」

「そうか？」

「ヤク中じゃなくてただのドーピングだよな、ベンゲル選手？」

「殺すぞ！」

「おお、いきなりの殺人宣言！　こいつはジャンキーでもドーピングでもなく、どうやらレイダーギャングだったみたいだな」

「決めた！　てめぇらは今ここでぶっころ……」

　と、三人が軍隊流の心温まる交流をしていたところ、遠くから、

「おい、ベンゲル！　何やってるんだ！　早くこっちを手伝え！」

　と、こちらに声をかける者があった。

　声の主は、ベンゲルと同じ第一分隊の隊員、獅し子しの遺伝子と爪そう牙がを移植されたキメラ兵、ニコライ・ギャレットである。

　中身がパンパンに詰まっているだろう弾薬ボックスを両手に持ったギャレットが、やはり苛いら立だち混じりの声でベンゲルを呼んでいる。

「お前は分隊長だろうが！　何をサボッてるんだ！」

「ファック！　ちげぇっつーの！　俺はこいつらが……」

「そんなところで油売ってないで、仕事しろ、仕事！」

「ギャレットが呼んでるぜ、サボリ分隊長どの？」

　ギャレットの言葉に続く形で、レオニダスがとどめとばかりにベンゲルの耳元で呟つぶやいた。

　ベンゲルはレオニダスに何かを言い返そうとして、しかし堪こらえるように口を噤つぐんだ。

「ぐ……ぬ…………ッ！」

「シンとバーンが待ちくたびれてるぞ！　俺もさっさと仕事を終わらせて休きゆう憩けいしたい！」

　早く休憩したいのはベンゲルも同じだ。ギャレットに急せかされたベンゲルは、苛いら立だちを隠すこともなく鋭するどく舌打ちをして、足音荒く歩き出した。

　歩きながら、ベンゲルはケイレヴたちに向けて中指を立てた。

「ああ、ファック！　ファックだぜ、畜生！　てめぇら、おい！　覚えてろよ、レッド！　シルバーウッド！　後からボコボコにしてやるからな！」

　その言葉に、レオニダスは「ヘッ」と軽い笑みを返した。

「オーケー、メシん時に相手してやるよ」

「上等！　グラントホールデムだ！　スッカラカンにしてやらぁ！」

　グラントホールデム。つまり陸軍ルールのポーカーで勝負をつけようということらしい。

　レオニダスは右の義眼を指先でコツコツと叩たたきながら口を開いた。

「やれるもんならやってみな。俺の目にイカサマは通じねえ」

「イカサマなんかするもんかよ！　正々堂々、ケツの毛まで毟むしって鼻血も全部搾り出してやっかんな、このファック野郎ども！　首洗って待っとけ！」

　最後に「ファッキューッ！」と言って鋭く両手の中指を立ててから、ベンゲルは小走りでギャレットの方に駆けて行った。

　遠ざかるベンゲルの背中を見送りながら、それまで事態を静観していたナナが、やや引きつった表情でケイレヴに言葉をかけた。

「…………凄すごく怒ってましたね、あの方。仲悪いんですか？」

「あー、いっつもあんな感じなんだよ、ブーストマンは。気にすんな」

　言ってから、ケイレヴは表情を正し、改めて口を開いた。

「それより、俺たちもそろそろ仕事にかかろう。ベンゲルの肩を持つわけじゃないが、俺たちは観光に来たわけじゃないんだからな。さっさと終わらせて早めのディナーと洒落しやれ込もうぜ」

　ケイレヴがそう言うと、レオニダス、ビシャス、ナナの三人が揃そろって頷うなずいた。

「そうだな、そろそろ行くか」

「……はい」

「ええ」

「よし！　第七分隊、行くぞ！」

「了解！」

　そうして、四人は巨大な要塞に背を向けて歩き始めた。













　　第一章『砂上の楼ろう閣かく』







　ケイレヴたちが砂漠に到着する、およそ四十八時間前のことである。

　ウォールトル大陸の各地に散って戦っていた南北混成部隊『キメラ』の全隊員が、部隊の指揮官であるタイラー・メルケル中ちゆう将じようの命によって一箇所に招集された。集合場所は部隊誕生の地、セントラル基地。全隊員が一堂に会するのは、発足以来実に八ヶ月ぶりのことであった。

　招集命令を受けた全隊員が基地に集合し、その翌朝、隊員たちは早々に基地内の大会議室Ｃに集められた。この大会議室Ｃは、中将が南北融ゆう和わ政策と部隊の発足を宣言した場所だ。

　発足当時、部隊は六十二分隊二百四十八名で編成されていたのだが、今は五十八分隊二百三十二名に数が減っている。グリードが指揮していた第十八分隊は彼の暴走によって壊かい滅めつし、他の分隊でもその後の激務で死者や再起不能者を複数出したからだ。

　だが、激務にも負けず残った者は磨みがき上げられ精せい鋭えいとなった。もう、現場を知らぬ新兵の顔をしている者は一人もいない。

　大会議室は大学の講堂のような、扇形と段を組み合わせた造りになっており、扇の突端部分たる壇だん上じようには車椅子に座った老軍人と、筋骨隆々な肉体の、これぞ軍人といった風格を漂わせる中年将校が佇たたずんでいる。部隊の指揮官メルケル中将と、その副官ニリス大佐だ。

　全隊員が席に座り終えたことを確認してから、中将は車椅子に座ったまま大佐からマイクを受け取り、山や羊ぎのように口をモゴモゴさせながら喋しやべり始めた。

「あー、あぁー、えー、まずはご挨拶。『キメラ』の皆さん、おはようございます。本日はよくぞ集まってくれましたねえ」

　中将が言い終わるや否や、それまで森閑としていた会議室内が、途端に野太い男たちの、聞くに堪えない罵ば詈り雑ぞう言ごんで満ち溢あふれた。

「俺らミッション中だったのに、テメェが強引に集めたんじゃねーか！」

「大至急戻れとか言うから、わざわざ外国からジェット機乗り継いで来たんだぞ！　何十時間かかったと思ってんだ、クソジジイ！」

「ファッキューッ！」

　口を開いたのは、いずれも元『デッドマンズ』の兵士たちばかりで、その中でもとりわけ口の悪い連中であった。

　流石さすがに礼節のことを持ち出してとやかく言うことはしないが、エリート揃ぞろいの南部方面隊兵士たちは皆一様に、渋い顔で閉口している。

　中将は自身の孫と会話でもしているかのように、楽しそうな様子で笑い声をあげた。

「ほっほっほ。相変わらずはち切れんばかりに元気ですねえ、君たちは。その不自然なまでのハイテンション、もしかすると怪しい葉っぱでも吸っているんじゃないですかねえ？　いやはや、疑わしいですねえ、本当」

「そんなモン、誰だれも吸っちゃいねーよ。それよりもさあ、俺たちまだ、今回招集かけられた理由聞いてねーんだけど？」

　ケイレヴが苦笑してそう言うと、生真面目な南部方面隊兵士たちが同意するように頷うなずいた。

『デッドマンズ』時代ならばいざ知らず、今は南北混成の『キメラ』部隊である。ケイレヴに同意する南部の面々の手前、中ちゆう将じようはほんの一いつ瞬しゆんだけ名残惜しそうな顔を見せながらも、表情を正して、改まった様子で喋しやべり始めた。

「あー、えー、そうですね、では、まず質問を一つ。皆さんは『デウス・エクス・マテリア』という言葉を聞いたことがありますか？　ある方は挙手を」

　訊きかれても、しかし手を上げる者は一人としていなかった。

　ケイレヴも『デウス・エクス・マテリア』などという言葉は初めて耳にした。マテリアという単語から察するに『Ｄマテリア』に関連するものだろうが、しかしそのような言葉を聞いた覚えはない。見れば、博識なレオニダスですらも首を傾かしげているような始末だった。

　英才教育を受けた南部兵士、そして膨ぼう大だいなデータを脳内に持つサイボーグ兵ですら答えられないことならば、いくら待っても、誰も何も言えないだろう。完全にお手上げである。

「誰も分かんねーってよ。つーかさあ、この結果、最初っから分かってて質問したろ？」

「ああぁー、まあ、否定はしません」

「ジイサン、あんたなあ……」

　ケイレヴが舌打ち混じりにそう返すと、中将は「冗談はこれくらいにして」と前置きしてから、咳せき払ばらいを一つして口を開いた。

「えー、あー『デウス・エクス・マテリア』とはですねえ、今日このウォールトル大陸に存在する全ての『Ｄマテリア』の元となった、究極の兵器の名称です」

「えッ！」

「な……何だって！」

　中将が言うや、室内が途端にざわつき始めた。

「本当にそんなものが存在するのか！」

「大発見だ！　これまでの歴史が引っくり返るぞ！」

「いや待て、その情報が事実だという確証が……」

　彼らが驚おどろくのも無理からぬこと、現代を凌りよう駕がする、超常の遺物たる『Ｄマテリア』よりも更に強力な兵器がまさか存在すると、そう言われたのだ。今すぐ信じられるものではないし、仮に実在するのだとしても、それが如い何かなるものなのかという想像が及ばない。

「歴史どころじゃない、世界が引っくり返る大発見だ！」

「その情報のドコに信しん憑ぴよう性せいがあるってんだ！　データベースにも情報がないんだぞ！」

「なら、中ちゆう将じようが噓うそを言っていると言うんですか！」

「お前ら落ち着け、落ち着けって！」

　それまではさして騒そう々ぞうしくもなかった会議室内が、情報の真偽や兵器の詳細を論ずる話し声で徐々に満たされてゆく。そうして皆がああでもない、こうでもないと議論を交わす中、中将に対して挙手して意見を述べる者があった。ケイレヴの小隊の仲間、ナナだ。

「そ、その……私も俄にわかには信じられないのですが…………『Ｄマテリア』には……アーキタイプが存在するということなのですか？」

　瞬しゆん間かん、議論を交わしていた者たちが口を閉じ、皆がナナに視線を注いだ。

　核心を突くナナの言葉に中将が頷うなずきを返すと、今度は彼に視線が集まる。

「あぁー、まあ、そういうことになりますかねえ。研究者たちによりますと、人間がウォールトル大陸に入植する遥はるか以前、ドワーフたちはまず、種族が持つ技術の全てを注ぎ込んで『デウス・エクス・マテリア』を製造したそうです。そこで培った製造技術を元に、彼らはその量産型とでも呼ぶべき各種『Ｄマテリア』を製造していったらしいのです」

　ここで、他分隊のサイボーグ兵が堪たまらずに声をあげた。

「おい！　おいおいおい！　そんな話、初耳だぞ！　つーかネットにも軍のデータベースにもそんな情報なかったぞ！　その情報、ガセって可能性もあるんじゃねーのか？」

　問われて、中将はしかし大真面目に首を横に振った。

「何せ『デウス・エクス・マテリア』の情報自体が希少なものですからねえ。遺跡をくまなく探しても滅多に見付かるものではありません。我々とて、本国と南なん部ぶ自じ治ち領りようが地道に収集した情報の断片を繫つなぎ合わせて、やっとその存在に辿たどり着いたくらいですから」

「では、その存在が明らかになったのはいつなのですか？」

「ほんの二、三年前のことですが、しかし分かったのは『Ｄマテリア』の原型とも言える兵器が存在しているということだけで、それが大陸の何ど処こにあるのか、何機存在するのか、そもそも現存しているのかどうかすら、ごく最近まで不明のままでした。不確定要素があまりにも多いので、これまでデータベースには載せていなかったのです」

「でも、現物を発見したことで情報の正当性が証明された？」

「何しろ、現存しているかどうかも分からないものでしたからねえ、アーミラル以外にもその存在に辿り着いた国家はあるのでしょうが、しかしこれを真面目に探し出そうとした国は一つとしてありませんでした。今回の発見も、言わば偶然によるものなのです」

　中将の言葉から察するに、気候変動によって埋もれていた遺跡が地表に露ろ出しゆつしたか、それとも採掘作業中に遺跡にぶち当たったか、ともかく探して発見したものではなく、あくまで偶発的に発見したものだということだろう。幸運なことである。

　ケイレヴは感嘆を込めて「ふむ」と唸うなった。

「偶然ねえ……。にしても、よくそれが『デウス・エクス・マテリア』だって分かったな」

「と、言いますと？」

「いやさあ、同じ技術体系で作られたものなら、単純に『デウス・エクス・マテリア』と通常の『Ｄマテリア』をどうやって見分けたんだろうって、そう思ったんだよ」

「成るほど、その疑問はごもっともですが、しかし見分けるのは容易です。何な故ぜなら、見た目からして普通の『Ｄマテリア』とは違うものですからねえ」

「見た目って……形が？　それとも色が？」

「いいえ、大きさですよ、単純な」

　中ちゆう将じようのその答えに、ケイレヴは「え？」と首を傾かしげた。

「大きさったって、普通の『Ｄマテリア』にも色々あるだろ。掌てのひらに乗る球コロみたいなのもあれば、人が乗り込む大型兵器なんかもある。オークたちは北の最果てで戦せん艦かんを発掘した。そもそも、変形するタイプの『Ｄマテリア』は、単純な大きさなんかにゃ縛しばられないだろ？」

　そう言ってケイレヴが顔を向けると、しかし中将は首を横に振り、これを否定した。

「何事にも限度というものがあります。仮に、自在に変形するタイプの『Ｄマテリア』が存在したとして、それでこのセントラル基地と全く同じ規模の要塞を造れると思いますか？」

　逆に問われて、ケイレヴは考えた。

　確かにケイレヴが持つ『皇帝の遺産』は変幻自在の『Ｄマテリア』だが、人の願いを無制限に叶かなえるようなものが存在するだろうか。仮に『皇帝の遺産』がそういうものであるとしたら、その力で要塞と言わず新大陸でも、何なら新たな惑星でも造れるということになる。

　いくらドワーフの技術だろうと、それは流石さすがに無理だろう。もし、大陸や惑星の創造が出来る存在がいるとすれば、それは神だけだ。いくら背伸びをしても、人は神になれはしない。

　ケイレヴは「むむ……」と低く唸うなってから口を開いた。

「流石に無理だな……」

「でしょう？」

「てことは何か？　その『デウス・エクス・マテリア』ってのは……」

「現地に到着した発掘チームは、当初、それを新たなドワーフの遺跡だと思っていたらしいのですが、調べるうちに、その考えが間違っていることに気が付きました」

「まさか……」

「ええ、そうです。君の考えているとおり。遺跡だと思って調べていたもの、それ自体が要塞の形をした巨大な『デウス・エクス・マテリア』だったのですねえ」

　聞いた瞬しゆん間かん、ケイレヴはゴクリと息を吞のんだ。

「よ……要塞型の巨大『Ｄマテリア』だって…………？」

　ケイレヴの呟つぶやきを皮切りに、会議室内が騒そう然ぜんとし始めた。

　確かに『Ｄマテリア』は形も大きさも千差万別だが、ほとんどは兵器の形をしており、建造物の形を取るものは前例がない。また、そこまで巨大なものも、発掘された前例がない。

　それまではいまいち、言ってしまえば雲を摑つかむような話であったものが、途端に輪郭がはっきりして現実味を帯びてきた。

「………………ッ」

　あまりにも大規模な話に驚きよう愕がくしているのだろう、隊員の多くは声を失っている。

　ようやく全隊員が話の大きさと重要性を理解したところで、中ちゆう将じようは改めて口を開いた。

「えー、あぁー、正確には要塞型『デウス・エクス・マテリア』です。その名も浮遊城『ティタノマキア』。今は地上で眠っていますが、起動すれば空に浮かぶ巨大な要塞です」

　道なき空を進む堅けん牢ろう巨大なミスリル銀の要塞。空中戦には勿もち論ろん対応しているだろうし、地上攻こう撃げき用よう兵器も搭載されていよう。まさに無敵の要塞。稼か動どう状態ならば勿論のこと、停止状態であったとしても、無事発掘出来れば人類の歴史に新たな一ページが刻まれることは確実だ。

「ま、マジでそんなもんが実在するのか……？」

「か……勝てるぞ！　これで同どう盟めい軍ぐんに勝てる！　南なん部ぶ自じ治ち領りようは救われた！」

「すげぇじゃねーか！　アーミラルこれで助かっただろ！」

「そ、その要塞……今は何ど処こにあるのです？　そんな巨大なものが何処に？」

　皆が驚愕覚めやらぬ様子で声を交わし合う中、ナナが挙手して中将に訊きいた。

　まさかアーミラル国内でそのようなものが見付かったということはないだろう。恐らくは国外、それも人間の手が入っていない、広大な自然の領土を持つ国であると思われる。

　ナナの質問に、中将は一言、

「ゴルディニア共和国です」

　と答えた。

「ご……ゴルディニアだあ？」

「それって……ついこの間まで、同盟軍と激しくやり合っていた国じゃないか！」

　聞いた途端、ケイレヴとレオニダスが驚愕した様子で同時に声を発した。

　そうして、驚おどろきの声は更に連れん鎖さしてゆく。

「ゴルディニアって……確かアーミラルの同盟国だよな？」

「あ、ああ……大陸随一の大砂漠が広がる国だ」

「ボーダム砂漠か……。中将、まさか！」

　ゴルディニア共和国の南に広がる、大陸最大の砂漠。それがボーダム砂漠である。

　そしてボーダム砂漠では、ごく最近まで大規模な戦せん闘とうが行われていた。同盟軍進攻部隊がゴルディニアを攻め、アーミラルは同盟国であるゴルディニアの求めに応じて援軍を派遣、連合軍として砂漠で同盟軍を迎え撃うったのだ。両軍の戦闘は砂漠の砂を血で染め上げる激戦であったと『キメラ』部隊の面々も聞き及んでいる。きっと爆ばく風ふうに次ぐ爆風が砂漠の砂を大量に吹き飛ばし、長年地の底に埋もれていた巨城が再び人の目に触れることとなったのだろう。

　中ちゆう将じようは静かに皆の顔を見渡してから、静かに喋しやべり始めた。

「北部大陸が誇るボーダムの大砂漠、その奥底に気が遠くなるほど膨ぼう大だいな時間埋もれていたこの要塞が、戦火の影えい響きようにより、遂ついに砂の中から現れたのです」

　千五百年以上の時を経て現代に蘇よみがえった、過去の超文明が産み出した伝説の遺物。言葉にすれば何ともロマンチックなものだが、これを無事に発掘するのは、過去に類を見ない、容易ならざる大仕事となるだろう。成し遂げれば歴史に残る偉業となる。

　浮遊城の話題で室内がざわつく中、ここで、ケイレヴは冷静に、挙手をして先ほどから気になっていたことを中将に質問した。

「なあ、中将、疑問なんだが、同どう盟めい軍ぐんとの戦せん闘とう中ちゆうに発見されたものなら、連中もその浮遊城だかの存在に気付いてることにならねえか？　仮にその場では気付かず撤てつ退たいしたんだとしても、そこまでデカイもんなら軍事衛星とかでとっくに発見されてる筈はずだ。ここまで歴史的な発見を連中が放っておくハズがねえ。確実に争奪戦になるだろ？」

　ケイレヴの冷静な指摘に、大ニュースに浮かれていた面々がハッと目を見開く。

　中将も冷静に、ケイレヴの言葉に対して「仰おつしやるとおり」と頷うなずいた。

「だからこそ、他でもない君たちに集まってもらったのですよ。今回、君たちには現地に派遣した発掘チーム及び浮遊城『ティタノマキア』を護衛する任務をお願いしたいのです」

　瞬しゆん間かん、隊員全員が一斉に渋じゆう面めんを作った。

　つまり、今回の任務は、明らかに敵の大軍勢が来ると分かっている灼しやく熱ねつの砂漠に赴き、血で血を洗うような死闘を繰くり広げつつ、浮遊城、発掘チームの両方を同時に守り通さねばならないものだということだ。これは明らかな激務、今回もまた厄介事を押し付けられたわけだ。

　やれやれ、といった感じで、ケイレヴは大きくため息をついた。

「……まあ、言いたいことは色々あるが、そんだけのもんを護衛するんなら、俺たちだけじゃ手が足りないんじゃないのか？　多分、どっかの部隊と護衛を交代するんだろうけど、俺たちじゃなくてそいつらに任せといた方がいいんじゃないのか？」

「いえ、交代ではありません。君たちは今現在護衛任務に就いている『ブラックレンジャー』に合流する形になります。今回の任務は、両部隊合同のものなのです」

　アーミラル陸軍が誇る最高のエリート集団、特殊作戦部隊『ブラックレンジャー』の高名は軍属であれば誰だれもが知るところだ。黒く塗り込めた野戦アーマーにフルフェイスヘルメットという威容、そして圧倒的な作戦遂行能力から一部では死神部隊などと呼ばれているくらいだ。

　彼らほどの精せい鋭えい部隊が護衛任務に回されているということは、即すなわちアーミラル政府、そして軍部首脳が、何が何でもこの浮遊城を死守しようとしているということに他ならないだろう。

「ま、マジかよ……。まさか『ブラックレンジャー』が出張ってるなんて…………」

　今回、アーミラル首脳陣がいかに本気かということを理解したのだろう、隊員の誰かが、そう言ったきり声を失っていた。

　彼だけではない、見れば、どの隊員も神妙な面持ちで口元をきつく結んでいる。

　これはかつてない大仕事になる。成功すればアーミラルは救われるかもしれないが、しかし失敗すればアーミラルはおろかウォールトル大陸全土が敵の手に落ちる結果にもなり得る。

　その成否が自分たちの手にかかっているのだから、これは相当な重圧である。

　室内に満ちる重々しい空気に怯ひるむこともなく、中ちゆう将じようは口を開いた。

「えー、あー、今回、アーミラルは政府、軍部とも満場一致で『デウス・エクス・マテリア』獲かく得とくに動いています。要塞が起動出来るにしろ出来ないにしろ、これを獲得出来るか否かで今後の戦況は大きく変わってくるでしょう。今回の任務、君たちの責任はかつてないほどに重大です。どうか、気を抜くことなく全力で事に当たってください」
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「ファック！　冗談じゃねえっつーの！」

　自分の手札を見た瞬しゆん間かん、ベンゲルは憤ふん慨がいした様子で口を開いた。

　日が暮れて、時刻は夜となっていた。砂漠の夜は冷える。仮設の休きゆう憩けい所じよとして建てた大型テントの中で、レオニダスとベンゲルの二人は、空の弾薬ボックスを積んで作ったテーブルを挟んで向かい合い、温かいコーヒーを飲みながらポーカーに興じていた。

　自分の手札を睨にらみながら額に青筋を立てているベンゲルの顔を見て、レオニダスは余裕シャクシャクといった様子で不敵な笑みを浮かべていた。

「何だ、ブタか？」

「…………つあーッ！　ファック！　ファック！　ファアアァ────ック！」

「へっ。どうすんだよ？　コールするか？　それともドロップか？　何ならレイズするか？」

「ああ、畜生！　ファック！　ドロップだ、ドロップ！　こんな手じゃ勝負にならねえ！」

　弾薬ボックスに自分の手札を叩たたき付け、ベンゲルは天に唾するように吼ほえた。見れば、ベンゲルの手札は一応ながらも八のワンペアが成立していた。だが、レオニダスの余裕に満ちた表情を見て、この手では勝てないと踏ふんだのだろう。

「それじゃあ、俺の勝ちな」

　言ってから、レオニダスは「ふぃー」と気の抜けたようなため息をつき、自分の手札をパッと弾薬ボックスの上に放り投げた。

　レオニダスの手札を見た瞬間、ベンゲルは仰天した様子で目を見開いた。

「なッ！　ぶ……ブタぁ？」

　終始余裕たっぷりに構えていたレオニダスの手札が、何とワンペアどころか一切の役が揃そろっていない、ブタと呼ばれる状態だったのだ。

「いやあ、降りてくれて助かったぜ。そのままやってりゃ俺が負けてた」

「この俺にブラフを……んのペテン野郎が！　もっぺん勝負だ、ファッキューッ！」

　弾薬ボックスの上に置いていた紙し幣へいをレオニダスの胸元に投げ付けてから、ベンゲルは新たな紙幣を取り出し、カードを搔かき集めてシャッフルし始めた。

　いいようにやられて頭に来ているのは分かるが、どうにも諦あきらめの悪い男である。レオニダスは苦笑しながら口を開いた。

「オーケー。来月の給料も毟むしり取ってやるよ」

「こっちのセリフだ、このファック野郎！」

　そうやって、再びポーカーに没頭する二人。

　ああでもない、こうでもないと言いながら勝負に興じる二人を遠巻きに見つめながら、ケイレヴはレーションの箱に入っていたツナと野菜を煮込んだ缶詰を開け、口に運んだ。

　今現在、ケイレヴたち『キメラ』部隊はゴルディニア共和国南方、大陸随一と言われる広大なボーダム砂漠で任務に就いている。任務内容は、ボーダム砂漠で発見された浮遊城『ティタノマキア』の警護、及び作業中の発掘チームの護衛である。しかも今回は『キメラ』部隊単独ではなく、特殊作戦部隊『ブラックレンジャー』との合同作戦となっている。

　両部隊、そしてゴルディニア共和国陸軍から派遣された援軍を合わせて、この広大な砂漠上に一万人強の大部隊が展開している。

　要塞の周りには無数のテントが張られており、中では軍人や発掘作業員、学者、研究者たちなどがそれぞれ作業をしたり、束つかの間の休息を取ったりしている。

　ケイレヴら第七分隊は夕刻の歩ほ哨しようを終え、他の分隊と歩哨を交代したばかりだった。今は、同じテントの中に第七分隊と、ベンゲル率いる第一分隊が休きゆう憩けいのために詰めている。

　砂漠の熱気で生温かくなったツナを口に運びながら、ケイレヴは、対面に座り同じ缶詰を食べているビシャスに声をかけた。

「ビシャス、どうだ？」

　ケイレヴが顔を向けると、ビシャスは黙もくしたまま首を横に振った。

　美食が趣しゆ味みのビシャスは、美う味まいものを食った時だけは饒じよう舌ぜつになるのだが、黙して語らぬその様子から察するに、どうやら今回のレーションは彼の口には合わなかったらしい。

　ケイレヴは苦笑しながら、掌てのひらを上に向け、彼の前に異形の左手を差し出した。

「貸してみ」

「いえ、そんな……。少佐の左手をこんなことに使わせるわけには…………」

「いいから」

「…………すいません」

　恐縮して頭を下げながら、押し切られる形でビシャスはケイレヴの左掌に缶詰を乗せた。

　ケイレヴの左手は、炎を操る魔ま王おう『ベリアル』のものだ。缶詰を温めるくらい造作もない。時を置かず、掌に置かれた缶詰の中身が次第に湯気を立て始め、クツクツと沸ふつ騰とうし出した。

　中身が沸ふつ騰とうしたことを確認してから、ケイレヴは缶詰をその場に置き、腰のポーチに右手を突っ込んで何やらゴソゴソと漁あさり始めた。

「確かここに……と。あった、あった」

　しばらくゴソゴソとやってから取り出したものは、はたして、銀色のパウチであった。

「それは……何ですか？」

「こいつはカレー粉だ。知ってるよな、カレー粉？　ブレンドされたスパイスだ。南部方面隊じゃどうかは知らねーが、野戦に出る兵士はカレー粉を常備するもんだって、北部方面隊では昔っからそう教えられているんだ。これさえあれば、蛇だろうが蛙かえるだろうが、とりあえずは食えるってんでな。ジャングルとかじゃナタと同じくらいカレー粉が活かつ躍やくする」

　言いながら、ケイレヴはパウチの封を切り、同どう梱こんされていた小こ匙さじを使い温めた缶詰にカレー粉を少々振りかけ、それをビシャスに手渡した。

「蛇や蛙でもそこそこは美う味まくなるんだ。調理された缶詰ならかなり美味くなるハズだぜ」

　火傷しないよう、缶の縁ふちを摑つかんで受け取り、早々にスプーンを突っ込んでカレー粉を全体に馴な染じませると、ビシャスはツナの塊を口に運んだ。そして、ツナを咀そ嚼しやくしたその瞬しゆん間かん、ビシャスはいたく感激した様子で「ぬおおおあ！　美味い！」と声を弾ませた。

「口に含んだ瞬間に鼻に抜ける刺激的かつ芳ほう醇じゆんなスパイスの香り！　舌の上で踊る辛さが口中に旨うま味みを運んでくれている！　すごい、すごいぞ……ッ！　同じ料理とは思えない、劇的に味わいが変化している！　ここまで風味を主張する香辛料は初めてだ！」

　先ほどとは打って変わり、嬉うれしそうな様子で缶詰をがっつくビシャスを見て、ケイレヴは思わず「ふ」と笑みを浮かべた。そうして自身も、缶詰の残りを食べ始めた。

　ケイレヴの左ひだり隣どなりに座り、それまで黙だまってレーションを食べていたナナが、ここで唐突に口を開き、ケイレヴに顔を向けた。

「…………少佐、あれ、いいんですか？」

　そう言ってナナが指差す方向には、ポーカーに興じるレオニダスとベンゲルがいた。

「あれって……賭と博ばくですよね？」

　聞いた途端に、ケイレヴは思わず苦笑してしまった。

「いいんだよ、別に。こんなちょっとした娯楽まで取り締しまってたら、違反者続出で今ごろ現場はスッカスカだ。とても戦争なんかやってられねえ。現にお前、見み咎とがめる奴やつなんか誰だれもいやしねーだろ？　お偉方だってそこそこ来てんのに。黙もく認にんしてんだよ」

「………………そういうものですかね」

　不服そうな顔をして、しぶしぶといった感じで声を返すナナにもう一度苦笑してから、ケイレヴは顎あごをしゃくってビシャスを指した。

「そーゆーもんなんだよ。現にお前、ビシャスを見てみろよ。あいつはレオたちのポーカーなんか気にも留めちゃいねーだろ？」

　ビシャスは一心不乱にレーションを口に運んでおり、時折「良い風味だ」とか「この歯応えが堪たまらん」だとか呟つぶやいている。

　これは何だか意味が違うぞ、とばかりにナナは首を傾かしげて見せた。

「……ただ単に食事に夢中で気付いてないだけなんじゃないんですか？」

「細けぇこたぁいいんだよ、細けぇこたぁ」

「んもう、適当なんだから……」

　ケイレヴはもう一度「細けぇこたぁいいんだよ」と言ってから、レーションの箱を漁あさって乾パンの袋を取り出し、それを破って乾パンをポイポイと口に放り込み始めた。

　ナナも同じように乾パンの袋を破くと、同じくポイポイと乾パンを口に放り込み始めた。

　それからしばし、二人は無言で乾パンを口に運び、ボリボリとやっていた。

　そろそろ袋の乾パンが尽きるかという頃になって、ナナがおもむろに声を発した。

「……それにしても、どうしてゴルディニア共和国は我々アーミラルに『デウス・エクス・マテリア』を譲ゆずってくれるんでしょうね？」

「……そりゃ、譲るだろうよ。譲らざるを得ないんだから」

　乾パンによって水分を奪われた口をコーヒーで潤うるおしてから、ケイレヴはそう答えた。

　ナナもコーヒーを一口飲んでから「何な故ぜです？」と不思議そうな顔をした。

「ゴルディニアにしてみれば、他でもない自国の領内で見付かったものなんですよ？　所有権を主張して当然の筈はずですし、これさえあれば大国に成り上がることも夢ではないのに……」

　ケイレヴは「ふむ」と唸うなってから、表情を正してナナに顔を向けた。

「名目上は同盟国だが、はっきり言っちまえばゴルディニアはアーミラルの属国だ」

「属国……ですか？」

「この国の独立に手を貸したのはアーミラルだからな。当時のアーミラルは、金、武器、軍勢を貸して彼らの独立を大いに手助けした。独立後は同盟を組んで傘の下に入れてやった。つまるところ、ゴルディニアにとってアーミラルは親分筋ってえことだ」

「つまり、アーミラルに恩を返すためにゴルディニアは貴重な『デウス・エクス・マテリア』を差し出したということですか？」

「確かにそれもあるだろうが、それだけじゃない。ゴルディニアは新興国で、しかも国土は砂漠ばっかりの干ひ乾からびた弱小国家だ。ドワーフ関連の研究も殆ほとんど行われてない」

「『デウス・エクス・マテリア』を手に入れたとしても、彼らでは持て余したと？」

「ああ。それによう、見てみろよ？」

　言いながら、ケイレヴはテントの外に聳そびえる要塞を親指で指した。

　夜の闇やみの中でも作業出来るよう、強力な光源でライトアップされた巨大な白銀の城。当初は要塞の屋根部分が斑まだらに露ろ出しゆつしていただけだったのだが、地道な作業の甲か斐いもあって、今では見上げるほど、地上から十数メートルくらいまでが掘り起こされている。

　砂の下から生えるようにして聳そびえ立つ、数十からの巨大な尖せん塔とう。発掘チームの報告によればこれでまだ二割しか発掘出来ていないのだという。残りの八割と、そして要塞の入り口はまだ砂の中。全て掘り起こせば基地と言わず小さな島ぐらいの規模になるらしい。

「………………」

　圧倒された様子で要塞を見つめるナナを見ながら、ケイレヴは口を開いた。

「お前、これ発掘すんのにいくらかかると思う？」

「え？　お金……ですか？　見当もつきませんが…………」

「発掘作業だってタダじゃない。人にも機材にも、何から何までとにかく金と時間がかかる。しかも無事発掘出来たところで、ゴルディニアにはこれを正しく運用する技術力がない」

「……成るほど。確かに、ゴルディニアのような小国が無理に発掘作業に着手すれば、作業も志も半ばで、お財布が空になってしまいますね。技術力がなければ有効活用も出来ない……」

「あとはまあ、厄介払いって意味もあるだろうな」

　ケイレヴのその言葉を聞いた途端、ナナは怪け訝げんそうな表情を浮かべて首を傾かしげた。

「厄介払いって……貴重な遺物が、ですか？」

「何しろ、持ってるだけで手に負えない敵を呼び込む疫病神だ。手元に置いておくより、欲しがってる奴やつに渡して恩を売る方がずっといいだろ？」

　今回の場合、手に負えない敵とは、同どう盟めい軍ぐんのことを指す。ゴルディニアのような弱小国がこのような強敵に何度も襲おそわれるのでは、とても身が持たない。自分たちにとっての疫病神を手放すことでアーミラルに恩を売れるのなら、これほど得なことはないだろう。

　ケイレヴがここまで説明したところで、ナナはようやく得心がいったというふうに頷うなずいた。

「……確かにそうですね」

「まあ、実際はそんなに単純な話じゃ……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で突如、

　ズズン！

　と音を立てて地面が揺れた。

　大きな揺れのあまり、カップが倒れてコーヒーが零こぼれ、レオニダスたちのトランプが木の葉のようにハラハラと砂上に舞まい落ちた。まるで地面の下から何か巨大なもので突き上げられているような、地じ震しんとは明らかに違う揺れ方であった。

「キャッ！」

「何だ！」

　明らかな異常事態。ケイレヴは急ぎ立ち上がると、ナナとビシャスを引き連れてテントから飛び出した。それまで各テントで休きゆう憩けいしていた他分隊の隊員たちも、続々とテントから飛び出して来る。そうして、ケイレヴらに続く形で、対物狙そ撃げき銃『ベルセルクバスター』を抱えたレオニダスとベンゲルがテントから出たところで、再び、

　ズズン！

　と地面が揺れ、数百メートル先の砂丘、その向こう側から、まるで間欠泉のように大量の砂が噴ふき出した。一本目の間欠泉に続く形で、

　ズン、ズズン！　ズズズン！

　と、二本目、三本目、四本目の間欠泉が噴き出した。最初の揺れでも噴いたのだとしたら、合計で五度、間欠泉が噴き出したことになる。いずれも浮遊城のすぐ近く、ゴルディニア軍が警備を任されているあたりからだ。

「何だ！　一体、何が起きてる！」

　ケイレヴがそう叫ぶのとほぼ同時に、砂丘の向こうから無数の銃声が鳴り響ひびき、次いで砂漠に展開する全部隊のヘッドセットに、

「敵てき襲しゆう！　敵襲！」

　という音声が流れ始めた。

　やはり敵襲。しかしながら、今の今まで、こちらに一切感知されることなくここまで接近出来たのはどういうわけか。監かん視しの目が無数に光る地上は勿もち論ろんのこと、上空からも敵が接近したという情報はない。タイダロスが実用化に漕こぎ付けたステルス迷彩を使ったのだとしても、砂上で進行する部隊の足跡を消すことは出来ない筈はずだ。

「ファック！　どっからだ！」

　恐らくは戦せん闘とうの真っ最中なのだろう、先ほど敵襲を叫んでいた兵士が、激しい銃声と荒い息遣いを交えてベンゲルの通信に応じた。

「地中からです！　所属不明の機動兵器！　データベースに該当するものがありません！」

「どういうことだ！」

「恐らくは敵の新型です！　砂を搔かき分けて地中から這はい出て来て、機体の頭部から続々と兵士たちが…………ぎゃあッ！」

　そう悲鳴を発したきり、兵士は通信に答えなくなってしまった。聞こえてくるのは、他の兵士が発する悲鳴と怒号、銃声、爆ばく撃げき音おんばかりだ。

　同どう盟めい軍ぐんが攻め込んで来たものと見て間違いないだろう。恐らくは『Ｄマテリア』強奪の専門部隊。俄にわかには信じられぬことだが、彼らは地上でも上空でもなく、誰だれの目にも触れられず遮る者のいない地中、広大な砂の海をモグラのように搔き分けてここまでやって来たようだ。

　地上、上空には十分に警戒の目を光らせていたものの、しかし、まさか地中から敵が来るとは誤算、完全に裏をかかれた。その存在を知っていれば対処のしようもあったのだろうが、兵員を搭載して地中を移動する機動兵器というのは前代未聞である。恐らくはこの作戦のために投入された、試験運用段階の機動兵器だろう。

「クソッタレ！　機動兵器で強引に攻め込んで来やがったか！　地中とは考えやがったな、同盟軍のファック野郎どもめ！」

　俄にわかに騒そう然ぜんとしてきた砂漠を睨にらみながら、ベンゲルは苛いら立だたしげにそう吼ほえた。

　ベンゲルの怒りの咆ほう哮こうと前後する形で、今度は参さん謀ぼう本部から全部隊に向けて通信が入る。

「こちらＨＱ！　全部隊に通達！　同どう盟めい軍ぐんによる強きよう襲しゆう！　総員、戦せん闘とう態勢に移行！　防衛班、発掘チームの移動を開始！　歩ほ哨しように出ている隊はそのまま発掘チームのキャンプに急行せよ！　遊ゆう撃げき班はんは攻撃開始！　ゴルディニア軍に合流せよ！」

　今回、現場を指揮する『ブラックレンジャー』の指揮官、ゴードン大将の声が飛ぶ。

　同盟軍のどの部隊が攻めて来たのかは分からないが、ともかく『ブラックレンジャー』が相手をするのならそう易やす々やすと包囲網を突破されることはない筈はずだ。ケイレヴら『キメラ』部隊にまでお鉢が回ることはまずないだろう。

　ならば『キメラ』部隊が今やるべきことは、『ブラックレンジャー』の攻撃に加わることではなく、急ぎ非戦闘員を退たい避ひさせ、浮遊城の守りを固めることだ。

　やるべきことが決まれば『キメラ』部隊の動きは速い。

「第三十分隊、集合！」

「第九分隊、行動開始！」

「第二十六分隊……」

　歩哨に出ていた分隊を除けば、休きゆう憩けい中ちゆうであった八分隊三十名強がこの場に集結している。各分隊長たちが続々と号令をかけ、三十名強の兵士たちが動き出す。

　ケイレヴたち第七分隊も遅れを取るわけにはいかない。

「第七分隊、集まれ！　これから発掘チームの…………」

　と、ケイレヴが仲間たちに行動指針を伝えようとした、その時だった。

　ゴルディニア軍と『ブラックレンジャー』が戦っているだろう砂丘の向こう側から、突如として何らかの物体が弧を描くように飛来し、ケイレヴらのすぐ近くに、

　ドスン！

　と、音を立てて落下した。

　瞬しゆん間かん、その場にいた皆の視線が音のした方に集まった。周囲にもうもうと砂が舞まう中、しかし視線はそのまま、全員が何事かと身構え始める。そうして砂煙の中に横たわる落下物を明確に視認した瞬間、ケイレヴは驚おどろきのあまり目を見開いた。

「じ、冗談だろ……こいつ…………『ブラックレンジャー』じゃねえか！」

　謎なぞの落下物の正体は、黒く塗り込められた野戦アーマーにフルフェイスのヘルメットという装備の兵士、間違いなく『ブラックレンジャー』の隊員であった。

　隊員は、ヘルメットの前面を砕かれ、首があらぬ方向に折れ曲がり、絶命していた。うつ伏せに倒れながら、しかし血に濡ぬれた目で天を睨むその顔には、絶命間際の恐怖と絶望がありありと浮いていた。死体に銃創はなく、また、刃物による切創や刺創もない。恐らくは素手か何かで強引に首を折られたのだろう。明らかに人間業ではない、尋常ならざる殺され方だ。

　銃弾飛び交う戦せん闘とうの中、アーミラル陸軍において常にトップにいる特殊部隊員を、武器も使わず素手でくびり殺せる存在とは一体何者なのか。たとえ軍隊格闘の達人であったとしても、このようなことはおいそれと出来るものではない。

　皆が絶句する中、レオニダスは圧倒された様子で口を開いた。

「な……何なんだこれは？　一体、何ど処この誰だれがこんな真ま似ねを……」

　したのかと、レオニダスがそう言い切る前に、

「諸君の疑問に答えよう！　それは私だよ！」

　と、答える者があった。

　どうにも聞き覚えのない、中年と思おぼしき野太い男の声である。

　声がしたのは、死体が飛んで来た砂丘の方からだ。その場の皆がハッと顔を向けると、いつの間にそこに居たものか、砂丘の手前に立つ、一人の男の姿が目に飛び込んで来た。

　砂漠の夜空の下、小高い砂丘の上で背後に戦火を背負って立つ男。榴りゆう弾だんか何か、ともかく火力の強い攻こう撃げきによって生じた光が、闇やみに包まれていた男の顔をパッと浮かび上がらせる。

　砂漠仕様の迷彩服に身を包み、その上からマントを羽織った中年の男。歳の頃は四十代も半ばといったところか、彫りの深い顔には大小様々な傷痕と無ぶ精しよう髭ひげが散っている。

　確かに特徴的な風体だが、何よりも目立つのは、その両腕であろう。肩付近まで袖を捲まくり上げた右腕は、素肌を隠す目的があるのか、指先まで包帯でぐるぐる巻きにされており、左腕には軍服とは不釣合いな、南部の騎き士しを思わせる白銀のガントレットが装着されている。恐らくは何らかの特殊効果を持つ稼か動どう状態の『Ｄマテリア』であろう。ただの防具ではない筈はずだ。

　歳のわりに黒々とした頭髪を爆ばく風ふうにたなびかせながら『キメラ』部隊の面々を睥へい睨げいする男。その男の顔を見た瞬しゆん間かん、元『デッドマンズ』の隊員たちが驚きよう愕がくして目を見開いた。

「噂うわさに聞くアーミラル陸軍のエリート部隊『ブラックレンジャー』というのは、この程度のものなのか！　これならば私が鍛きたえ上げた『アキレウス・フォース』の方が遥はるかに上だな！」

　明らかな嘲ちよう笑しようを浮かべながら、男はこの喧けん騒そうの中でもはきと通る声でそう発した。

　だが、男の言葉を受けても、元『デッドマンズ』隊員たちは絶句するばかりだ。

　一体、この場で何が起こっているのか。事情が飲み込めず混乱する南部方面隊員たちをよそに、元『デッドマンズ』の何人かが、ようよう、搾り出すようにして口を開き始めた。

「う、噓うそだろ…………？」

「何の冗談だ……？」

「どうしてあの男がここに…………」

　男の顔を知る者たちが、口々に動揺や驚愕を洩もらし始める。

　口には出さぬというだけで、ケイレヴとレオニダスも心境は彼らと同じだ。

　言葉も発せずゴクリと息を吞のむケイレヴと、驚愕のあまり瞬まばたきすら出来ないレオニダス。明らかに尋常ならざる様子の二人に、ナナが不安そうな表情を浮かべながら声をかけた。

「し……少佐たち、どうしたんです？　あの男は、一体何者なんですか？」

　その声が聞こえているのかいないのか、ケイレヴはもう一度、ゴクリと息を吞のんでから、ようやく、囁ささやくような声を発した。

「ぐ……グリスベーンだと…………？」

　顔は向けずに、レオニダスもその言葉に頷うなずき、口を開いた。

「ヴェルサス・グリスベーン……」

「…………え？」

「タイダロス連邦共産党第一書記……ヴェルサス・グリスベーンだ！」

　聞いた途端、ナナは驚きよう愕がくのあまり声を失った。




　　　　　　　　　　◇




　砂丘の上に立つ一人の男。

　名を、ヴェルサス・グリスベーンと言う。

　大陸中を戦火に巻き込む、悪名高き乱世の申し子。北部大陸において、この男の顔を知らぬ者はまずいないだろう。ごく稀まれな例だが、万が一、顔を知らずとも、しかしその名を知らぬ者はアーミラル人、いや、北部人であれば誰だれ一人としていない筈はずだ。
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　男の肩書きはタイダロス連邦共産党第一書記。その示すところはつまり、一党独裁体制を敷しく北部大陸有数の大国、タイダロス連邦を牛耳る国家元首ということだ。

　グリマルタ帝国皇帝と同列に位置する、大陸最大最強の軍勢、同どう盟めい軍ぐん全軍の総大将。それがこの男、ヴェルサス・グリスベーンだ。

　一体何な故ぜ、この男がこのような戦場にいるのか。それも、最も危険な最前線に、だ。

　護衛の一人もいない単身でありながら、彼に恐怖や命を惜しんでいる様子はない。それどころか威風堂々たる様子で、その双肩から強つわ者ものの風格がありありと立ち昇り、面構えからは余裕すら窺うかがえる。自分がこの場所で死ぬなどとは露つゆほども思っていない顔だ。

　元よりグリスベーンの顔を知る元『デッドマンズ』兵たちに続き、その名だけは聞き及んでいたという者たちが大半の南部方面隊員も、ようやく事の重大さを理解し始めた。

　多くが驚きよう愕がくのあまり声も発せぬ中、幾人かが囁ささやくような小声で呟つぶやいた。

「あの男が……ヴェルサス…………グリスベーン………………？」

　困惑しきりの三十余名の視線を全身に浴びながら、グリスベーンはしかし「ふん」と鼻を鳴らし、その場で腕組みして不敵な笑みを浮かべた。

「小うるさく我々に抗あらがう蟻ありの諸君！　私こそが北部大陸最強国家、タイダロス連邦の全軍を指揮する元帥にして共産党第一書記を務めるヴェルサス・グリスベーンである！」

　いつか見た資料映像と全く同じ動作で両腕を広げ、下々に広く語りかけるよう、どこまでもよく通る声で名乗りを上げるグリスベーン。その声色は覇は王おうの如ごとき威厳に満ち満ち、聞く者を威圧するような、さながら獅し子しの咆ほう哮こうを思わせる力強さを秘めていた。

　流石さすが、大国タイダロス連邦の頂点。ウォールトル大陸最大最強の同盟軍、その片かた翼よくを担うだけのことはある。これまでどんな困難にも負けず、しぶとく生き残ってきた三十人強からの兵士たちが、しかし自分たちから仕掛けることも出来ず、たった一人の男が発する圧倒的な迫力に飲まれ、蛇に睨にらまれた蛙かえるのように動けずにいた。

　そういう皆を前に、グリスベーンはもう一度、つまらなさそうに「ふん」と鼻を鳴らした。

「さて、諸君。まずはこの私の顔を今すぐ、そしてはっきりと脳裏に焼き付けておきたまえ」

　言われずとも、すでに全員の脳裏に、強烈な印象と共にその面魂が焼き付いているが、しかし顔を覚えろとは一体どういうことだろうか。言葉の意図が分からずいぶかしむ隊員たちの様子を見て、グリスベーンは「愚図だな」と言わんばかりにため息をついた。

「……はあ。この私を前にして、その察しの悪さは何だね？　諸君らをこれから地獄に送る男の顔なんだぞ、冥土の土産に覚えておいた方がいいだろう？」

　明言されたことで、隊員たちはようやく理解した。この男は、この場の全員を己一人で抹殺するつもりなのだ。それは絶対的な自信の表れ、自分にそれだけの実力があると暗に言っているのだ。彼の実力は不明だが、しかし左腕の籠こ手て、仕込みがあるだろう右腕、何より隠し様もなく滲にじみ出る強者の風格が、この男の底が知れない実力を惜しみなく皆に伝えている。

　下手に動けば、グリスベーンが持つ未知の『Ｄマテリア』によって、この場の三十人が一度に全滅する恐れもある。皆、相手の出方を窺うかがうよう用心深く構えていたのだが、ここで一人の男が、誰だれよりも先んじてグリスベーンとサシで対たい峙じするよう、ずい、と一歩前に出た。はたしてその男は、第一分隊の隊長、ベンゲルであった。

「お、おい、ベンゲル……？」

「やめろ！　あの籠こ手て見ただろ！　間違いなく『Ｄマテリア』だぞ！　まだ効果が……」

「うるせえぞ、ビビリども！　戦いもしねぇで効果もクソも分かるかっつーんだ！」

　荒くれ者が多い元『デッドマンズ』隊員の中でも一、二を争うほど血気盛んなベンゲルが、皆の制止する声も聞かず、腰の両側から二丁のオートマチック拳銃を引き抜き、恐れることもなく一歩、また一歩とグリスベーンとの距きよ離りを詰めてゆく。

　グリスベーンが放つ圧は彼も敏感に感じ取っている筈はずだが、しかし気け圧おされているような様子は一切なかった。それどころかグリスベーンに対し、抜き身の刃やいばのようにギラギラとした、臭い立つような殺気を放っている。頭の中が完全に戦せん闘とうモードに切り替わっているようだ。

　距離にして二十メートルくらいだろうか、十分な拳銃の間合いを保ち、かつ二人の間に遮るものが何もない状態でベンゲルは立ち止まった。

　砂丘の上で佇たたずむグリスベーンと、下からそれを睨にらむベンゲル。両者の視線が交差した瞬しゆん間かん、まずはベンゲルがご挨拶とばかりに口を開いた。

「おい、クソタイダロスのクソファック野郎！　てめえ、さっきは俺たちを地獄に送るだとか抜かしてやがったなあ？」

「つい先ほど言ったばかりの言葉だ。確認するまでもないだろう？　それとも何か、君は三歩あるけば物事を忘れてしまうようなめでたい頭の持ち主なのかね？」

　あくまで余裕の姿勢を崩さず、かつ冷静に侮辱の言葉を返すグリスベーンの態度が鼻についたのだろう、ベンゲルは苛いら立だたしげに拳銃の銃口を彼に向けた。

「何しにクソタイダロスから出て来たかは知らねえが、このチャンスを逃す手はねえ！　今ここでてめぇぶっ殺せば、同どう盟めい軍ぐんにとっちゃ大だい打だ撃げきなんだからな、ファッキューッ！」

　グリスベーンは彼の存在自体が瑣さ末まつなものであるかのように、腕を組んで顔をしかめた。

「口が悪いな、君は。実に粗暴だ。聞くに堪えん。消えてくれないか？」

　この場面で腕を組むとは、何を考えているのか。どんな達人であろうと、これでは攻撃、或あるいは防御に転ずる際に一呼吸の遅れが生じる。

　グリスベーンが何を思っているにしろ、この機を逃す手はない。

「消えんのはてめぇだボケぇ！　金輪際何も聞かねえでいいように、てめぇの脳天にでっけぇ風穴開けてやるぜ、ファッキューッ！」

　獣けもののように牙を剝むいて吼ほえながら、ベンゲルは両腕を上げて拳銃をグリスベーンに照準、その引ひき鉄がねを目一杯引いた。

「くたばりやがれえええぇ──────ッ！」

　瞬しゆん間かん、二丁のマシンピストルが火を吹き、嵐の如ごとき弾幕がグリスベーンの身体からだに殺到した。

「………………んな……バカなッ！」

　当人であるベンゲルを含め、確実に仕留めたと、誰だれもがそう思った。

　だが、彼は濃のう密みつに漂う硝煙の中で驚きよう愕がくに震ふるえていた。ベンゲルだけではない、固唾を吞のんでその光景を見守っていた他の隊員たちも、同じように驚愕し、そして絶句していた。

「……ふぅむ。まあまあ腕は立つようだな。ま、あくまで常人レベルで考えればの話だが」

　弾丸を撃うち込まれる前と同じ場所に、同じ姿勢で佇たたずんだまま、グリスベーンが口を開いた。

　一体、何が起こったというのか。普通に考えれば、嵐のような銃弾に撃ち抜かれた彼が、全身に風穴を開けて倒れていて然しかるべきなのだ。だが、彼は一歩も動くことなく、放たれた銃弾を蚊トンボの如く次々と平手で地面に叩たたき落として見せたのだ。

　二十メートルの距きよ離りから放たれた弾丸を全弾無手で弾はじく。これは誰がどう考えても人間業ではない。魔ま法ほうや強化処置の範はん疇ちゆうをも超えた超絶の動作だ。

　人間業ではない。だとすれば、考えられる可能性は限られてくる。

「まさか……『超越者』…………？」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、ケイレヴはボソリと呟つぶやいた。

　先の戦いで倒した同どう盟めい軍ぐんの将軍、ワグナス・グリマルタ。彼はケイレヴのことを、人を超えた存在『超越者』であると、そう言っていた。そして『超越者』なる者たちはこのウォールトル大陸に複数存在し、人の上に君臨しているのだとも。

　一体、何をもってして人間が『超越者』なる存在として肯定されるのか、ワグナス・グリマルタ、そしてアルガス・ゴールドールソンとの邂かい逅こう以来、ケイレヴは密ひそかにそれを調べ続けているのだが、未いまだその詳細を知るには到いたっていない。しかし、何らかの強大な異能をその身に取り込んでいるだろうことは実感として理解していた。

　だとすればグリスベーンが見せた動きは、恐らくその異能が成せる業なのだろう。

　ケイレヴは確信した。ベンゲルではグリスベーンに勝てない。いや、この場であの男に勝てる可能性があるとすれば、それは自分だけだ。他の誰も、あの男には勝てないだろう。

「逃げろ、ベンゲル！」

　そう叫んでも、しかしベンゲルは動かなかった。驚愕のあまり動けないのか。射しや撃げき時と同じ姿勢でホールドオープン状態の拳銃を握り締しめたまま、ピクリとも動こうとしない。

　このままではまずい。ベンゲルが殺されてしまう。

　ケイレヴは堪たまらずに駆け出そうとしたが、それとほぼ同時にグリスベーンが右腕を上げ、中指と親指を使ってパチリと音を鳴らした。

　途端、その瞬間を待ち構えていたかのように、彼の背後から十人強のタイダロス兵が現れ、主あるじの邪じや魔まはさせまいとばかりにケイレヴに殺到し始めた。

「時間がねえんだ！　邪じや魔まするな！」

　思わぬ邪魔に苛いら立だちながらも、ケイレヴは左手に炎を滾たぎらせ、敵兵に突っ込んで行った。

「戦せん闘とう開始だ！　ケイレヴに続け！」

　その場の全隊員に向けて、レオニダスがヘッドセットに激しい声を飛ばす。それで呪じゆ縛ばくが解けたのだろう、まだ動けずにいる数人を残し、隊員たちが動き出した。

　だが、自らの背後で始まった戦闘にも気付かないのか、未いまだベンゲルは立ち竦すくんだまま。

　そういうベンゲルを正面に見据えたまま、グリスベーンは静かに歩き出し、そして彼の眼前で立ち止まり、ごく静かに、しかし侮蔑の色を濃のう厚こうに漂わせながら口を開いた。

「私と君との間には、天地の如ごとき実力差がある。優秀な兵士はその実力差を敏感に感じ取るものなのだが……それを見極められなかったのは君の落ち度だ。あの世で不明を恥じるといい」

　言い終わった途端、避よけることはおろか、防ぐ暇もない神速で、包帯に覆おおわれたグリスベーンの右腕がベンゲルの脇腹に伸び、痛烈な掌底が叩たたき込まれた。

　瞬しゆん間かん、ベンゲルが装着している野戦アーマーの内部から、バキバキ、という不気味極まる骨折音が鳴った。聞いた者の血の気が失うせる、ゾッとするような音であった。

「ぐげぇあッ！」

　くびり殺された犬のような声を洩もらし、口から鼻から大量の血を噴ふきながら、ベンゲルの身体からだが宙を飛び、背中から砂の地面に叩き付けられた。

　その衝しよう撃げきにより、まるで砲弾が着弾したかのように、視界を遮るほど大量の砂が舞まい上がる中で、グリスベーンは血を吐いて呻うめくベンゲルの胸板を踏ふみ付けた。

「あのような豆鉄砲で、この私を本当に倒せるとでも思っていたのかね、君は？　だとしたらやはりおめでたい頭の持ち主のようだ」

　濃密に舞い散る砂の中、しかしそれを意に介する様子もなく足下のベンゲルに語りかけるグリスベーン。だが、肝心のベンゲルがピクリとも動かなくなっていることを確認すると、途端に興味が失せたような、つまらなさそうな表情を浮かべた。

「…………と。もう意識を失って……いや、死んでしまったか。いやはや、しかし『ブラックレンジャー』といい君たち『デッドマンズ』といい、アーミラル軍の特殊部隊はだらしのない連中ばかりなんだな。これでは拍子抜けだ」

　そう言ってため息をつくグリスベーンの足元で、死んでいると思われたベンゲルが突如、パチリと目を見開き、血に濡ぬれた唇の両端をニヤリと吊つり上げた。

「誰だれが死んでるって？　あぁ？」

　言いながら、ベンゲルは胸元から大口径のリボルバー拳銃を引き抜き、銃口をグリスベーンの顔面に向けた。

「む！」

　突然のことに、グリスベーンがそう声をあげる。

「……私の不意を突くため、芝居を打ったか」

「大当たり！　景品に弾丸くれてやらぁ！　くたばりやがれ、ファッキューッ！」

　砂の地面を背にしたまま、天に唾しながらベンゲルは銃の引ひき鉄がねを引いた。

　鋼の咆ほう哮こうが戦火の夜天に響ひびき、銃口から弾丸が発射される。飛ひ龍りゆう『ワイバーン』の牙を削り出して製造した、特別製のマグナム弾だ。防弾装備ですら貫くこの弾丸を受ければ、いくらグリスベーンといえどひとたまりもないだろう。狙いは顔面。当たれば即死は免れない。

　流石さすがにこれを避よけることは不可能だったらしく、ベンゲルの狙い済ました一いち撃げきを受け、グリスベーンの頭部が、弾はじかれるようにして反り上がった。

　確実に仕留めた。そう確信したベンゲルだが、直後、彼は再び驚きよう愕がくすることとなる。

「なぁ……ッ！」

　言葉にもならぬ声を洩もらし、絶句するベンゲル。

　銃弾を受けてそのまま倒れるかと思っていたグリスベーンが、その場に踏み留とどまったまま、反り上がっていた顔をゆっくりと足下のベンゲルに向けたのだ。

　死ぬどころか、傷一つない顔を向け、ニイッと笑うグリスベーン。

　一体、これはどういうことなのか。狙いは確実だった。この距きよ離りで外す筈はずがない。

　不測の事態に混乱するベンゲルであったが、あることに気付いてハッと息を吞のんだ。

　グリスベーンの口元、まさにベンゲルが狙い撃うった辺りである。何と、グリスベーンはベンゲルの放った弾丸を前歯で嚙かんでいたのだ。

　まさか、放たれた弾丸を歯で止めたとでも言うつもりか。至近距離から放たれた、飛龍のマグナム弾を。だとすれば、これはもう人間業だ何だというレベルの話ではない。

「どうも不ま味ずいガムを御ご馳ち走そうしてくれたと思ったら、弾丸だったか」

　言ってから、何ほどのこともないといったふうにグリスベーンはプッと弾丸を吐き捨てた。

「…………化け物か、テメェ………………ッ」

　吐き出された弾丸がベンゲルの額を打ち、そのまま力なく砂の上にポトリと落ちる。弾丸が額を打ったその瞬しゆん間かん、ベンゲルは自らの完全なる敗北を悟った。

「ない知恵を絞って考えたのだろう、あえて一撃を受け、死んだふりをして騙だまし討ちをするとはな……。しかし所しよ詮せん蟻ありは蟻。私の前では凡百の徒の浅知恵など無為にも等しいものだ。その浅はかさ、あの世で存分に反省したまえ」

「ク…………ソがあああぁ──────ッ！」

　ベンゲルはもう、自分がここで死ぬと分かっている。だが、ただで死ぬわけにはいかない。これまで死んでいった仲間たちがそうだったように、自分も最後の最期まで戦士として、牙を剝むいて死ななければ示しがつかない。リーダーとして不適合の自分について来てくれた部下たちに、これまで共に戦場を駆けて来た仲間たちに、何より先に死んでいった戦友たちに。

　血に濡ぬれた歯を剝き出しにして、引鉄を力一杯引き絞りながら、ベンゲルは吼ほえた。













　　第二章『ケイレヴの敗北』







　急がねばベンゲルが殺されてしまう。

　濃のう密みつに舞まい散る砂さ塵じんを意に介すこともなく全身で弾はじき、襲おそい来る敵兵の最後の一人を倒してから、ケイレヴはベンゲルを救うために駆けた。

　そして、ケイレヴがベンゲルの元へ向かうと見た三人の兵士たちがその背に続いた。それはベンゲルが率いる第一分隊の隊員三名であった。三人とも張り詰めた顔をしているが、しかし隊長を死なせてなるものかという、決意の滲にじみ出るような表情をしている。

　相手はグリスベーンだが、彼らがいるなら心強い。協力すれば首尾よく事を運べるだろう。

　ケイレヴはヘッドセットから彼ら三人に通信を入れた。

「俺がグリスベーンの相手をする！　お前らはその隙にベンゲルを……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、突如として、

「ぐがあぁッ！」

　という、野太い男の悲鳴が辺りに響ひびき、漂う砂塵を突き破って眼前に一人の人間が投げ出されて来た。ベンゲルだ。身体からだを『く』の字に折り曲げ、何かに弾かれるようにして宙を飛んで来たベンゲルを、地面に激突する前にケイレヴは慌てて抱き留めた。

「あぐぅあ、あ、あああぁ…………ッ！」

「……ベ、ベンゲル！」

「隊長！　大丈夫ですか、隊長！」

「まだ生きてるぞ！　シン、バーン、急いで治ち療りようを！　回復魔ま法ほうだ！」

「了解！」

　ケイレヴの後ろに続いて来た三人も足を止めて、苦しそうに呻うめくベンゲルを取り囲む。

　ケイレヴは急いでベンゲルをその場に寝かせると、怪け我がの治療を南部方面隊の若者二人に任せつつも、彼の状態を検あらためた。

　顔面は血ち塗まみれ、微かすかだがどうにか呼吸はしている。だが、開かれた口元から覗のぞく歯は血で真っ赤に濡ぬれ、半分近くが根元から折れているし、口から溢あふれ出る血が泡のようになっている。恐らくは肺を損傷しているからだろう。折れた肋ろつ骨こつが肺に刺さったものと見える。

　右腕は肘から先があらぬ方向に折れ曲がり、ぐしゃぐしゃに潰つぶれた右手の指に、彼の拳銃がぶらりと引っかかっている。野戦アーマーの左脇腹あたりが跡形もなく砕け散っており、アンダースーツにもジワジワと血が滲にじんでいた。恐らくはここに強烈な一いち撃げきを受けて吹っ飛ばされて来たのだろう。肺の損傷もこれが原因と見て間違いない。

　確かに重傷だが、ベンゲルの身体からだは強化処置を受け、常人よりも遥はるかにタフに出来ている。しかも二人同時の回復魔ま法ほうなら単純計算で治ち療りよう速度も倍ということになる。

「……とりあえず、これで死ぬことはない筈はずだ」

　そう言って大きく息を吐き安あん堵どするギャレットに、ケイレヴも頷うなずきを返した。

「ああ、ベンゲルはタフな野郎だ。こんくらいで死ぬもんかよ」

「おや、何だね？　その男、まだ死んでいなかったのか？」

　ベンゲルの治療に掛かり切りになっていたケイレヴらの頭上から、そう声がかかる。

　ケイレヴが慌てて顔を上げると、舞まい散る砂さ塵じんの中に佇たたずむ人ひと影かげが一つあった。その人影が、砂塵を搔かき分けてケイレヴらの前に正体を現す。グリスベーンだ。

「貴様ぁ、グリスベーン……ッ！」

　ベンゲルがやられたことで頭に来ているのだろう、途端にギャレットのこめかみに血管が浮き出、強化処置の影えい響きようで獣けものの如ごとく鋭するどくなった歯を剝むき出しにして軋きしらせ始めた。

「やめろ、ギャレット！　気持ちは分かるが、お前らはベンゲルを連れて下がれ！　ここにいればまた戦せん闘とうに巻き込まれちまうぞ！」

　立ち上がり、ケイレヴは今にもグリスベーンに飛びかかりそうなギャレットを窘たしなめた。

「しかしレッド……ッ！」

　言いながら、ギャレットは悔しそうに拳を握った。

　彼も頭では分かっているのだろう。だが、今の彼は冷静ではない。平常心がなりを潜ひそめ、怒りの感情に支配されている。このような精神状態で格上の相手と戦うのは自殺行為だ。

「いいから下がれ！　お前じゃ勝てねえ！」

「そんなこと、やってみなきゃ……」

「ベンゲルが死んでもいいってのか！」

　一帯に轟とどろくほどの大きな声で、ケイレヴはギャレットを一喝した。普段、ケイレヴがこのような声を出すことはない。それ故に驚おどろいたのだろう、ギャレットの顔から怒りの感情が消え、我に返ったというような表情をケイレヴに向けた。

「レッド……」

「行け！　グズグズしてる暇はねえぞ！」

　そう言って、ケイレヴは背後にベンゲルを庇かばうように一歩前へと出た。そうして、特に動く様子もなく、余裕たっぷりに佇むグリスベーンを睨にらんだ。

「こいつは……グリスベーンは俺たち第七分隊が引き受ける！」

　その言葉で分かったのだろう、ギャレットは小さく頷いてから、ベンゲルを担ぎ上げた。

「…………分かった。ベンゲルは俺が運ぶ！　聞いていたな、シン、バーン！　お前らは移動しながら治療を続けろ！　絶対にベンゲルを死なせるな！」

「分かってます！」

「隊長は絶対に死なせません！」

　シンとバーンの二人も、治ち療りようを続けながら頷うなずいた。

「頼たのんだぞ、レッド！」

「ああ、任せておけ！」

　ギャレットにそう返事をしてから、チラリと背後を振り返る。

　ギャレットたちはこちらに背を向けて、治療を継続したまま歩き出した。

「……ふむ。ようやく、邪じや魔ま者ものが消えたな」

　聞こえるか聞こえないかくらいの小声で呟つぶやくグリスベーン。ケイレヴは彼が追つい撃げきを仕掛けて来るのではないかと警戒していたのだが、どうやらそのつもりはないらしい。現時点で、彼が何をしようとしているのかは分からないが、こちらにとってはよからぬことに違いない。

　ケイレヴはヘッドセットを通じてこの場にいる全隊員に通信を入れた。

「残りの連中も急いで下がれ！　俺たちが相手してる間に、発掘チームを逃がすんだ！　第七分隊、戦せん闘とう開始だ！　三人とも、俺の援護を！」

「了解！」

　未いまだ混乱の中にありつつも、各々が動き始めた。レオニダス、ナナ、ビシャスがケイレヴを援護するために前に出て、それ以外の隊員たちは発掘チームのキャンプに後退を始める。

　仲間たちに指示を出すケイレヴの声が聞こえたのだろう、グリスベーンは「いいや、一人も逃しはしない」と声を返した。

「何だと？」

「……浮遊城『ティタノマキア』なのだがね、あれは俺のものだよ。君たちには渡さん」

　言いながら、包帯で戒められた右腕を頭上に掲げるグリスベーン。

　何だか、先ほどまでの彼とは雰囲気が違う。急に口調が砕けたようになり、何ど処ことなく侮蔑の色が消えたとでも言おうか、同列の相手に話しかけているような様子だ。

　明言出来ぬ違和感を敏感に捉え、周到に警戒するケイレヴの眼前で、グリスベーンは親指と中指を使い、先と同じように、パチリと音を鳴らした。

　その直後、グリスベーンの背後から、突如として間欠泉のように砂が噴ふき上がり、ミミズのような形状をした長大で巨大な機動兵器が姿を現した。

　初めて目にする新型機動兵器、先に見た砂の間欠泉、そして地中に潜もぐりながら移動して来たのはこいつだったかと、ケイレヴは胸中で呟いた。

　ミミズの頭部装甲が螺ら旋せん状にカシャリと開き、そこから、カーボンナノチューブ等を用いた高出力の人工筋肉と、防御力に秀でた複合装甲で構成された、機動兵器の開発技術を転用して作られたタイダロス製のパワードスーツで武装した兵士たちが次々と降下して来る。

　タイダロス連邦陸軍でも限られた者しか装備することを許されていないこのスーツを与えられている部隊は、ケイレヴの知る限り一つしかない。

「こいつら……『アキレウス・フォース』だ！」

　ヘッドセットの通信を繫つなげたまま、ケイレヴは驚きよう愕がくも露あらわに叫んだ。

　タイダロス連邦陸軍が擁ようする特殊作戦部隊『アキレウス・フォース』は、最新の兵器と、鍛きたえ上げ、選び抜かれた人員で構成された北部でも最強と名高い一団だ。

　確かに『キメラ』も並ならぬ部隊だが、今回は流石さすがに分が悪い。数が少な過ぎる。下手をすれば後退中の三十人はおろか、非戦せん闘とう員いんまで皆殺しにされ、最終的には浮遊城が奪われてしまうだろう。そして奪われた浮遊城が起動されれば、今度は南なん部ぶ自じ治ち領りようも含めたアーミラルという国家そのものが滅亡の危機を迎えることになるのだ。

　やらせてなるものかと、ケイレヴは思った。家族を、隣りん人じんを、そして友を守るために軍人になったのだ。やらせはしない。絶対に守り抜く。彼らの進しん撃げきは、何としてもここで阻止しなければならない。そのために、今、自分が出来ることは何か。

　考える前に、ケイレヴは動き出した。

　その場で腰を落とし、ケイレヴは魔ま人じんの左手に炎を収束させ始めた。

　目算で十人強の兵士が降下したことを確認したが、まずは内部に残っている兵士ごと、あの機動兵器を破は壊かいして追手の出現を最小限に留とどめ、後退する仲間の負担を減らす。

「直進爆ばく殺さつ！　クリムゾン・ヒートアーツ！」

　明らかな臨戦態勢に突入したケイレヴを見て、グリスベーンは「ふむ」と鼻を鳴らした。

「撤てつ退たいする味方への追撃を断つために機動兵器を攻撃するか。確かに君の火力なら破壊は可能だろう。ま、あくまで当てることが出来ればの話だがね」

　言いながら、グリスベーンが『Ｄマテリア』の籠こ手てで武装した左腕を振り上げた。何をするつもりかは知らないが、しかし先手を取っているのはこちらの方だ。

「止めれるもんなら止めてみろ！　『ヒートバズーカ』！」

　その掛け声と同時に、ケイレヴの左ひだり掌てのひらから、巨大な火球が轟ごう音おんと共に放たれた。

　そして、炎の砲弾がグリスベーンの頭上を通過するかと思われた、その時である。

「『エイジス』！」

　グリスベーンがそう叫んだ次の瞬しゆん間かん、彼の頭上に薄うす桃もも色いろに発光する円形の魔ま法ほう陣じんが現れた。恐らくはあの籠手型『Ｄマテリア』によって発生したものだろう。魔法陣は砲弾の通り道を塞ぐよう、直撃コース上に浮かんでいる。恐らくは防ぼう御ぎよ壁へきの類、どれだけ強固なものかは分からないが、一発で破壊出来ないのならば、破壊出来るまで砲弾を放つのみだ。

　だが、砲弾が魔法陣に触れたその時、ケイレヴの眼前で信じられないことが起こった。

　何と、爆発することもなく、ブラックホールか何かに飲み込まれるようにして、砲弾が魔法陣に吸収されてしまったのだ。

　砲弾を吸収した魔法陣が、グリスベーンの頭上でどんどんと収縮していき、やがて完全な点になって中空に搔かき消えてしまった。

「な……に…………ッ？」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、かろうじてそう呟つぶやくケイレヴ。

　驚きよう愕がくよりも混乱が渦巻く頭で何が起こったか必死に考えるのだが、しかしいくら考えても見当がつかない。これまで見たことも聞いたこともない、まるきり未知の現象である。

　驚おどろいているケイレヴの顔が面白いのか、グリスベーンが一いつ瞬しゆん、ふ、と笑った。

「この籠こ手ては『エイジスの盾』と言ってね、エネルギー攻こう撃げきならば何であろうと吸収して持ち主の魔ま力りよくに変換する能力を持っているんだ。魔ま法ほうだ、兵器だということは関係ない。ま、魔力消費が激しくて、そう乱発出来ないのが難点なのだがね」

　頭上に掲げていた左手を引き戻し、眼前で拳を作りながらそう説明するグリスベーン。

　何な故ぜ、わざわざ敵であるケイレヴに自分の能力を明かすのかは分からないが、剣や銃、或あるいは拳といったもので直接攻撃をしなければ、この男は倒せないということだろう。

「………………ッ」

　ケイレヴはゴクリと息を吞のんだ。この男、やはり底が知れない。相当の実力者だ。

「アキレウス！　後退する敵を追え！　一人も逃すな！」

　声もなく戦慄するケイレヴをよそに、グリスベーンは機動兵器の方に顔を向けて叫んだ。見れば、いつの間にか兵員の降下が完了し、目算で五十人近い兵士たちが立ち並んでいた。

「サーイエッサーッ！」

　グリスベーンの指示を受けた兵士たちが、精密な動作で一糸乱れず敬礼を返す。

　そうして、装着しているパワードスーツの人工筋肉を最大限に隆起させると、アキレウスの兵士たちは軽々とケイレヴの頭上を飛び越えて行った。

「や……野郎！」

　完全にしてやられた。

　ケイレヴはギリリと歯を嚙かみながら、頭上の敵を迎撃しようと左手に炎を収束させた。

　が、すぐさま「させんよ」と眼前から声がかかる。

　ほんの一瞬だけ頭上に向けていた視線を前に戻すと、いつの間に移動したものか、そこに腰こし溜だめに右拳を構えたグリスベーンの姿があった。

「ッ！」

　ケイレヴの背筋に、ゾクリと悪寒が走った。眼前に迫るものは、何の武器も持っていない素手の拳である。だが、その拳が、ともすれば大砲もかくやというほどの巨大な圧力を放ち、直撃すれば死ぬだろうということを、生存本能がしきりに訴えている。

　左手に炎を残したまま、ケイレヴはほとんど反射的に胸の前で腕を交差させ、グリスベーンが繰くり出した右の正拳突きを受けた。

　瞬間、拳を受けたケイレヴの左腕、その芯が今にも折れんばかりにギシリと音を立て、全力で踏ふん張っていた筈はずの脚が浮き、気付いた時には身体からだが後方に吹っ飛ばされていた。

　拳を受けながら、ケイレヴは驚きよう愕がくしていた。

　何と速く、何と硬く、そして何と重い拳なのか。人間のそれとは思えぬ、まるで鉄塊、南部の召喚士が使役する鉄巨人『ゴーレム』が如ごとき一いち撃げきであった。

　かろうじて受身は取ったものの、ケイレヴは背中から地面に激突、激しく砂を撒まき散らしながら二転、三転して、それからどうにか体勢を立て直した。

「クソ……ッ！」

　未いまだビリビリと痺しびれる左手を振りながら、ケイレヴはよろよろと立ち上がった。そうして、パンチを受けた左腕を検あらためたところで、ケイレヴはまたも驚愕してしまった。

「な、そんな……馬鹿な…………ッ！　俺の……『ベリアル』の左腕が……ッ！」

　何と、魔ま人じんの左腕、グリスベーンのパンチを受けた部分にひびが走り、亀裂からポタポタと鮮せん血けつが流れ落ちているのだ。戦車の砲弾をも弾はじき返したことのある魔人の左腕が、たかだか人間のパンチ一発でいとも容易たやすく破られるとは、想像すらしていなかったことだ。

　これはもう鉄拳の域を超えている。鉄以上の、言うなれば金剛の拳だ。

「これは驚おどろいたな。俺の拳を受けても砕けないとは……」

　ケイレヴがハッと顔を上げると、そこに、僅かに目を丸くしたグリスベーンの顔があった。

「いやはや、流石さすがだね。流石、最強の召しよう喚かん獣じゆうたる『魔ま王おう』の拳だ」

「てめぇ……一体何者だ？」

　途方もないものを見るような目を向け、ケイレヴがそう訊たずねても、しかしグリスベーンは不思議そうに首を傾かしげるだけだった。

「何者とは……まさかアーミラル兵の君が俺のことを知らぬわけでもあるまい？」

「名前や肩書きのことじゃねえ。てめぇ……本当にただの政治家か？　いや、本当にただの人間か？　その右手は……一体何だ？　その籠こ手ては？　どうやってそこまで強くなった？　お前の強さは明らかに人間の域を超えている！」

　ケイレヴは矢継ぎ早に疑問をぶつけたが、グリスベーンはこれには答えず鼻で笑った。

「……ふっ。おいおい、質問は一つにしてくれたまえよ、ケイレヴ・レッド君」

　聞いた途端、ケイレヴは眉をひそめた。

「何で、てめぇみてぇな大物が、俺のことを……」

　知っているのかと、そう訊きこうとしたケイレヴを、グリスベーンは片手で制した。

「無論、知っているさ。当たり前だ。今や君は有名人だからな」

「……俺が有名人だと？　お前、何言ってるんだ？」

「何だい？　まさか君、今や自分がどれだけ有名人かということを理解していないとでも言うつもりかい？　その特徴的な見た目も隠さず、あれだけ各地で派手に暴れ回っておいて」

　言いながら、グリスベーンはケイレヴの左手を指差した。

　確かにケイレヴは派手な赤髪も禍まが々まがしい形状の左手も一切隠してこなかったが、見た目が奇抜な兵士など部隊には大勢いたし、戦場で暴れ回った兵士はもっと沢山いた筈はずだ。

　その中で何な故ぜ、ケイレヴの名だけが彼のような権力者に知られているのか。

「………………」

　ケイレヴが無言でいぶかしんでいると、グリスベーンはやれやれと苦笑し始めた。

「おいおいおい、呆あきれた男だな、君は。本当に知らないのかね？　せっかく俺が自ら会いに来たというのに、これでは少々拍子抜けだな」

「俺に……会いに来た？　どういう意味だ？」

「無論、理由はそれだけではない。浮遊城『ティタノマキア』の奪取。これは必須事項だ。タイダロスが……いや、我々同どう盟めい軍ぐんがこのウォールトルを手中に収めるためには、とても重要な目的だ。だが、君とこうして対たい峙じすること、そして倒すことはそれと同じくらい、俺にとって重要なことなんだ。遅かれ早かれ、いずれはこうして直接対峙しなければならなかった」

「何故だ？　俺とお前との間に、何の因いん縁ねんがあるってんだ？」

「単純だよ。君が『超越者』となったからだ」

　ケイレヴの顔をビシリと指差し、グリスベーンは簡潔にそう述べた。

　聞いた途端、ケイレヴの心臓がドキリと跳ねた。

　二ヶ月ほど前に倒したグリマルタ帝国の猛将、第四皇子ワグナス・グリマルタもケイレヴのことを、人を超えた存在『超越者』であると言っていた。

　あれからケイレヴも個人的に『超越者』なる存在について調べてみたのだが、その詳細は終ついぞ分からず、ただ煩はん悶もんが増すばかりで現在に至っている。

　だが、この男は恐らく違う。顔を見れば分かる。グリスベーンは『超越者』という存在について、ケイレヴよりも確かな答えを持っている。

「…………やっぱりお前も『超越者』の存在を知っているのか」

　ケイレヴが言うと、グリスベーンはふむ、と鼻を鳴らした。

「知っているも何も、俺自身が『超越者』だ。君より遥はるかに昔、八百年も前からな」

　ケイレヴも漠然とした考えは持っていた。自分が『超越者』ならば、他の『超越者』も魔ま人じんの肉体や『Ｄマテリア』のような強大な力を持った者たちだろうとは思っていた。七十近い老人であったワグナス・グリマルタの父親、現皇帝テオドラス・グリマルタ二世が彼より若い五十そこそこの初老であったことから、老化を遅らせている可能性があるとも思っていた。

　だが、まさか一人の人間が八百年も生きるなどとは、思ってもみなかった。八百年生きて、それでもなおこの若さ。不老不死と言って過言ではない。

　人間は、有限の存在であるからこそ人間なのだ。

　愕がく然ぜんとして、ケイレヴは『皇帝の遺産』が埋まっている己の左胸に目をやった。

　まさか、自分も不老不死になっているのだろうかと、そう思った。もしそうならば、今後、時が経たつにつれてケイレヴは自らの時が止まっていることを実感することとなるだろう。それはつまり、己だけがいつまでも死ぬことを許されず、親兄弟、恋人、妻、子供、孫、親友、隣りん人じん、そういった人たちが生を全まつとうする姿を見続けることを意味している。人と人との繫つながり、絆きずなというものを重んじるケイレヴにとって、それはどれだけ辛つらいことだろうか。いつまでも終わらぬ生など拷問にも等しい、考えただけで気が遠くなることだ。

「己が運命を呪うか、それとも抗あらがうか」

　二ヶ月前に出会った旧リヒター王国軍の将軍、アルガス・ゴールドールソンの言葉が思い出される。彼もまた、ワグナスが『超越者』だと言っていた男だ。

「………………ッ」

　突拍子もなくぶつけられた衝しよう撃げきの事実に、ケイレヴはただただ絶句していた。今すぐ受け止めることなど到底出来ぬ、あまりにも大きな問題だ。

　ケイレヴの様子など構いもせず、グリスベーンは言葉を続けた。

「この大陸を制せい覇はするつもりなら、全ての『超越者』たちと決着をつけねばならないだろう。いずれはそうするつもりだったが、まずは君を倒さねば始まらないのだ。魔ま王おう『ベリアル』の異能をその身に宿し、そして『皇帝の遺産』をも身の内に取り込んだ君を。重要なのはそこなのだ。グリマルタ帝国初代皇帝ユーリウス・カエサル・グリマルタが残した『皇帝の遺産』を取り込んだということが、何より重要なことなのだ」

　つまり、彼の因いん縁ねんはケイレヴではなく、グリマルタ帝国初代皇帝が八百年前に封印した、この『皇帝の遺産』との間にあるということだ。

　驚きよう愕がくを色いろ濃こく残したまま、ケイレヴはそれでも顔を上げた。ここは戦場で、相手はこれまでにない強敵なのだ。驚愕は驚愕としても、現状から目を逸そらすわけにはいかなかった。

　もう一度ケイレヴの顔をビシリと指差してから、グリスベーンは口を開いた。

「確かに、君の左手には関心がある。そう……『黒炎』と言ったかな、この世で最強の硬度を持つ金属、ミスリル銀をすら灰かい燼じんに帰すその力は驚異的だ。言うなれば不死の『超越者』を倒す『超越者殺し』の力。だが、それ以上に『皇帝の遺産』だけは……父が残した力についてはこの俺自らの手で直接叩たたき潰つぶさなければならないのだ。忌まわしき過去を清算するために」

　聞いた瞬しゆん間かん、ケイレヴは驚おどろきのあまり目を見開いた。

「し、初代皇帝が父親だと……？　お前、本当に何者なんだ……？」

『超越者』が不老不死の存在ならば、確かに考えられぬことではない。

　仮に、彼の言っていることが事実だとすれば、彼は何な故ぜ、グリマルタの姓を、皇子という立場を捨てたのか、南部人である彼が何故、グリマルタを出て北部に来たのか、そして何故、タイダロス連邦などという大国を建国したのか。疑問に思うことは山とある。

　だが、グリスベーンはそのどれにも答えることなく、ケイレヴにノーを突き付けた。

「悪いが教えるつもりはないよ。父のことについては、ごく個人的な問題だ。君を殺した後はいよいよ父を殺すことになる。詳しいことはあの世で父に訊きくといい」

　その言葉に、ケイレヴはまたしても驚きよう愕がくした。

「殺す……だと？　初代皇帝が……まさか今も生きてるってのか？」

「答えるつもりはないと言っているだろう？　聞き分けたまえ」

　初代皇帝の生存。それも驚おどろきではあるが、ともかくそのあたりの事情については、彼は何も言うつもりはないらしい。アルガスといいグリスベーンといい、裏の事情を知る者たちは、どうして頑かたくなにそれを語ろうとしないのだろうか。

　受けた衝しよう撃げきは大きく、思考の整理もついていない。だが、これでやることが明確になった。グリスベーンを倒し、タイダロス兵たちを倒し、仲間たちと要塞を守り抜く。そしてこの男から全ての事実を訊きき出す。そう覚悟をし、腹を決めた。

　ケイレヴは背筋を伸ばし、真っ直すぐにグリスベーンを見据えた。

「…………てめぇは絶対この場で倒す。それが今、俺のやらなきゃならねぇことだ」

「無理だとは思うが、あくまで出来ると思うのならやってみるといい」

「言われなくてもやってやるよ！　直進爆ばく殺さつ……クリムゾン・ヒートアーツ！」

　言って、ケイレヴは腰を落として構えを取り、左手に炎を収束させ始めた。

　彼我の距きよ離りは五メートル程度。数歩詰めれば肉弾戦の距離になることは分かっているし、彼にはエネルギー攻こう撃げきが効かないことも分かっている。

　なのに、それでも炎を放とうとするケイレヴを見て、グリスベーンは何な故ぜだか落胆したように大きく「はあ……」とため息をついた。

「君ねえ……そういうのは馬鹿の一つ覚えと言うんだよ」

「『ヒートバズーカ』！」

　馬鹿だろうが阿あ呆ほうだろうが関係ない。ケイレヴはグリスベーンに特大の火球を放った。

「『エイジス』」

　前方に左ひだり掌てのひらをかざして、例の魔ま法ほう陣じんを発生させるグリスベーン。距離が短いこともあり、火球はすぐさま魔法陣に衝しよう突とつ、やはり爆発もせず、そのまま吸収されてしまった。

「チィ……ッ。やっぱりか…………」

「君はもっと賢かしこい男だと思っていたのだが……どうやら何も学ばぬ馬鹿のようだ。俺にそういう攻撃は通じないと言った筈はずだろう？」

　心底がっかりした様子でそう言うグリスベーンに、ケイレヴはけっ、と舌打ちを返した。

「なら、直接攻撃を喰くらわせりゃいいってことだろ？」

「出来るのかね？　学習能力のない君では無理だと思うが」

「いいや、出来るさ」

　言いながら、ケイレヴはニヤリと笑みを見せた。

「なあ、そうだよな、ビシャス？」

　ケイレヴが言った、次の瞬しゆん間かんである。

　未いまだ舞まい散る砂さ塵じんを搔かき分けて、電でん撃げきの魔ま剣けんレプリカ『ケルベロス』の二刀を抜刀したビシャスが、グリスベーンの背後に躍おどり出て来た。

　ケイレヴが吸収されると分かっている火球を放ったのは、グリスベーンの注意をこちらに向けて、接近するビシャスの存在を察知させないためだったのだ。

「しゃあああぁッ！」

　まるで獅し子しが獲え物ものを襲おそうかのように、グリスベーンの頭上に迫るビシャスの二刀。しかし、彼の剣がグリスベーンの頭を割るかと思った、その時だった。

　何と、グリスベーンは後ろを振り返りもせず、真っ直すぐにケイレヴを見据えたまま、おもむろに両手を持ち上げ、軽々と二刀の刃やいばを摑つかみ取ったのだ。

「ほうら、やはり無理じゃないか」

　薄うすく笑みを浮かべながらそう言うグリスベーン。ビシャスの刀は刃に高圧の電撃を纏まとっている筈はずなのだが、それを意に介している様子もない。そうして彼は、握っていた二刀の刃を事もなげにバキバキと握り潰つぶした。

「なぁ……ッ！」

　ケイレヴとビシャスが同時に驚きよう愕がくの声をあげた。

　ビシャスは襲い掛かるその瞬しゆん間かんまで確実に気配と足音を消していた。完かん璧ぺきな奇き襲しゆうだった。後ろに目が付いているわけでもない限り、あの一撃を受け止められる筈がない。
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　それをこうも容易たやすく受け止めるとは、何という男なのか。

「そんな…………」

　無残に刃やいばを折られた両刀に、俄にわかに信じられぬという目を向けるビシャス。そして彼がふと顔を上げると、そこには振り返って彼を見据えるグリスベーンの顔があった。

「その程度の未熟な腕では俺に傷を付けることも出来やしない。君はちゃんと学習したかい、若者よ？　学習したのならば、早々に死にたまえ」

　言いながら、腰のあたりでグッと拳を握るグリスベーン。

「う……」

　ビシャスは蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、声にもならない声を洩もらした。恐らくは自分とグリスベーンとの間にある、どうあっても埋め難い圧倒的な実力差を思い知り、悟ったのだろう。自分では絶対に、万が一にもこの男に勝つことは出来ないと。

「ビシャス、逃げろ！」

　ケイレヴと、そしてヘッドセットを通じてレオニダスが同時に叫んだ。

　瞬しゆん間かん、遠方から獣けものの咆ほう哮こうが如ごとき轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。ビシャスの窮きゆう地ちを救うため、遠方にて砂に埋伏し、隙を窺うかがっていたレオニダスが狙い済ました一いち撃げきをグリスベーンに放ったのだ。

　だが、銃のスコープを通して、レオニダスは驚きよう愕がくの光景を目にすることとなる。

「なぁ……ッ！」

　グリスベーンは何と、放たれた弾丸を左手で受け止めて見せたのだ。

　ただの狙撃銃ではない、アンチマテリアルライフルによる狙撃だ。弾丸も、最強の飛ひ龍りゆうたる『黒龍』の骨格から削り出した特注品だ。過去には『ミスリルゴーレム』なる鉄巨人の装甲を撃うち砕いた実績もある。普通ならば、弾丸を受けた瞬間に手が肉片と化し、そのまま頭も貫いて血肉の華を咲かせる筈はずなのだが、グリスベーンにどうという負傷はなかった。彼はさして驚おどろく様子もなく、受け止めた弾丸を手の内で弄び、それをしげしげと見つめていた。

「狙撃か……。ふん、小ざかしい。こういうものはいらないよ。君にお返ししよう」

　つまらなさそうにそう言いながら、グリスベーンは弾丸が飛来してきた方向に左手を向け、親指で手の内の弾丸をビシリと弾はじいた。

　瞬間、レオニダスが埋伏しているだろう場所から、重金属同士が衝しよう突とつして破砕したような、鼓膜をつんざくほどの轟音が響き、同時にヘッドセットからレオニダスの、

「ぐあぁッ！」

　という低い苦く悶もんの声が洩もれてきた。

「君も死ね、若者」

　そしてグリスベーンはビシャスに向き直り、右拳で彼の胴にボディブローを叩たたき込んだ。

「ガハッ！」

　ビシャスは反射的に、半ばで折られた両刀を交差させてボディブローを受けたのだが、グリスベーンが放った金剛の拳はそれをも粉々に打ち砕き、そのまま彼の鳩尾みぞおちに突き刺さった。

　二メートル近い長身が宙に浮き、胃の腑ふから迫せり上がる血を口から吹き出すビシャス。彼の身体からだは三メートル近くも上昇してから力なく砂の地面に落下した。

「がふ……ッ！　う、ぐ……」

「……ふむ、この感触は身体能力強化魔ま法ほうか。即死するかと思っていたが、生身の割にはなかなかどうして、頑丈だね。やるじゃないか」

　もう、立ち上がる力もないのだろう。伏したまま喀かつ血けつするビシャスを見下ろし、彼の胸を踏ふみ付けながら、どうということもないというふうにグリスベーンは口を開いた。

「なぁッ！　び……ビシャス！」

　ケイレヴは眼前の光景が信じられなかった。ビシャスの攻こう撃げきからここまで、僅かに十秒足らず。その僅か十秒の間に、ケイレヴの仲間たちが二人も倒された。レオニダスもビシャスも、決して弱くはない男たちだ。それが、こうまで軽々と破られてしまった。

「そんな……。ビシャス、シルバーウッド少佐…………」

　ヘッドセットから、そう呟つぶやくナナの声が洩もれてくる。ここから三十メートルくらい離はなれているだろうか、見れば、こちらに視線を注いだまま、砂上で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているナナの姿があった。ケイレヴと同じように、彼女も二人がやられたことが信じられないのだろう。

「……ナナ、お前はこっちに来るなよ。そこで待機だ」

　ナナのヘッドセットに通信を入れつつ、ケイレヴは険しい視線を彼女に向けた。

「えッ！　で、でも……」

「お前にはビシャスとレオの治ち療りようをしてもらわなきゃならねえんだ。俺が野郎を倒すまで、魔ま力りよくを温存しといてもらわねえと困るんだよ」

　そう言って、ケイレヴは強引にナナをその場に待機させた。本当は、仲間の治療をするのであれば回復魔法のエキスパートである南部方面隊の衛生兵に任せればいいのだが、こうでも言わなければ彼女は自分の身の危険など顧かえりみず、必ずケイレヴを助けに来るからだ。

「…………分かりました」

　それ以上食い下がることもなく、ナナは静かに頷うなずいた。

　恐らくは彼女も、自分がこの戦いでまともな戦力にならないだろうことは分かっている。実力の差以前に、彼女は魔法使いだ。グリスベーンの『エイジスの盾』とは相性が最悪だ。

　それが分かっているからこそ、ナナは頷くしかなかった。微力でもケイレヴの助けになりたいとは思うものの、足手まといにだけはなりたくなかった。

　心苦しい決断ではあるが、致し方ない。心の中で彼女に詫わびてから、ケイレヴは顔を上げ、静かに、しかし鋭するどくグリスベーンを見据えた。

　ビシャスから足を離し、こちらに振り返るグリスベーンとケイレヴとの視線が交差する。

　グリスベーンは未いまだ、欠片かけらも余裕を崩していないが、ケイレヴはまだ本格的な激突に至っていないのに、顔が精神性の発汗でずぶ濡ぬれになっていた。

　ヴェルサス・グリスベーン、この男はこれまでの敵とは明らかに格が違う。今に至っても実力の底が見えてこない。間違いなく強敵、それも恐らくは最強の敵だ。だが、それでも、この男はここで必ず倒さなければならないのだ。同じ『超越者』であるケイレヴ自身が。

　死にかけているビシャスを助けなければならない。通信の途絶えたレオニダスを助けなければならない。追手のかかった仲間たちを助けに行かなければならない。皇帝や『超越者』たちのことを訊きき出さなければならない。

　その全ては、この男を倒さなければ始まらないのだ。

「ふううぅ…………」

　静かに息を吐きながら精神を集中、遺産によって形作られた心臓の回転率を上げ、血管を通して液化したミスリル銀を全身に同化、肉体をミスリル銀の強度にまで高める。ケイレヴがシルバリー・ブラッドと名付けた肉体強化方法だ。

　シルバリー・ブラッドによって全身に血管の如ごとく白銀のラインが隆起したケイレヴを見て、グリスベーンは「ほう」と感心したような声を洩もらした。

「遺産で肉体を強化したか。ようやく本気になったようだね。いいじゃないか。そうでなければ戦う意味がない。本気の君を倒すことに、何よりの意味があるんだからな」

　そう言って不敵に笑うと、グリスベーンはここで初めて、両拳を上げて構えを取った。

　奴やつもようやく本腰を入れた。そっちがそのつもりなら、望みどおりやってやる。

　胸中でひとりごちながら、ケイレヴは神速で間合いを詰めた。

　爆ばく発はつ的てきな脚力によって爆はぜた砂を背に、ケイレヴはグリスベーンの懐ふところに潜もぐり込みつつ、弓を引くような動作で左拳を構えた。

「ブロウバースト……『マグナムリボルバー』！」

　炎を纏まとった拳ではない、対象に触れた瞬しゆん間かんに爆発する鉄拳ブロウバースト。

　ミスリル銀の強度にまで高められた魔ま人じんの鉄拳が、神速でグリスベーンに襲おそい掛かる。

　だが、グリスベーンは避よけるでも受けるでもなく、左手で流れるように、魔人の鉄拳を身体からだの外側に流しながら、同時に右拳でケイレヴの腹にボディブローを叩たたき込んだ。

「ふん！」

　鼻から短く息を吐き、抉えぐるようにケイレヴの腹を打ったグリスベーン。

「がはぁッ！」

　ミスリル銀が同化した白銀の血を吐きながら、それでもどうにか踏ふん張るケイレヴ。

　かろうじて吹っ飛ばされるようなことにはならなかったものの、ミスリル銀の強度にまで高められた表皮を貫き、弾はじけるような衝しよう撃げきがケイレヴの上半身を襲おそっていた。

「ぐ、うう……ッ！　まだまだぁッ！」

　自分がここでやられてしまえば、次にやられるのは間違いなくナナだろう。それをさせないためにも、今ここで膝ひざを折るわけにはいかない。

　強烈な痛みを奥歯で嚙かみ殺しながら、ケイレヴはそれでも足元を踏ふみ締しめて拳を放った。

「ブロウバースト！　『ファニングストライク』！」

　左だけではない、両拳による爆ばく速そく六連の拳の弾幕、ケイレヴ渾こん身しんの攻こう撃げきがグリスベーンに殺到する。が、グリスベーンは流れるような手て捌さばきでこれを全て受け流すと、ケイレヴの右脚内側、膝の付近に、鋭するどく呼気を洩もらしながら蹴けりを叩たたき込んだ。

「しゅッ！」

「ぬぐ……ッ！」

　蹴りを喰くらった瞬しゆん間かん、ケイレヴは踏ん張りが利かずにガクリと右膝を折った。痛烈な衝しよう撃げきが脚全体に広がった直後、意図せず力が抜けるように膝が曲がってしまったのだ。

　右膝を折って片膝立ちになったケイレヴ。この姿勢はまずいと、そう思った次の瞬間には、顔面にグリスベーンの容赦ない金剛の拳が炸さく裂れつしていた。

「破ぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合が弾はじけ、ケイレヴの鼻筋をぐしゃぐしゃに押し潰つぶしながら、グリスベーンは衝撃が真後ろに抜けていくよう、真っ直すぐに拳を打ち抜いた。

「ぐぶッ！」

　口から鼻から盛大に白銀の血を噴ふきながらケイレヴの身体からだが吹っ飛んだ。

　そうして、ケイレヴは満足に受身も取れず、叩き付けられるようにして砂丘に突っ込んだ。

　爆発のような轟ごう音おんを立てて大量の砂が周囲に飛散、空中に散った砂が舞まい落ち、途端にケイレヴの身体が砂に埋もれてしまった。

「少佐！　少佐ッ！」

　ヘッドセットを通じて、ナナの悲痛な声が耳元に響ひびいてくる。その声を聞けば、彼女がどれだけ自分を心配しているかが分かる。

「ぐふ……ッ、ううぅ、大丈夫だ、まだ生きてるよ、心配すんな」

　視界も利かぬ砂さ塵じんの中、ケイレヴはよろよろと立ち上がりながらナナにそう返事をした。

「しょ、少佐……。本当に、大丈夫なんですか？」

「ああ。大丈夫だって。だからそんなに泣きそうな声出すな」

　無論、ただの強がりだが、何も答えないより遥はるかにマシだ。仮に今の攻撃で死ぬか気を失っていたとすれば、彼女は必ず、ケイレヴを救うために駆け寄って来たことだろう。そうなればあえて彼女を遠ざけた意味がなくなってしまう。

　急ぎ立ち上がり、よろける足元をしっかりと踏み締めると、ケイレヴは激痛を堪こらえながら、バキバキと不気味な音を鳴らして折れ曲がった鼻を元に戻した。

「はあ、はあ、はあ…………」

　荒い呼吸をしながら、ケイレヴは驚きよう愕がくしていた。

　ヴェルサス・グリスベーン。この男はあまりにも強すぎる。

　シルバリー・ブラッドを発動させたこの状態で、グリスベーンはそれよりも尚なお、強かった。硬くて速くて、そして強い。圧倒的だ。全てケイレヴを上回っている。

　どうすれば勝てる。どうすれば攻こう撃げきを当てることが出来る。

　考えろ、考えろ。出たとこ勝負じゃ絶対勝てない。考えろ。勝つ方法を考え出せ。

　頭の中に残る衝しよう撃げきや激痛、不安や怒りといった感情、舞まい散る砂、そういったものに邪じや魔まされながらも、ともかく勝利のために思考をフル回転させる。そうして、とある一つの考えに行き着いてから、ケイレヴは砂さ塵じんから急ぎ飛び出し、グリスベーンの姿を探した。

　はたして、彼はここから三十メートル近く離はなれた場所でこちらを見据えて佇ちよ立りつしていた。

　グリスベーンの姿を見ながら、ケイレヴは戦慄していた。

「俺はあの距きよ離りぶっ飛んできたってのかよ……」

　グリスベーンに移動した様子はない。ということは、ケイレヴは彼の拳を受けて、実に三十メートル近い距離、宙を飛んだということになる。砂丘に衝突したから止まったものの、背後にぶつかるものがなければ、ケイレヴの身体からだはもっとずっと遠くへ飛んでいたことだろう。

「野郎、信じられねえことしやがる……」

　鼻と口元の血を右手の甲で拭いながら、ケイレヴは驚きよう嘆たんを隠さず呟つぶやいた。

「おい、もうギブアップかね？　あまりガッカリさせないでくれないか？」

　砂塵から出て来たケイレヴに対し、グリスベーンが向こうでそう叫んでいる。

「冗談じゃねえ！　てめぇぶっ倒すまで寝てられるかってんだよ！」

　ケイレヴも叫び返し、魔ま人じんの左手、その親指を右みぎ掌てのひらに突き刺し、傷穴を穿うがった。

　途端、ケイレヴの右掌から白銀の血液が勢いよく溢あふれ出た。掌を杯のようにしてある程度血液を溜ためると、ケイレヴは掌を地面に向けて血液を地面に捨てた。すると、その血液が空中で見る間に凝ぎよう固こし、一本の剣となって砂上に突き刺さった。

　血液によって形成されたミスリル銀の剣『ブラッディブランド』。

　格かく闘とう技術は明らかにグリスベーンが上、拳や蹴けりの間合いで戦い続けても勝ち目は薄うすい。ならばそれよりも外、剣の間合いで攻撃を加えればどうかと、ケイレヴはそう考えた。

　剣を引き抜き、両手でしっかりと柄つかを握り構えを取ると、刃やいばに煌こう々こうと炎が灯ともった。

「うおおおおおおおぁ──────ッ！」

　迸ほとばしる気合を咆ほう哮こうに変え、ケイレヴは上段に剣を構えたまま疾駆した。

　突撃してくるケイレヴの姿を半眼で見据えながら、グリスベーンはふむ、と声を洩もらした。

「剣ねえ……」

　言いながら、グリスベーンもケイレヴに向かい歩を進める。獣けものの如ごとく獰どう猛もうな足取りで迫るケイレヴに対し、グリスベーンは走ることもなく、歩くような速度だ。

　間合いの理は剣を持つケイレヴにある。踏ふみ込みの勢い、速度とも十分、いくらグリスベーンであろうと、この一いち撃げきを易やす々やすと受け流すようなことは出来まい。

　ケイレヴの爆ばく発はつ的てきな膂りよ力りよくにより、三十メートルの距きよ離りが一息で詰められる。

　そうして先に剣の間合いに踏ふみ込んだケイレヴ。全身の血管がはち切れんばかりに筋肉を隆起させ、ありったけの力を込めて、グリスベーンの脳天に烈火の刃やいばを振り下ろした。

　だが、グリスベーンはこれを受けるでもなく避よけるでもなく居場所を定めて足を止めると、右の拳を手刀の形に変え、腰を低く沈めて構えを取った。

「しゅうううううぅ……」

　僅かに開いたグリスベーンの口から鋭するどく呼気が洩もれる。

　何をしようとしているのかは分からない。だが、何をするにしてももう遅い。

「もらったああああぁ──────ッ！」

　確実に仕留めたと、そう思った。

　だが、

「断！」

　ケイレヴは見てしまった。自らが振るった刃が、グリスベーンの頭蓋を叩たたき割るかと思われた次の瞬しゆん間かん、彼が発した裂れつ帛ぱくの気合と共に、一筋の銀光が眼前に閃ひらめいたのを。

　全ての力を込めて、剣を振り抜いたケイレヴ。

　しかしながら、眼前のグリスベーンは、倒れるどころか傷ひとつない姿でその場に佇たたずんでいる。そして奇妙なことに、腰の位置にあった右の手刀がいつの間にか彼の眼前にまで移動しており、まるで手刀を振り抜いたような格好になっていた。

　何だ、何が起こった。これはどういうことだ。

　ザンッ！

　混乱するケイレヴの背後で、砂に何かを突き立てたような音が鳴った。

　その音にケイレヴが振り返ると、はたしてそこには、振り抜いた筈はずの剣の切っ先があった。未いまだ煌こう々こうと炎を灯ともしたまま、砂の地面に切っ先だけが突き刺さっているのだ。

　一体何な故ぜ、そこに刃の切っ先があるのか。

　混乱が増した頭のまま恐る恐る顔を前に戻す。そうしてケイレヴの目に映り込んだものは、切っ先を失い、無様な姿を晒さらす我が剣の刀身であった。

「まさか……」

　虚うつろに呟つぶやきながら、ケイレヴは切っ先を失い、剣として用途を失った愛剣を取り落とした。

　まさか、切断したとでも言うつもりなのか、この男は。今の一いつ瞬しゆんで。目にも留まらぬ光の速度で。素手で。『Ｄマテリア』ごと神しん獣じゆう『ティアマト』の鎧よろいをも斬きったこの剣を。

　いや、やったのだ。この男が。確実に。その右手で。

　何だ、何なのだ、こいつの右手は。技なのか。カラクリがあるのか。ならばどういうカラクリだ。何をどうすればミスリル銀の刀身を素手で切断出来る。

　どれだけ考えても、確かな答えが見付からない。

　だが、包帯で厳重に戒められたあの右腕には何かがある。そして、その秘められた何かが、ケイレヴの剣を両断せしめたのだ。そうとしか考えられない。

「拳足の間合いを外せば勝てると思ったかね？　浅はか極まりないな、君は」

　頭上からかかる声に、ケイレヴがハッと顔を上げると、はたしてそこに、見下すような視線をこちらに向けるグリスベーンの顔があった。

　ゾッとして、ケイレヴはその場からバックステップして距きよ離りを取った。

「………………ッ！」

　こちらが死力を尽くしているのに対し、この男はあまりにも底が知れず、得体が知れない。何よりその右腕の謎なぞ、そして正体が分からなければ、恐らくケイレヴに勝ち目はない。

　じっと、険しい表情のままグリスベーンの右腕に視線を注ぐケイレヴ。

　そういうケイレヴの視線に気付いたグリスベーンが、何ほどのこともないというふうに、緩かん慢まんな動作で右腕を上げて見せた。

「これが気になるかい？　いいだろう、特別に見せようじゃないか」

　そう言うと、グリスベーンは右腕を戒める包帯に左手をかけ、一気にそれを引き抜いた。

　戦場の熱風に流されるよう、白くて長い包帯が宙に舞まい、謎であったグリスベーンの右腕が露あらわになる。ケイレヴは、その右腕から目が離はなせなかった。

　露になったグリスベーンの右腕は、はたして、人間本来のそれではなかった。白銀の輝かがやきを宿す、ミスリル銀の腕だ。二の腕の中ほどから先が全てミスリル銀で構成されている。まず間違いなく義手だろうが、しかしサイボーグ兵のような機械の義手ではない。彼の義手に切れ目や継ぎ目のようなものは一切なく、人の表皮を思わせる不思議な滑らかさを有している。

　このようなものは古今東西見たことも聞いたこともないが、これは恐らく義手型の『Ｄマテリア』なのだ。そうでなければこれまでの出来事に説明がつかない。

「み、ミスリル銀の腕……」

　月光を受け、眩まばゆいばかりに光り輝く右手をギュッと握って拳を作ると、グリスベーンは何な故ぜだか感慨深げにふっ、と笑みを見せ、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくケイレヴに対し口を開いた。

「これは父に斬られた右腕を補うために接合したものでね、名を『インフィニティ』と言う。所有者の肉体に同化し、変幻自在に形状を変える『Ｄマテリア』だ」

「肉体と、同化……だと？　変幻自在？」

　所有者の肉体に同化して、変然自在に形状を変化させる『Ｄマテリア』。それはつまり、グリスベーンの『インフィニティ』が、ケイレヴの所有する『皇帝の遺産』と全く同じ性質を持っているということに他ならない。

　確かにそれならば明らかに人間を凌りよう駕がする身体能力にも、剣を切断した技にも説明がつく。全ては『Ｄマテリア』による肉体の強化。

　だが、それならそれで新たな疑問も浮かんでくる。何な故ぜ、あの男の身体からだにはケイレヴと同じ白銀のラインが浮かばないのか。同じ能力で何故、こうも強化の結果に差が出るのか。

　ケイレヴの様子に構うことなく、グリスベーンは言葉を続けた。

「皮肉なことだよな。君の所有する『皇帝の遺産』と、俺の『インフィニティ』には少なからず通ずるところがある。そして君が『皇帝の遺産』によって自らを『超越者』たらしめているように、俺もこの『インフィニティ』によって『超越者』となった」

　聞いた瞬しゆん間かん、ケイレヴの左胸、心臓に変化した『皇帝の遺産』が激しく鼓動を刻み始めた。

　この白銀の心臓こそが、自分を『超越者』たらしめ、そしてあの白銀の腕こそがグリスベーンを『超越者』たらしめている。共通するのは、二人が同じ『超越者』であるということ、そして同じく『Ｄマテリア』を己の肉体に同化させているということ。

　ケイレヴは考える。もしや、人が『超越者』となる条件がそこにあるのではないかと。

　その答えを得ること、そして何より仲間たちを守り抜くこと。その両方を果たすためには、やはりこの男を倒さねばならないようだ。

　だが、この男に炎は利かず、身体能力も技も劣り、剣も折られた。残るは最後の切り札、ケイレヴ最大にして最強の技、地獄の黒い炎、全てを灰かい燼じんに帰す『黒炎』のみ。

　その『黒炎』を引き出すためには、精神を集中させる時間と、何より覚悟が必要だ。半年前に初めて『黒炎』を発現させた時と同じ覚悟を。

　精神を集中させるような時間はないし、そんな余裕もない。だが、やるしかない。今のこの状況を逆転出来る何かがあるとしたら、それは『黒炎』のみだ。それ以外にはあり得ない。

　グリスベーンの姿を鋭するどく見据えながら、ケイレヴは左手に意識を集中させ始めた。

「………………」

「俺がこの異形の右腕を受け入れたのは、ひとえに父を超えるためだったのだが……在りし日の父はもういない。いるのは、父の遺産を受け継いだ君だけだ」

　言いながら、グリスベーンは白銀に輝かがやく右手でケイレヴを指差した。

「だから俺は、遺産を受け継いだ君を倒して父を超えたことを証明する。父を超えて、父が成し得なかったことをやり遂げる」

　言い終わるや、これまで表情の薄うすかったグリスベーンの顔が途端に険しくなり、相手を射うち殺ころすような鋭い視線がケイレヴに注がれた。

「ケイレヴ・レッド……いや、在りし日の父上。俺は今こそ貴方あなたを超える！」

　その言葉を嚙かみ締しめるように口を閉じると、グリスベーンは両脚を肩幅まで開き、左腕を真っ直すぐ伸ばして掌てのひらをケイレヴに向け、右拳を腰こし溜だめに構え始めた。

　来る。次の激突で決まる。

　瞬間、険しく細められていたケイレヴの瞳ひとみがカッと見開かれ、左手に黒い炎が灯ともった。

　覚悟完了。ギリギリで間に合った。

「魔ま炎えん焼しよう撃げき！　境地………………ブラックヒートアーツ！」

　まるで互いの存在に吸い寄せられるよう、二人は同時に足を踏ふみ出した。

　ケイレヴは左拳を引き上げ、グリスベーンは左ひだり掌てのひらをケイレヴに向ける。先も後もない、自らのありったけをぶつける激突ではあろうが、先に仕掛けたのはグリスベーンだった。

「『エイジス』！」

　左掌から発生した魔ま法ほう陣じんが、彼を守る盾のよう、前面に張り出される。

　だが、そんなものはこの『黒炎』の前には関係ない。この黒い炎は『Ｄマテリア』をすら凌りよう駕がする、この世のものならざる破は壊かいの力だ。グリスベーンの魔法陣ですらも灰かい燼じんに帰す。

「『黒こく炎えん拳けん』！」

　黒い炎を纏まとった魔ま人じんの拳が魔法陣に激突、激しく火花を散らし始めた。

　魔人の拳と最強の盾、両者の衝しよう突とつは拮きつ抗こうしているかに見えたが、

「ああああああぁッ！」

　というケイレヴの咆ほう哮こうに呼応するように『黒炎』が一層の勢いを増して燃え上がり、徐々にではあるが確実に、魔法陣にひびが入り始めていた。

「砕けろおおおおおぁッ！」

　そして、その叫びと同時に、ケイレヴの眼前に立ち塞がっていた魔法陣が砕け散った。

　勢いのまま拳を振り抜き、盾を失ったグリスベーンに襲おそい掛かるケイレヴ。

　が、しかし、振り抜いた拳は虚むなしく空くうを切り、ケイレヴの眼前には戦火に燃える砂漠の光景だけが延々と広がっていた。

　グリスベーンの姿が、そこから消えていた。

「何ど処こに！」

　驚きよう愕がくに目を見開いた次の瞬しゆん間かん、ケイレヴの左胸、心臓のあたりにふと、誰だれかにそっと触れられたような、僅かな掌の感触が走った。

　戦慄し、視線を下げると、はたしてそこには、グリスベーンの姿があった。頭を下げて姿勢を低く保ち、突き出すようにして右手をケイレヴの左胸に添えている。

　この瞬間、自分は完全にしてやられたのだと、ケイレヴは悟った。グリスベーンは、魔法陣を囮おとりにケイレヴの懐ふところへと潜もぐり込んだのだ。

　驚愕するケイレヴの眼下で、グリスベーンは静かに口を開いた。

「さらばだ、ケイレヴ・レッド。父の代理人よ……」

　グリスベーンの言葉と同時に、彼の右掌から発せられた微弱な震しん動どうがケイレヴの左胸に伝わった。その震動が波動のように全身に浸透し、頭のてっぺんから爪先までを走り抜ける。

　一体、何をされたというのか。

「あ……」

　そう思った次の瞬間、ケイレヴは小さく呻うめいた。そうして突如、意識がブラックアウトし、全身の穴という穴から血を噴ふいて仰向けに倒れてしまった。

　グルリと白目を剝むき、血ち塗まみれの姿で倒れたケイレヴ。

　その姿を確認したグリスベーンが、とどめとばかりに右拳を振り上げた。




　　　　　　　　　　◇




　ケイレヴがグリスベーンの拳に倒れたその瞬しゆん間かん、戦いを遠巻きに見つめていたナナの両目から止め処どもなく涙が溢あふれ始めた。

「そんな……ッ！　嫌です！　少佐……そんな……ッ！　少佐あああぁ──────ッ！」

　戦火の砂漠に、乙女の叫びがこだまする。

　ナナのその叫びに呼応するように、倒れたケイレヴの頭上あたりに、黒い靄もやのようなものがモクモクと集い始めた。













　　第三章『反はん撃げきの狼煙のろし』







　百人近い『アキレウス・フォース』の精せい鋭えいを伴ったグリスベーンの一行が、暗視ゴーグルを頼たよりに、薄うす暗ぐらく長大な廊下を進んでいる。

　封じられていた扉をこじ開け、浮遊城『ティタノマキア』内部に足を踏ふみ入れてから、どれだけの時間が経たっただろうか。もう数時間が経過している筈はずだが、城内は小刻みに、そして時に激しく震しん動どうし、地上の激戦が今も続いていることをひっきりなしに伝えてくる。

　長い廊下を突き当たりまで進むと、グリスベーンは右みぎ掌てのひらをそっと壁かべに添えた。すると、グリスベーンを迎え入れるかのように壁が割れて左右に開き、奥へと続く通路が露あらわになった。

「スパルタン、二人来い。他は命あるまでここで待機。万が一賊が来れば迎え撃うて」

　後ろに続く『アキレウス・フォース』にそう指示をするグリスベーン。

「サーイエッサーッ！」

　隊員たちは一糸乱れず一致した動作で敬礼すると、ヘルメットに大きく『Ｓ』と印字された隊員二人がグリスベーンに続き、残りの面々が左右に分かれて休めの体勢を取り始めた。

　隊員二人を引き連れ薄暗い通路に足を踏み入れるグリスベーン。どういう仕掛けか、彼が一歩進む度に、まるで祝福するようにして、廊下に一つずつ明かりが灯ともっていった。

　グリスベーンはおもむろに暗視ゴーグルを摑つかむと、それを頭上から取り外し、もう用済みだと言わんばかりに、足元に投げ捨てた。

「ふむ、集めた情報のとおりだな。戦火を拡大した甲か斐いがあった」

　歩きながら、誰だれにともなく呟つぶやくグリスベーン。

　そうしてしばらく歩いていると、今度もまた、壁に突き当たった。どう見ても開きそうもない壁だが、グリスベーンは躊ちゆう躇ちよなくそこで立ち止まった。

「ここか……」

　グリスベーンがおもむろに壁に触れると、やはり先と同じように左右に開いた。

　はたして、扉の奥には広大な暗くら闇やみの空間が広がっていた。

　足元も見えない濃こい暗闇の中、グリスベーンは迷うことなく部屋の中に足を踏み入れた。すると、通路の時と同じように、今度は空間全体に強い光が差し込んだ。

　見れば、天井から吊つるされたランプのような照明装置数基が、強い白光を放っている。

　露になった広大な空間、その中央に白銀のモノリスが一基、ポツンと鎮ちん座ざしているだけの殺風景な部屋だった。彫像のような品も、床や壁へき面めんを飾る彫刻もない。ただただ、どこまでも白銀に輝かがやく空間だけが広がる、それだけの部屋だ。

「スパルタン、ここで待機だ。部屋の入り口を死守せよ」

「サーイエッサー」

　連れて来た隊員二人を入り口の前に残し、グリスベーンは一人、部屋の中を進んだ。そうしてモノリスの前で立ち止まると、彼はモノリスにビッシリと刻まれた文字を読み始めた。

　横一メートル、縦二メートルほどの大きなモノリスに刻まれているのは、人間が使っているものとは異なるドワーフの文字だが、グリスベーンは難なく文字の解読を進めている。そして全ての文字を読み終えると、恐る恐る左腕を持ち上げ、モノリスの中央部分に掌てのひらを触れた。

　その瞬しゆん間かん、全ての文字が青白く発光し始め、城全体が地じ響ひびきのように大きく揺れ始めた。

　太古の時代より眠り続けてきた巨城が、遂ついにその永きに渡る眠りから目覚めたのだ。

　内部からではよく分からぬものの、戦せん闘とうの震しん動どうをすら超えるこの激震から察するに、起動した浮遊城が砂海を搔かき分けて浮上を始めているものと見えた。

「く、くく……くははッ！」

　巨大地震を彷ほう彿ふつとさせる揺れに晒さらされながらも、グリスベーンは歓かん喜きを堪こらえ切れぬというふうに大声をあげて笑い始めた。

「はははははッ！　あ──っはっはっはっはっは！　ようやくだ！　ようやく我らの悲願を達成する時が来たぞ、父上！　貴方あなたの出来なかったことを……貴方が途中で投げ出し、逃げ出したことを、この俺がやり遂げるのだ！　貴方の息子、このヴェルサス・グリマルタが！」

　笑いながら、グリスベーンは八百年前のことを思い出していた。自分がまだグリマルタの姓を名乗り、父、ユーリウス・カエサル・グリマルタに破れた、あの日のことを。
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　肘から先を失い、滝のように鮮せん血けつを流し続ける右腕を押さえながら、グリマルタ帝国第二皇子ヴェルサス・グリマルタは豹ひよう変へんしてしまった父の姿を見上げていた。

　肌は人ならざる漆黒の硬皮に変貌し、頭上には悪あく魔まが如ごとき角が鎮ちん座ざしている。背中には飛ひ龍りゆうと見み紛まごうばかりの翼つばさが生え、白銀の輝かがやきを帯びた凶眼が月明かりに爛らん々らんと反射している。右手に持つ剣は禍まが々まがしい形状に変貌し、刀身は血と脂でぬらぬらと鈍く光っていた。

　その血ち塗まみれの刃やいばの切っ先は、兄、テオドラス・グリマルタの顔面に向けられている。

「ち……父上…………」

　力なく床上に伏し、全身傷だらけの兄が、恐怖に震ふるえる瞳ひとみで父を見上げている。

　どうしてこんなことになった、こんな筈はずではなかったのだと、ヴェルサスは胸中で呟つぶやいた。

　きっかけは、兄が父の殺害計画を口にした、あの時だ。

　腑ふ抜ぬけた父を排し、自分たちが帝国を導き、父の成せなかったことを成す。そのために父を斬り、自分たち兄弟が帝国の実権を握る。

　兄のその意見に賛同し、協力した結果がこれだった。

　兄が子飼いにしていた精せい鋭えい豪傑千人が斬られ、いよいよ『Ｄマテリア』を持つ兄と自分が二人がかりで仕掛けても、父はこれを打ち破った。

　最初は、自分たちが押していたのだ。父は千人の兵を相手に激戦を繰くり広げ、最早満身創そう痍いだったのだ。そして、兄がとどめとばかりに一太刀浴びせたところで、父は激変した。

　怒り狂ったように雄お叫たけびをあげ、呪じゆ詛そのような言葉を喚わめき散らすと、全身が闇やみの如ごとき漆黒に染まり、悪あく魔まのような姿に変貌してしまった。

　それから先は、一方的な蹂じゆう躙りんであった。兄は全身を切り裂かれ、自分は右腕を失った。

　ヴェルサスはここまで怒り狂い、憎悪を剝むき出しにする父の姿を、そしてここまで恐怖を露あらわにして恐れ慄おののく兄の姿を生まれて初めて目にした。

　これが人を捨てた存在『超越者』の力なのだと、ヴェルサスは思い知った。ただ単に『Ｄマテリア』を所有しているだけではここまでの高みには立てないのだと思い知らされた。

　兄は確実に殺されるだろう。兄の次は自分。それが末路だ。

　だが、父は何な故ぜだか剣を下げ、苦しみ悶もだえるように己の顔面を手で覆おおった。

「私は……私はやはり間違っていた！　こんなことがしたかったわけではない！　こんな国が創りたかったわけではない！　誰だれに支配されることもない平等で平和な国を！　皆が手を取り合い助け合える国を！　そして皆が力を合わせて危機に立ち向かえる国を望んでいた！　だが実際はどうだ！　人心の統一を口実にした支配にしかならなかったではないか！」

　誰に言うでもなく喚きながら、兄に背を向け、よろよろと歩き出した父。

「私は支配者になりたかったわけではない！　人々を導く存在になりたかっただけだ！　理不尽な支配から解放されたかっただけだ！　そのために人であることを放棄したのに！　それがどうだ！　皇帝などという存在に祀まつり上げられ、甘言に惑わされ求められるまま戦を繰くり返して国を広げ、その結果、実の息子と皇帝の座を巡り死し闘とうを演じる有り様だ！」

　一体何を言っているのか。ヴェルサスは歩き続ける父の背中を呆ぼう然ぜんと見送っていた。

「力だけでは何も変わらない！　何も変えられない！　そんな簡単なことに今の今まで気が付かなかった！　だから私は簡単に間違えてしまったのだ！　道を反れてしまった！　そして息子たちまでが間違った方向に行っていることにも気が付かなかった！　私は……私は全てを間違えた！　間違いを正さねば！　正しい方向へ！　力だけではない！」
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　その後、父、ユーリウスス・カエサル・グリマルタはそのまま帝国より出奔、何ど処こかへ姿を消し、兄であるテオドラス・グリマルタが二代目皇帝として即位した。

　そして同時期にヴェルサス・グリマルタもまた帝国を出た。兄の下につくのではない、自らの国家を得て、国王として君臨するために。

　グリマルタの名を捨てて新たにグリスベーンを名乗り、ウォールトルの各地を彷徨さまよった。新たな力を得るために。そうしてその旅の果て、北部の土地で新たな右腕『インフィニティ』を手に入れたグリスベーンは『超越者』となり、その土地で圧政に苦しむ人々を扇動し、戦い、自らの国を築き上げた。それこそが後のタイダロス連邦である。

　自分の国を興した理由は一つ、それは父を超えるためだ。

　父は自らの行いを、そして息子である自分たちの行いを間違いだと断じたが、グリスベーンも兄も、そうは思わなかった。父こそが間違っている。彼は自らの所業を恐れ、罪の意識から逃げたかっただけなのだ。心の弱さに押し潰つぶされただけなのだ。

　だが、その心の弱い父に、自分たちは負けた。

　だからその父の成し得なかったことを成し、父を超えることで彼の間違いを、そして自分たちが正しかったことを証明する。大陸の覇はを成し遂げ、全ての人民を統一することで、父が行くことを恐れたその先へと歩を進める。

　袂たもとを分かった兄と手を結んだことも、同どう盟めい軍ぐんを組んだことも、全てはそのため。

「まずは目障りなアーミラルを潰す！　父が……グリマルタ帝国を捨てたユーリウス・カエサル・グリマルタが新たに興したあの国を！」

　青く光り輝かがやくモノリスの前で、グリスベーンは高らかに吼ほえた。
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　目覚めたケイレヴが最初に見たものは、涙に濡ぬれるナナの顔だった。本来は美しい筈はずの顔をくしゃくしゃにして泣いており、実に酷ひどい有り様になっている。

　ナナの顔が影かげになっている。彼女の背後から差し込む蛍光灯の光がとても眩まぶしくて、しっかりと目を開けていられない。自分は横になっていて、何ど処こか屋内にいるらしい。

　意識を取り戻してからというもの、耳元には喧けん騒そうがつきまとっている。幾人かの人間がせわしなく行き交い作業する音、会話をする声に、感嘆の息をつく音。それなりに騒さわがしいが、しかしケイレヴの周辺だけが慌ただしいようで、この空間の奥は森閑としているようだ。

　目覚めてからずっと、意識がハッキリとしない。砂漠でグリスベーンの攻こう撃げきを受けた直後からの記き憶おくがなく、考えを巡らせようとするとズキリと頭が痛んだ。頭だけではなく、ただ横になっているだけで身体からだ中じゆうが痛むようだった。疲労感も半端ではない。だが、眼前で泣く少女を放っておくわけにもゆかず、ケイレヴは身体の痛みをおしてゆっくりと口を開いた。

「ナナ……」

　たった一言、ケイレヴがナナの名を呼ぶと、彼女は一層の涙を流して嗚お咽えつし始めた。

「少佐、ケイレヴ少佐……よかった、目覚めてくれた…………」

　どうやら、彼女には多大な心配をかけたようだ。

「心配……させちまったみてぇだな…………」

　ようよう声を絞り出し、ケイレヴはどうにかそれだけ口にした。蚊の鳴くような小声だったが、それでも声を出すのに痛みを伴った。口を閉じるのも辛つらくて、ポカンと口を開けたまま、眼球だけをギョロギョロと動かし、自分の置かれている状況を確認する。

　清掃の行き届いた清潔な室内、自分はベッドの上に寝ており、空気は何だか消毒液のような薬っぽい匂いを含んでいる。聞こえてくる会話の内容の中に、医い療りよう用語らしきものがいくつも混じっている。それらの情報から察するに、ここは恐らく病院だろう。

「なあ……ナナ……ここは…………」

　言葉の途中だが、ケイレヴが何を言わんとしているかが分かったのだろう。ケイレヴが皆まで言う前に、袖で目元を擦こすりながら、ナナが先んじて口を開いた。

「セントラルの陸軍病院です」

「セントラル？　ってことはここ、本国か……」

「はい。砂漠で負傷した元『デッドマンズ』の兵士は、皆、ここに運び込まれたんです」

「そうか、そうだったのか……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、こちらを覗のぞき込んでいるナナの横から、突如として彼女を押し退けるように、別の女性の顔が現れた。看護師である。

「失礼します」

　と、断りを入れてから、看護師はケイレヴの手を取って脈を計ったり、点滴のチューブを新しい薬剤パックに繫つなぎ直したり、何か機材の数値を確認したりと、忙しく作業し始めた。そうして一通り作業を終えると、看護師は奥の空間に向かって大きな声をかけた。

「先生、ケイレヴ・レッド少佐、目覚められました！」

「うむ！　ちょい待っとれ！」

　看護師の大きな声に対し、それを上回る、まるで怒号のような男性の声が返ってくる。聞いただけで老人と分かる、しわがれた声だ。

　どうにも、聞き覚えのある声だ。というか、一度聞けば忘れられない声である。ケイレヴがまさか、と思っていると、看護師と入れ替わるようにして、一人の老人が顔を覗かせた。

　ところどころ黒く煤すすけ、おまけにいくつも穴の開いた白衣を着た、顔中に真っ白なひげをふさふさと蓄えた老人である。誰だれあろう、アーミラルの武装研究開発部、通称軍研究部で長年辣らつ腕わんを振るう天才科学者ドム・トラボルタ博士その人であった。

　ドム博士はケイレヴの顔を見るなり、場を弁わきまえぬ大だい音おん声じようを発した。

「おう！　クソガキ！　ちゃんと生きとるようじゃのう！」

　ここのところしばらく顔を合わせていなかったが、博士は相変わらずの様子である。

「……何であんたみたいなお偉いサンがこんなとこにいるんだ？　いっつも家に帰りもしないで研究室にこもってんのに」

　ケイレヴの疑問に対し、博士は開口一番「阿あ呆ほう！」と返した。

「お前ら『デッドマンズ』の治ち療りようをするために決まっとろうが！　複雑怪奇に改造されたお前らの肉体を治療するんじゃからのう！　ワシがおらねば始まらんじゃろうが！」

　ケイレヴは「あ、そうか……」と静かに頷うなずいてから、顔を上げて博士に問い掛けた。

「なあ、ジジイ、レオとビシャスはどうなった？　あいつらは無事なんだよな？」

「確かに担ぎ込まれた時は重傷だったみたいじゃが、二人とも命に別状はない！　ま、レオの方は銃も義手もぶっ壊こわされて、欠損部分を全取っ替えしたんじゃがのう！」

　二人が生きていたことには安あん堵どしたが、しかし彼らも無事で済んでいるということはなく、ケイレヴを破ったグリスベーンの魔ま手しゆは、きっと他の仲間たちにも及んだことだろう。

「クソ……ッ！　何てザマだ、だらしねえ……！」

「少佐、そんな言い方……」

　悲痛な顔でそう訴えるナナに目もくれず、ケイレヴは吐き出すように自責の念を口にした。

「どんなにすげぇ力を持ってても、ロクに自分の隊の仲間も守れねえんじゃ意味がねえ。今回はたまたまツイてたってだけで、悪くすりゃ、あいつらは死んでたんだ。俺がグリスベーンに負けたばっかりにな……」

　そう言って顔を曇くもらせるケイレヴに対し、博士はもう一度「阿呆！」と怒鳴りつけた。

「仲間のことばかり心配しとる場合か！　今は自分の心配をせんか！」

「ジジイ……」

　ケイレヴが困惑気味に顔を向けると、博士は「ふん！」と鼻を鳴らして語り始めた。

「自覚などなかろうが、お前は生死に関わるほどの重傷を受け、一週間も意識を失い、その間に三度の手術をしとるんじゃぞ！」

「い、一週間？　手術を三回も……？」

　どうりで頭が痛むわけだと思いつつも、ケイレヴは隠し様もない驚おどろきを顔に浮かべた。

「お前の身体からだは、典型的なマイクロ波加熱によるダメージを受けとったからのう！　体表よりも体内、特に内蔵の損傷が酷ひどかった！」

「マイクロ波……？」

　ケイレヴの記き憶おくが正しければ、マイクロ波とはレーダー機器等に用いられる電磁波のことである。そして確か、特性として極性を持つ水分子を繫つなぐ震しん動どう子しがマイクロ波を吸収すると、震動、回転し、物体の温度が上昇するという代物だった筈はずだ。

「電子レンジが食いモンを温める時に出る、あれと同じものじゃ！　ま、お前の場合はその比ではない出力に晒さらされたようじゃがのう！　炎による加熱ではないため、お前の特殊な体質でもダメージを殺せなかったものと見える！」

「………………」

　ケイレヴは声もなく、グリスベーンにやられた時のことを思い出していた。

　あの時、グリスベーンはケイレヴに拳打を加えるでもなく、胸の上に右みぎ掌てのひらを軽く押し付けただけだった。その後、微細な震しん動どうのようなものを感じ、次いで身体からだの芯が熱せられているような奇妙な感覚を覚え、直後に意識を失ってしまったのだ。

　何にでも自在に形状を変えるというグリスベーンの義手型Ｄマテリア『インフィニティ』。

　まさか形状は変化させず、マイクロ波を放射する、その仕組みだけを再現したということだろうか。だとすれば、それはもう変幻自在の境地である。

　恐らくは『超越者』として積み上げた経験値の差、遺産を取り込んでより日の浅いケイレヴとは比べ物にならぬ、圧倒的な練達こそが可能にする業だろう。

　ケイレヴはそのような使用方法を考えたこともなかったが、成るほど、変幻自在とは一つの形に拘こだわらぬこと、留とどまらず流れ続けることなのではないかと、そう思い始めていた。変幻自在とはつまり可能性の模索、常識に捉われぬ探求をすることなのではないか。

「………………」

　無言で考え込むケイレヴに対し、博士はそれでも言葉を続けた。

「お前、嬢じようちゃんに感謝するとええぞ？」

「……え？」

「常人なら百回死んでもまだ死に足りないほどの重傷を受けたお前が、それでもこうして生きていられるのは『皇帝の遺産』によって肉体を過度に強化していたことと、負傷してからの治ち療りようが迅速であったことが最大の要因じゃ！」

　言いながら、博士は顎あごをしゃくってナナを指した。

「分からんか？　嬢ちゃんがお前を治してくれたんじゃわい！　お前が病院に担ぎ込まれてからも毎日こうして見み舞まいに来て、面会時間一杯までお前の側にいてくれるんじゃ！　これで何の感謝もせんのではバチが当たるわい！」

　そうだったのかと、ケイレヴはすぐさまナナに顔を向けた。

　衛生兵ほどの腕前ではないものの、ナナも初歩的な回復魔ま法ほうが使える。きっと、ケイレヴはその回復魔法に助けられたのだ。

「そっか……。お前には、また命を救われたな。感謝してもしきれねえ」

　本当に、彼女に救われるのはこれで何度目だろう。言葉のとおり、どれだけ感謝してもしきれるものではない。そして、そういうケイレヴの気持ちが伝わったのだろう、ナナは伏し目がちに視線を外すと、僅かに頰ほおを赤らめ、あくまで控え目にはにかんだ。

「いえ、そんな……。いつも少佐に助けられているのは私の方です。だから私、少しでも少佐のお役に立ちたいって、そう思ってるんです。今回だって……」

　言いながら、ナナは真剣な眼まな差ざしをケイレヴに向けた。

「ナナ……」

　ケイレヴは彼女の熱い視線を真っ直すぐに受けながら、痛みを堪こらえて震ふるえる腕を伸ばし、そっと、膝ひざ上うえで組まれていた彼女の手を取った。

「お前がいなきゃ駄目だな、俺は……」

「ケイレヴ……少佐…………」

　瞬しゆん間かん、互いに互いのことを想おもう二人の視線が交差する。

　と、ここで突如、博士が「オホン！」と大きく咳せき払ばらいをした。

　その音で我に返るケイレヴとナナ。触れていた手を離はなし、二人が同時に顔を向けると、はたしてそこには、呆あきれた様子で顔をしかめる博士の姿があった。

「お前ら、何をいい雰囲気になっとんじゃ？　ちょっと前まで死にかけとったくせに、起きたらもう青春まっさかりか？　あ？」

　言われた瞬間、ケイレヴとナナは顔を真っ赤にして口を開いた。

「う……うっせーな！」

「茶化さないでください、博士……」

　博士が隣となりにいることも忘れ、こういう雰囲気になるとは、いささか迂う闊かつであった。ケイレヴたちに隙があったと認めざるを得ないだろう。

「ええのう！　ええのう！　若い頃を思い出すのう！」

「ジジイ、もういいだろ？」
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　ケイレヴがしかめ面をしてそう訴えると、博士は表情を正してナナに顔を向けた。

「ま、ええか……。話を元に戻すが、しかし南部の回復魔ま法ほうは凄すさまじい！　最新の医い療りよう技術でも治せんような重傷者を、ほぼ元通りに治せるんじゃからのう！」

「いえ、そんな……。回復魔法では外傷の治療は出来ても、毒や病気まで治療出来るわけではありませんから。それが出来るのは、やはりお医者様だけです」

　ナナのその言葉に、博士は「ふむ……」と感慨深げな頷うなずきを返した。

「ワシら北部人は誤解しがちじゃが、魔法も万能ではないということじゃろうなあ！　それが証拠に、このクソガキも百パーセントは回復せんかった！」

「それは、私が未熟だから……」

「いや、そういうことではなかろう！　こいつの身体からだは常人とは大きく違う特殊で奇怪な構造をしとるからのう！　回復魔法による治療が及ぶ部分と、及ばぬ部分が混在しとるのじゃ！」

　肉体を複雑に改造されたことはケイレヴも知っているが、しかし回復魔法の及ぶ部分と及ばない部分があるという話はこれまた初耳だ。

「そ……そうなんですか？」

　ナナが顔を向けてそう訊きいてきたが、しかし当人であるケイレヴにも、そのあたりの事情は分からないのが本当のところだ。

「いや、変な話だが、俺は自分の身体のこと、そこまで詳しく知らないんだ……」

　そう言って首を横に振るケイレヴに代わり、博士が答えた。

「こいつの身体に回復魔法の及ばぬ部分があることは、この一週間で行った三度の手術の中で新たに分かったことじゃからのう！　こいつが知らんのも無理はない！」

　自身の身体のことながら、どうやらケイレヴ本人よりも博士の方が、よっぽどこの肉体のことを熟知しているようだ。何事も、彼に訊くが早いだろう。

「俺の身体は……実際のトコどれくらい回復してるんだ？　いつになったら復帰出来る？」

　ケイレヴが訊くと、博士はイヤに渋い顔をして、左右合計で六本の指を立てた。

「少なくとも半年は見んとのう！　ワシも含め、十人近い医者と回復魔法の使い手をフル動員して三度も手術を行い、それでも回復率は五割といったところなんじゃからのう！　こっから先は、お前の身体が自然に回復するのを待つしかない！」

　聞いた途端、ケイレヴは驚きよう愕がくのあまり、苦痛も忘れて声を荒らげた。

「は……半年だって？　噓うそだろ、そんな…………」

　半年もベッドの上でじっとしているなど、冗談ではない。アーミラルの戦力を担う一員として、そんな悠長なことをしている時間はない。が、しかし重傷を負い、身体が動かないのは事実だし、治療に時間がかかるというのも事実だろう。ケイレヴでは変え様のないことだ。

　ここで、愕然として声を失うケイレヴに、希望的な言葉をかける者があった。

「あぁー、いえいえ、恐らくそこまでかかることはないでしょう。上う手まくいけば、今日中にもベッドから起きられる筈はずですよ」

　顔は見えないが、博士のものとはまた違う、どこか牧歌的で伸びやかな老人の声であった。

　博士の時と同じく、ケイレヴはこの声にも聞き覚えがあった。というか、日常的に聞き慣れた声だ。一週間かそこら寝ていたくらいで忘れる筈がない。

「タイラーか！」

　声の主の方に顔を向けて、鷹おう揚ように手を上げる博士。

「ああぁー、ご無沙汰しております、博士」

「うむ！」

　笑顔で頷うなずく博士の横から、軍帽を乗せた老人がぬっ、と顔を出した。ケイレヴら『キメラ』部隊の指揮官、タイラー・メルケル中ちゆう将じようであった。

　車椅子に座ったまま、上半身だけ乗り出してこちらを覗のぞき込む中将。その後ろには、当然の如ごとく副官のニリス大佐が控えていた。

「えー、あー、おはようございます、レッド君。ようやく起きてくれましたね」

「中将、あんたまで……」

　ケイレヴはナナに顔を向けると「悪いんだが」と前置きしてから頼たのみ事をした。

「ナナ、俺の身体からだを起こしてくれ。中将の顔を見ながら話したい」

「でも、少佐……」

「あー、無理しなくてもいいのですよ、レッド君？」

　ナナが不安そうな表情を浮かべ、中将もケイレヴに気を遣っている。

　だが、寝ながら会話をするのは思ったよりも疲れることだ。それに、中将には色々と訊きかなければならないことがある。起きていた方がいくらか話しやすいだろう。

「いや、いいんだ」

「本当にいいんですか？　身体、痛いんじゃ……」

「頼む」

「……分かりました」

　頼み込んでようやく了承を得ると、ケイレヴはナナの手を借り、ゆっくり上体を起こした。内臓の損傷のためか、腰を曲げる時に腹部全体がズキリと痛んだが、何とか起き上がった。

　そうして、ようやく目線の高さが合ったところで、ケイレヴは中将に声をかけた。

「なあ、中将……」

「はえ、何でしょう？」

「俺は何で生きてるんだ？」

　ケイレヴが訊くと、しかし中将が答える前に、博士が声を張り上げた。

「だから、さっきも言うたじゃろう！　嬢じようちゃんの治ち療りようが……」

「いや、そうじゃねえんだ」

「なぬ？」

「どうして、ナナが俺を治ち療りよう出来た？　その場には、俺たちを倒したグリスベーンがいた筈はずだろう？　野郎が治療に来たナナを見逃すとは思えねえんだ」

　これまで聞いた話の中で、疑問や不思議に思ったことは色々とあるが、ケイレヴの中で一番大きな疑問がそれだった。

　倒れたケイレヴをナナが治療するためには、まずグリスベーンをどうにかする必要があった筈だが、彼女には彼をどうこうするだけの力がない。仮に、彼が何かの気まぐれでナナを見逃したのだとしても、ケイレヴを倒すことに拘こだわっていた彼が治療行為を許すとは思えなかった。

「それは……」

　と、ケイレヴの質問に答えようとしたナナに先んじて、中ちゆう将じようが口を開いた。

「ああぁー、助けられたのですよ、君は」

「助けられた？　一体誰だれに？」

　ケイレヴが訊きくと、今度は中将に代わってナナが答えた。

「……アルガス・ゴールドールソン元将軍です」

　アルガス・ゴールドールソン。旧リヒター王国時代、王国軍が擁ようする最高の精せい鋭えい部隊『金牛騎き士し団だん』を率いて戦った将軍にして、リヒター騎士の頂点、地上最強を謳うたわれた剣士。そして『宵よい闇やみの鎧よろい』なる甲かつ冑ちゆう型がた『Ｄマテリア』で武装した『超越者』の一人。

　驚きよう愕がくに目を見開くケイレヴを前に、ナナはその時のことを語り始めた。

「少佐が倒れた直後に、少佐とグリスベーンとの間に、漆黒の靄もやのようなものが集い始めたんです。その靄は見る間に大きくなっていって、中から現れたのが……」

　ナナの言葉の途中ではあったが、ケイレヴは彼女に先んじて口を開いた。

「ゴールドールソンか……」

　彼、アルガス・ゴールドールソンのみが操ることの出来る『闇属性』魔ま法ほうは、靄や影かげの形で発現する。何もない場所に漆黒の靄が集ったというなら、それは彼の仕業と見て間違いない。

「……はい。現れた将軍は何事かグリスベーンと言葉を交わしている様子でしたが、私にはよく聞き取れませんでした。ですが、親しい様子とかではなく、むしろ殺気立った様子で、すぐさま二人は剣を交え始めたんです」

　聖地ベレスキスで出会った時、彼は全ての『超越者』を倒すと、そう言っていた。今回の狙いはグリスベーンだったのだろう。

「……きっと、表に出て来たグリスベーンの首を取る、またとない好機と見て、わざわざ毛嫌いする北部にまで足を運んだんだろうな」

「私もそう思いますが、彼は同時に少佐たちのことも助けてくれたんです」

「どういうことだ？」

「戦いながら、将軍は私にこう言ってくれました。今、この男に死なれては困る、早く連れて行って治ち療りようを施せ、と……」

　しかし彼はケイレヴの首もいずれは取る、自分はアーミラルに与くみする気はないと、聖地で宣言したのだ。そういう人間が、わざわざ死にかけているケイレヴのことを助けるだろうか。

「奴やつが、俺を？　本当か？」

　ケイレヴが確認するように訊きくと、ナナははっきりと頷うなずいた。

「間違いなく、事実です。将軍がグリスベーンの相手をしている間に、私はどうにか少佐たち三人を移動させて、戦域から離り脱だつしたんです。それが精一杯でした。情けない話ですが、とても戦場に戻って戦うような余裕はなかったんです……」

　そう言って、ナナは口を閉じた。それでどうやら話は終わりらしい。

　しかし、まさかアルガス・ゴールドールソンに助けられるとは。

　ケイレヴは感嘆にも似た心持ちで大きく息をついた。

「そうか……。そう……だったのか、あの男が…………」

　ケイレヴが初めて出会った、自分以外の『超越者』アルガス・ゴールドールソン。

　何の意図があって彼がケイレヴのことを助けたのか。無意味なことをする男ではないから、彼なりの思惑があってそのように動いたのだろうが、しかしケイレヴはこれで彼に大きな借りを作ったことになる。よりにもよって、自分の首を取ると明言した男にだ。このツケはいずれ、何らかの形で必ずケイレヴに返ってくることになるだろう。

　ケイレヴはゆっくりと顔を上げると、ナナに向かって静かに口を開いた。

「じゃあ、守り通せたんだな？」

「……え？」

「あの男が……アルガス・ゴールドールソンが来たってんなら、浮遊城『ティタノマキア』は守り通せたんだよな？　同どう盟めい軍ぐんを退けることは出来たんだよな？」

「……ッ」

　途端、ナナはきつく口を閉じ、表情を曇くもらせて顔を俯うつむけた。

　ただの確認のつもりで訊いただけなのだが、ナナの意外な反応に、ケイレヴは戸惑いを隠せなかった。一体何な故ぜ、彼女は表情を曇らせているのか。中ちゆう将じようと博士の顔を見ても、やはり同じように浮かない顔をしている。

「お、おい……どうした？　何だ？　何で急に黙だまるんだよ？」

　ケイレヴがそう声をかけても、ナナはやはり言い難にくそうに顔を俯けている。

　そういう彼女に代わって、中将が重い口を開くよう、ゆっくりと喋しやべり始めた。

「……あぁー、結論から言いましょう。我々は失敗しました」

「え？」

「ボーダム砂漠に展開していた部隊はアーミラル軍、ゴルディニア軍合わせてほぼ壊かい滅めつ、戦力の七割を失い、敗走を喫しました」

　聞いた途端、ケイレヴは「えッ！」と驚きよう愕がくの声をあげた。

「な……七割だって？　あれだけの精せい鋭えいを揃そろえたってのに、七割もやられたのか？　しかも、あのアルガス・ゴールドールソンが戦っていたんだろう？　奴やつはどうしたんだ！」

　ケイレヴが驚愕に見開かれた目を向けると、ナナは静かに首を横に振った。

「……分かりません。引き分けたか、或あるいは負けたか、逃げ出したのか……。ともかく結果として分かっているのは、ヴェルサス・グリスベーンが今も無事であるということ、そして現場にゴールドールソン将軍の遺体らしきものは残っていなかったということです」

「あのデタラメに強い男が負けたってのか？」

　俄にわかには信じられぬというふうにケイレヴが訊きくと、ナナはやはり首を横に振った。

「詳しいことは、まだ何も……」

「仮に野郎が負けたんだとしても、こっち側の戦力が七割もやられたってのはどういうことなんだ？　敵の数はこっちよりずっと少なかった筈はずだろ？」

　その疑問に、今度は中ちゆう将じようが答える。

「えぇー、あー、そのとおり。確かに、敵は我々よりも兵の数が少なかった。しかしながら、相手はタイダロス最強と名高い、あの『アキレウス・フォース』です。その中でも選よりすぐりの精鋭をぶつけてきたものと思われます。また、砂中を自在に移動する、ミミズのような新型機動兵器も脅威でした。しかも、相手はつい最近、ボーダム砂漠での戦せん闘とうを経験しています。確かに数の利は我々にありましたが、地の利は彼らにあったと言っていいでしょう」

「でも、こっちが投入したのは『ブラックレンジャー』だぞ？　地の利ってんなら、地元のゴルディニア軍にだって利があった筈だ」

　しかし、ケイレヴがそう訴えても、中将は首を横に振るばかりだった。

「確かにそのとおりですが、今回は色々と悪条件が重なってしまいましてねえ、砂漠に展開していた『ブラックレンジャー』は六割が戦死、我々『キメラ』部隊も隊員のほぼ半数を失い、部隊そのものの存続が危ぶまれている状況です」

「私たち第七分隊は辛かろうじて全員生きて戻れましたが、他の分隊は……」

　中将が言い終わるや、続けざまにナナが口を開いた。

「………………」

　二人の口から語られる事実に、ケイレヴはただただ絶句していた。

　精鋭部隊『ブラックレンジャー』の六割が戦死した事実もさることながら、自分が籍せきを置く『キメラ』部隊の人員が半分も戦死したということの方が、ケイレヴにとってはショックだった。同じ部隊の仲間たちは、言わば同じ戦場を潜くぐり抜けて来た戦友たちだ。特に『デッドマンズ』時代からの古い面メン子ツは仲間であると同時に友であり、兄弟であり、家族でもあった。

　その家族も同然の仲間たちが半分も殺されたのだ。

「畜生……」

　あの時、自分にもっと力があって、グリスベーンを倒せていたなら、このようなことにはならなかったのではないか。

　そう思うと、ケイレヴはやはり、自分の無力を悔やまずにはいられなかった。

　ケイレヴの無念が伝わったのだろう、ナナは一層表情を曇くもらせた。

「何だよ……何でそんなになるまで放っておいた？　本国のお偉いさんたちは、援軍も出さずに現場の俺たちを見殺しにしたってのか？」

　ケイレヴがそう憤いきどおりをぶつけると、中ちゆう将じようはすぐさま首を横に振った。

「あぁー、いえ、援軍は出したのです。事態が事態だけに、本国はすぐさま第三軍三万五千の兵を派遣したのですが、我々は一歩出遅れました」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ケイレヴは最悪の事態が訪れたことを悟った。

「出遅れたって、まさか…………」

　ケイレヴが皆まで言う前に、中将はそうだと頷うなずいた。

「敵軍は浮遊城『ティタノマキア』を奪取、時を置かず起動して南進を始めました」

　瞬間、ケイレヴの脳裏に、悠々と高空を浮遊し、直下の大地を巨大なエネルギーの塊で爆ばく撃げきする浮遊城の姿が過よぎった。

「同どう盟めい軍ぐんがあれを起動したってのか！　うちの発掘チームでも、起動どころか入り口すら見つけらんなかった、あの巨城を！」

「そうです」

「そうですって中将、あんた……。そんなことになってみろよ、アーミラル一国どころの騒さわぎじゃ済まねえだろ！　大陸そのものが…………」

　すると、中将はケイレヴに先んじて答えを口にした。

「同盟軍の手に落ちるでしょうねえ。彼らはすでにゴルディニア共和国首都ダカット、そして隣りん国ごくペルゼンを壊かい滅めつ、進路上にある各国の抵抗をものともせず南下を続けています」

　たった一週間で、二つもの国家を滅ぼし、それでもまだ悠然と空を進んでいるというのか。だとすれば、それはまさしく悪夢の体現、手の付け様のない悪あく魔まが目覚めたことになる。

　ケイレヴは思わず、ゴクリと息を吞のんだ。

　どうやら、アーミラルが恐れていた最悪の事態が現在進行形で起こっているらしい。

「浮遊城が目指している場所ってのは、まさか……」

　ケイレヴの考えを肯定するように、中将は頷いた。

「あー、そのとおり。これまでの進路から予測される敵軍の最終目的地はアーミラル。本国、南なん部ぶ自じ治ち領りようを含むこの国そのものの壊滅を狙っているものと思われます」

「あ、アーミラルの壊滅？　冗談じゃねえ！　この国には……アーミラルには、俺の守りたいもんが山ほどあるんだ！　俺は戦うぜ！　やらせてたまるか！」

　この国にはケイレヴの家族がおり、友がおり、仲間たちがおり、守るべき人々がいる。それに何より、この国は自分と、そして守るべき皆にとっての故郷なのだ。このまま黙だまって、指を咥くわえて事態を静観している場合ではない。

　そして、その心意気に同意を示すよう、中ちゆう将じようも頷うなずいた。

「えぇあー、勿もち論ろんですとも。我々とて、ただ黙って滅びを待つようなことはしません。たとえ相手が伝説の『デウス・エクス・マテリア』であろうと、我々は徹てつ底てい的てきに抗あらがいます」

　言ってから、中将はケイレヴの肩に手を置き、真っ直すぐな瞳ひとみをぶつけてきた。

「だからこそ、私はこうして君に会いに来たのです。アーミラル最後の希望である、君に」

　まるで「お前に覚悟はあるのか？」と、そう問うているような視線を受けて、ケイレヴはそれに応えるよう、同じく真っ直ぐな視線を返した。

「何か策はあるのか？」

「ええ。少々リスキーですが……」

「どんな作戦だ？　やはり空軍主導になるのか？」

　相手が高空を浮遊する巨城であることを鑑かんがみれば、自然、戦いは空戦となり、航空兵力を総動員した作戦になるだろうことは明白だった。が、中将は何な故ぜだか首を横に振った。

「えー、あぁー、それについては後ほど説明します。今は詳細を省かせていただきますが、作戦の要は他でもない君です」

「俺？　空軍兵でもないのにか？」

　空戦にケイレヴのような歩兵が投入されるというのは、実に奇妙なことだ。

　ケイレヴが確認するように訊きき返すと、中将は「はい」と言って頷いた。

「その作戦のためにも、まずは君の負傷を完治させなければなりません」

　言われて、ケイレヴが博士に目をやると、彼は自分ではないとばかりに眼前で手を振った。

「うん？　いや、ワシではないぞ？　さっきも言ったじゃろ？　ワシャもう、自分のやれることはやったからのう！　これ以上はお前自身の治ち癒ゆ力りよくに任せるしかない！」

　ならば一体、何ど処この誰だれがケイレヴの特殊な身体からだを治ち療りようするというのか。自分ではないと被りを振る博士から中将に顔を向けると、彼は心配ないとばかりに頷いた。

「あぁー、えー、ちゃんといますとも。その方はもう来ています。先に、君よりも負傷の軽いシルバーウッド君とブルームバーグ軍曹のところに行っている筈はずですから、もう少しで……」

　と、中将の言葉の途中で、

「レッド少佐、クロヅカ准尉、お久しぶりです」

　という女性の声が、部屋の奥から響ひびいてきた。若々しい、凛りんとした声だ。

　聞き覚えのある声にケイレヴが顔を向けると、はたしてそこに、二人の男女が立っていた。

　二人とも、南部方面隊の制服に身を包んだ若者である。

　女性の方は、南部方面隊の上級将校に支給される純白の制服を着込んでおり、生来持っている褐色の肌との対比が美しく目に映える。両耳はエルフ族特有の長さを有し、腰まで届く長い銀髪もまた、その美しさを引き立たせるようだった。

　男性の方も制服姿だが、こちらは本来採用されていない筈はずの真っ青さおな上着を着込んでおり、右袖が肩口から強引に破り取られていた。そして、その破れた肩口から露ろ出しゆつする右腕全体が白銀の鎖くさりで戒められており、肘から下が甲かつ冑ちゆうの手甲部分と酷似した異形の魔ま手しゆとなっていた。

　南なん部ぶ自じ治ち領りようの長ちよう、旧リヒター国王の末子、身の内に神しん獣じゆう『フェニックス』を宿すエルフ族との混血児、通称『半純血』のフリエ・ホワイトロッド代表と、リヒター王国時代、王国軍で将軍職を務めた騎き士し、右腕に魔ま王おう『アスタロト』を宿すイーライ・ブルーの二人であった。

「ホワイトロッド代表！　それにイーライも！」

　ケイレヴは驚おどろきを隠さぬ声で二人の名を呼んだ。

　フリエにイーライ。二人ともケイレヴの旧知であり、初めて出会った時にはお互い敵同士という関係だったのだが、二ヶ月前の聖地ベレスキスでは、仲間として同じ戦場を駆け、共に同どう盟めい軍ぐんと激戦を繰くり広げた。あの戦いで、二人はケイレヴにとって戦友となった。特にイーライとは一ヶ月前にも同じ戦場で肩を並べて戦っている。

　南部自治領にいる筈の二人が何な故ぜ、本国の、しかも病院にいるのだろうか。

　予想外の人物の登場に面食らった様子のケイレヴ。見れば、ナナまでもが驚いた様子で二人のことを凝ぎよう視ししている。どうやら彼女も誰だれが来るのか知らなかったようだ。

　忙しく動き回る看護婦に断りを入れて入室する二人。

　部屋に入るなり、イーライは足早にケイレヴの前まで歩み寄った。

「本当だったんだな」

　そう言うイーライの顔には、何故だか痛々しいものを見るような、どうにもやりきれないといった感情がありありと浮いていた。

「……え？」

「あんたがやられたって話だ。最初に聞いた時は、悪い冗談だとばかり思ってたんだ。あんたほどの男が、そう簡単にやられる筈ないって。だけど……」

　思わず言葉に詰まった様子で口を閉じるイーライ。過去の戦いにおいて、イーライは一度ケイレヴに敗れているだけに、敗北したということが信じられなかったのだろう。彼が何を言わんとしているのか、それが分からないほどケイレヴも鈍感ではない。

「ああ、やられたよ。情けねぇ話だがな……。あの男……ヴェルサス・グリスベーンに殺されかけた。俺は一人で奴やつを倒すつもりだったが……思い上がってたよ。俺一人じゃ野郎には勝てねえ。悔しいが絶対にな…………」

　ケイレヴが険しい表情でそう言うと、イーライは途端に深刻そうな表情を浮かべた。

「そうか、そうだったのか。だから僕が……」

　そう呟つぶやきながら、イーライは何事か考え込むようにして顔を俯うつむけた。

　ここで、それまで黙だまっていたナナが口を開いた。

「ホワイトロッド代表、お久しぶりです」

「ええ。元気だった、クロヅカ准尉？」

　ナナは「おかげさまで」と返事をしてから、改まった様子で表情を正した。

「しかしホワイトロッド代表、お二人はどうしてここに？」

「ああ、それは……」

　と、何事か言いかけたフリエを制するように、中ちゆう将じようが突如として口を開いた。

「えあぁー、ホワイトロッド代表、早々に申し訳ないのですが、シルバーウッド君とブルームバーグ軍曹がどうなったか、お訊ききしてもよろしいですか？」

　そう訊かれて、フリエは一旦口を閉じ、中将に向き直った。

「お二人とも、何とか……」

「そうですか。いやはや、ありがとうございました。お疲れのところ申し訳ありませんが、もう一仕事頼たのまれていただけませんか？」

　中将がそう頼むと、フリエは微笑を浮かべて頷うなずいた。

「ええ、勿もち論ろんです。そのために来たんですから」

　話の内容から察するに、どうやらレオニダスとビシャスの負傷はフリエが治ち療りようしたようだ。

「中将、まさか代表がそうなのか？」

　ケイレヴが顔を向けると、中将はそうだと頷いた。

「ああぁー、そのとおり。君たち第七分隊の傷を癒いやすために、ホワイトロッド代表には遠路はるばる足を運んでいただいたのです」

　やはり彼女が治療したのだ。しかし何な故ぜ、それが彼女でなければいけなかったのだろうか。

「何で医者じゃなくて代表なんだ？　エルフ仕込みのすげぇ回復魔ま法ほうとかがあるのか？」

　北部人であるケイレヴはそこまで詳しいわけではないが、エルフ族の魔法は人間が使うそれとは違う進化を遂げていると、そう聞き及んでいる。そして、フリエは純然たるエルフ族の母親から、そのエルフ族特有の古代魔法を受け継いでいるとも。

　だが、ケイレヴの予想に反して、フリエは申し訳なさそうに首を横に振った。

「あのう……エルフ族の回復魔法は、人間のそれとあまり変わらないんです」

「へ？　じゃ、じゃあ何で……」

　わざわざ代表ほどの要人を北部にまで呼びつけたのかと、そう言おうとしたケイレヴを制するよう、中将は部屋中に響ひびくような、伸びやかな声で笑い始めた。

「ほっほっほっほっほ、もうお忘れですか、レッド君？　二ヶ月前、聖地ベレスキスにて代表がその身の内に取り込んだもののことを」

　言われて、ケイレヴは合点がいったというふうに頷いた。

「…………神しん獣じゆう『フェニックス』か」

　最強の召喚獣『魔ま王おう』と同格の『神獣』たち。『神獣』の一角、不死鳥『フェニックス』が纏まとう炎には、死者をも蘇そ生せいさせるほどの凄すさまじい生命力が秘められているのだとされている。

　そしてその不死鳥は、二ヶ月前の一件により、フリエの肉体と同化している。

　ケイレヴはイーライから話を聞いただけなので、実際に見たことはないのだが、彼女は同化した不死鳥の力を徐々に自分のものにし始めているらしく、ケイレヴと同じように肉体から炎を放つことが出来るようになったとのことだった。

「私ではまだ、死者を蘇生するほどの炎を出すことは出来ません。しかし、今の私でも負傷者の傷を癒いやすことくらいは出来ますから……」

　それでもたった二ヶ月でそこまで炎を操れるようになったのなら、大したものである。ケイレヴなどは、満足に炎を操れるようになるまで一年は試行錯誤を繰くり返したものだ。

　中ちゆう将じようは満足そうに頷うなずきながら、ケイレヴに顔を向けた。

「魔ま法ほうによる治ち療りようはこれ以上無理でも、不死鳥の炎ならば、君をはじめ、未いまだ傷の癒いえぬ面メン子ツを完治させることも可能ではないかと、そう考えて代表に来ていただきました」

「そうだったのか……」

　感嘆するように頷いてから、ケイレヴはフリエに向き直り、小さく頭を下げた。

「代表、お手を煩わせるようで申し訳ありません。貴方あなたほどの人が、俺みたいな末端の兵士のためにわざわざ……。何とお礼を申し上げればいいか」

　無礼講を地で行くケイレヴがこのように慇いん懃ぎんな態度を取ることは滅多にない。それは一度でもケイレヴと接したことのある者なら誰だれもが知るところであり、勿もち論ろんフリエもそのように認識している。それだけに、フリエもケイレヴが頭を下げたことに少なからず驚おどろいていた。

「い、いえ！　そんな……。貴方には一度ならず助けられているのですから。不義理な話で申し訳ないのですが、こんな時でもないと恩返しも出来ませんし……」

　言いながら、慌てて手を振るフリエ。

　そういう二人の様子に苦笑しながら、中将は「もうそろそろ」と切り出した。

「あぁー、えぁー、では、治療の方をお願い出来ますか、代表？」

「……はい。では、皆さん、少々下がっていてもらえますか？」

　促されて、その場にいた皆が数歩後ろに下がり始める。

　そうして皆が下がったことを確認してから、フリエは緩かん慢まんな動作で左右に腕を開き始めた。

「少佐、動かないでくださいね」

　そう言うフリエの顔からは表情が消えており、瞳ひとみはケイレヴのことを見ていなかった。半分ほど閉じられた目を見るにつけ、どうやらコンセントレーションを高めているらしい。

「え、ええ……」

　ぎこちなく頷くケイレヴ。

　一体、何が始まろうとしているのか。不安というのとは少し違うが、途端に空間全体に緊きん張ちよう感が漲みなぎるような、静寂を乱してはいけないような、しかし決して息苦しいということはなく、むしろ優しい風に包まれているような奇妙な雰囲気が漂い始めた。

　言うなれば『神聖』な雰囲気というところだろうか。

　彼女の人格、人となりがこの空間に満ち満ちているようだ。

　ケイレヴがそのように思っていると、フリエの肩口から、チロチロと種火のような小さい炎が噴ふき出し、それがみるみるうちに燃え広がり、彼女の背中で翼つばさのような形となった。

「………………おおッ！」

「これは……ッ！」

「何て……神々しい…………」

　博士とナナ、そしてケイレヴが感嘆の声を洩もらした。

　これが、伝説に語られる不死鳥の炎。全てを焼き尽くすよう、激しく燃え盛るケイレヴの炎とは違う、何と美しく神々しい炎なのだろうか。

　皆が息を吞のんで見守る中、フリエはその場で片かた膝ひざを突くと羽ばたくように炎の両りよう翼よくを折り、そのままケイレヴの身体からだを包み込んだ。

「こ、これは……ッ！」

　炎の翼に包まれながら、ケイレヴは驚きよう愕がくしていた。

　フリエの炎が、衣服やベッドを燃やすこともなく、薬湯が浸透していくような感覚でケイレヴの身体に吸収されてゆく。そして、炎が吸収されてゆくにつれ、ケイレヴの身体を苛さいなんでいた苦痛が薄うすれてゆき、錆さびたように軋きしんでいた関節が油を差されたかのようにスムーズに、痛みを感じることもなく動くようになっていた。
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　まるで、体内に澱おりの様に沈ちん殿でんしていた痛みだけを抜き取られたような感覚であった。

　やがて身体からだから完全に痛みが消えると、頃合を見計らっていたかのように、フリエが再び両りよう翼よくを広げて立ち上がった。

　彼女が立ち上がると同時に、背中から噴ふき出していた炎が急激に収束していき、炎翼はそのままロウソクの火を吹き消したかのように搔かき消えてしまった。

　博士ですら完治させることの出来なかったこの身体を、まさか本当に癒いやすことが出来るとは。畏敬にも似た気持ちで見上げるケイレヴに対し、フリエは微笑を返した。

「どうですか、少佐？」

「え、ええ……もう、何とも…………」

　両腕を持ち上げ、手を握ったり開いたりしながらケイレヴは答えた。先ほどまでの痛みが、やはり完全に身体の中から消えている。

　半ば呆ぼう然ぜんとしながらケイレヴが答えると、フリエは嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「そうですか。お役に立てたようですね」

「こいつは……いや、凄すごいですよ、マジで。本当に全快している…………」

「良かった」

　そう言って、ケイレヴの様子に満足そうに頷うなずくフリエ。どうやら本当に、ケイレヴの役に立てたことが嬉しいようだ。

　ケイレヴの治ち療りようが終わるや、ニリス大佐の手を借りて、中ちゆう将じようがぐい、と前に出て来た。

「さて、レッド君。治ったのならば早速行きましょう。もう一刻の猶予もなりません。皆さんもついて来てください」

　そう言って、この場にいる皆の顔を見渡す中将。

「行く？　何ど処こへ？」

　ケイレヴが訊きくと、中将は、

「アーミラルを……いえ、ウォールトル大陸を救う、反はん撃げきの狼煙のろしを上げに、ですよ」

　と答えて、右拳から親指を突き出し、歯を見せてニヤリと笑った。













　　第四章『進しん撃げきする巨城』







　セントラルの陸軍病院を出ると、ケイレヴたちと博士は中ちゆう将じようと別れ、軍のチャーター機で本国の最北に位置するノーザンブライト空軍基地に急行した。

　基地に着くや、ケイレヴたちは着替えも早々に兵員輸送用の中型高速機に押し込まれ、大本営に戻った中将と衛星通信を介して今作戦のブリーフィングが行われた。

　空間に立体映像を投とう影えいする通信機により、車椅子に乗った中将と、その背後に控える副官のニリス大佐の姿が空間の中央に実寸で映し出される。

　中将の口から語られたブリーフィングの内容は、以下のとおりだった。

　浮遊城『ティタノマキア』は高度七千メートルの上空を時速五十キロメートル前後で南進、ゴルディニア共和国首都ダカットとその隣りん国ごくペルゼンを圧倒的な力で壊かい滅めつ、今現在はフロルデン公国上空で同国空軍部隊と交戦中である。

　フロルデン公国の南みなみ隣どなりにはアーミラルの同盟国である小国オルトラがあり、その南に行くといよいよアーミラルの領土が広がっている。

　アーミラルは全軍の航空兵力、召喚士連隊を総動員して浮遊城撃げき墜つい作戦を遂行中だが、ケイレヴらはこれに便乗する形で『ティタノマキア』へ直接乗り込む作戦を決行することとなった。

　具体的には、空軍機の護衛のもと、現在搭乗している輸送機で、浮遊城上部に確認された広場に着陸、その後、城内に乗り込みヴェルサス・グリスベーンを直接撃破するという、あまりにも突っ込みどころの多い、そして危険かつ大胆極まる作戦であった。

　途中、無人機が捉えたという浮遊城の映像が立体映像上に映し出されたのだが、その凄すさまじい光景を見た途端、皆が息を吞のみ、言葉を失っていた。

　尖せん塔とうを束ねたような巨大な城から突き出る無数の砲門が、戦せん闘とう機きを蚊とんぼのように叩たたき落とし、ミサイルの嵐をものともせず空を突き進む。そうして破壊目標上空に到達するや、城の下部から突き出す一際巨大な尖塔の先から超特大の砲弾を放ち、都市を一撃で壊滅する。

　浮遊城『ティタノマキア』は今や破滅の象徴、その眼下に広がる全てを滅ぼすために、メギドの火を落としながら進撃する悪あく魔まの城であった。

　皆が沈痛な面持ちで口を噤つぐむ中、中将は作戦の大まかな内容を説明し終えるなり「では、何か質問のある方は？」と、皆の顔を見回すような動作を見せた。

　途端、皆が顔を上げて挙手をする。

　中将は「おほッ」と苦笑しながら、まずはケイレヴを指差した。

「えあぁー、では、レッド君、どうぞ」

「まず、だ。まず何よりも先に確認したいのは、本当にホワイトロッド代表までこの作戦に参加させるつもりなのかってことだ。こんな無茶苦茶な決死行に」

「え？」

　ケイレヴの言葉に驚おどろきの声をあげたのは、しかし中ちゆう将じようではなくフリエだった。

　ケイレヴはちら、とフリエを一いち瞥べつしてから中将に向き直った。

「イーライを連れて行くのは分かる。こいつはアーミラルでも指折りの豪傑だ。適材適所、グリスベーンにぶつける人選としては申し分ない。だけど、そんな場所に、俺らと一緒に代表まで送り込むってのかよ？　兵士ですらない女性、しかも南なん部ぶ自じ治ち領りよう最大の要人を」

　その質問はあらかじめ想定していたのだろう、中将は説明するように口を開いた。

「あぁー、いえ、当初はブルー君にのみ作戦参加を依い頼らいしていたのですが……」

　と、中将の言葉の途中で、フリエが突如として挙手してケイレヴに顔を向けた。

　何事だろうとケイレヴも顔を向けると、中将に代わり、フリエが自身で説明を始めた。

「私、今回の作戦は事前に中将から聞いていました。その時に、私が自ら中将に頼たのみ込んだのです。今回の作戦に私も加えてほしいと」

「えッ！　だ、代表がご自分で？」

「確かに、私は兵士ではありません。ですが不死鳥の力を得たことで、以前よりも強くなったという自負があります。きっと、お役に立てる筈はずです」

　不死鳥『フェニックス』は何度撃げき破はされても宿主の魔ま力りよくがある限り復活し続ける、驚きよう異い的てきな再生能力を持っている。彼女の卓越した魔ま法ほうの腕と、その不死の特性があれば足手纏まといになるようなことにはならないだろうが、問題はそういうことではない。

「貴方あなたは南部自治領の代表だ。貴方がいなくなれば、南部自治領はどうなります？　申し出は嬉うれしいが、貴方は前線に立つべき人ではない。戦せん闘とうは俺たち兵士に任せてください」

　ケイレヴがそう進言しても、しかしフリエは首を横に振った。

「大丈夫ですよ。副代表を含め、私の側近たちは皆、優秀です。現に、聖地ベレスキスで私が戦っていた時も、彼らはよくやってくれていました」

「いや、しかし……」

　尚なおも何事か言おうとしたケイレヴをフリエは片手を上げて制し、語り始めた。

「アーミラルの滅亡は、同時に南部自治領の滅亡でもあるのです。私が南部自治領に残ったとしても、浮遊城の進撃を阻止出来なければ意味がありません。国と、そしてそこに生きる民を守るのが王の……いえ、代表たる私の何よりの務め。だから私は戦うことに決めたのです」

　そう言う彼女の目を見て、ケイレヴはフリエの覚悟がどれだけ硬いかを瞬しゆん時じに理解した。気高く誇り高く、南部自治領の長ちようとしての威厳に満ち溢あふれ、宝石のように光り輝かがやいている。

　思えば約六年前、ケイレヴが初めてフリエと対面した時も、彼女は今のように覚悟を決め、威厳に満ち溢れた目をしていた。

「フリエ……」

　他に何を言うでもなく、ケイレヴは彼女の名だけを呟つぶやいた。彼女の覚悟を知った今、お前は故郷に残れなどと、容易に言えるものではなかった。

　それでケイレヴが折れてくれたと分かったのだろう、フリエは微笑を浮かべて頷うなずき、隣となりに座るイーライが同情するようにケイレヴの肩に手を置いた。

「僕も同じように止めたんだが、いくら言っても聞いてくれなかったんだ」

　そう言うイーライが呆あきれたような苦笑を浮かべると、フリエは微笑を浮かべたまま、彼の顔を横から覗のぞき込んで口を開いた。

「でも、いざとなれば貴方あなたが私を守ってくれるんでしょう？」

「いや、それはそうだけど、だからって……」

　イーライが皆まで言い終わる前に、フリエは「ともかく！」と強い語調で前置きしてから、表情を改めて宣言した。

「私も戦力として同行させていただきます。足手纏まといだと思ったのなら、その時にはどうぞ、南なん部ぶ自じ治ち領りようの代表だなどと思わず、遠えん慮りよなく私を切り捨てて行ってください」

「だそうですよ、レッド君？」

　フリエの言葉に続く形で、立体映像の中ちゆう将じようがそう声をかけてくる。

　ケイレヴはやれやれ、と首を振ってから、改めてフリエに向き直った。

「分かりました。ですが、俺たちが貴方を見捨てることはありませんよ、代表」

「え？」

「俺は絶対に仲間を見捨てません。貴方もイーライも、俺たちにとって赤の他人じゃない。仲間です。だから貴方が窮きゆう地ちに陥った時は、必ず俺たちが助けに行きます。俺たち第七分隊が」

　ケイレヴにとって仲間は友であり家族であり、友と家族は命を賭として守るべき存在だ。そしてケイレヴはそういう存在を守るため兵士になり、異能を受け入れ力を得たのだ。

　ケイレヴにとってフリエは紛れもない仲間であり、共に戦う以上は、何が何でも守り抜く。それがケイレヴの覚悟であった。

「少佐……」

「あんたがそう言ってくれるなら頼たのもしい」

　その覚悟が伝わったのだろう、フリエとイーライは微笑を浮かべながら同時に口を開いた。

　だが、ケイレヴはどうにも照れ臭くなってしまって、指先でコリコリと頰ほおを搔かき始めた。

「ま、でも自分のケツは自分で拭いてくれりゃあラクなんだけどな、ホントは」

　照れ隠しだということが丸分かりの言葉に、イーライとフリエは思わず苦笑してしまった。

「せいぜいあんたに迷惑はかけないようにするさ」

「ええ。それに、これでも腕を磨みがいたんです。期待していてください」

「……了解」

　二人に対してぶっきらぼうに答えるケイレヴ。

　そうして、ケイレヴの質問に対する応答が一通り終わったことを認めてから、中ちゆう将じようが新たな質問者がいないか問い掛けると、間髪いれずにまた数人が手を上げた。

　その中から、中将はレオニダスを指した。

「では、シルバーウッド君」

「この機のパイロットはどうする？　見たところ操縦席が空みたいだが、一体何ど処この誰だれがこの機体を操縦する？　激戦のど真ん中を潜くぐり抜けて浮遊城に突っ込むんだろう？　そんな芸当、空軍の首席パイロットでも出来るかどうかってところじゃないか。誰に任せるんだ？」

　誰もいない操縦席を指差しながら言うレオニダスに答えたのは、意外なことに博士だった。

「何を言うておる、この機のパイロットはお前じゃ！」

　そう言って、ビシリとレオニダスを指差す博士。

　レオニダスはわけが分からず、うろたえた様子で口を開いた。

「な、何言ってんだ、ドム爺じい？　俺は陸軍兵だぞ？　飛行機の操縦なんかやったこともない」

「案ずるな、若造！　こいつを使えば、飛行機くらいすぐ操縦出来るようになるわい！」

　博士はゴソゴソと懐ふところを探ると、手の内に収まるサイズの、何かプラスティック製のスティックのようなものを取り出し、それをレオニダスに手渡した。

「あん？　何だこれ？　メモリースティック？」

　手渡されたスティックは、パソコン等で世界的に広く使われる記録媒体であった。

　レオニダスが顔を上げると、博士はニィッと笑ってから説明を始めた。

「そん中のデータを残らずインストールしとけい！　機体制御用プログラムやら同期用ソフトやらオートパイロットやら、ともかく必要なプログラムをしこたま詰め込んである！　プログラムを介して、操縦管を握ることなく感覚的に飛行することが出来るようになる筈はずじゃ！」

　言いながら、博士はレオニダスの義眼のあたりを指差した。

　レオニダスは肉体の欠損部分を機械化したサイボーグ兵であり、脳内に小型で大容量のハードディスクを搭載している。これにはパソコンよろしくサイボーグ専用ＯＳがインストールされており、各プログラムのアップデートや追加が可能となっている。

「今、この場で追加プログラム入れるのか？　しかも、一回も練習せず、ぶっつけ本番で操縦しろって？　大丈夫なのか？　何かあっても責任もてないぜ、俺？」

　レオニダスが不安を口にすると、しかし博士はそれを一笑に付した。

「カッカッカ！　そいつはワシ自らが徹てつ夜やで組んだプログラムじゃ！　お前はいらんこと心配せず、安心してそいつを使うとええわい！」

　自分の操縦する飛行機が警告音を鳴らしながら墜つい落らくする光景を想像して、レオニダスは思わず身み震ぶるいしてしまったが、この部隊は以前から、それこそ『デッドマンズ』時代から無理難題を強いられてきた。今さら文句を言っても聞き入れられるわけがない。

　レオニダスは諦あきらめ混じりにため息をついた。

「…………はぁ。しかし、まさか空軍兵抜きで飛行機を飛ばすことになるとはな」

「ま、明言するまでもなく決死行じゃからのう！　突入メンバーの誰だれかがパイロットを代行出来るのなら、それに越したことはない！」

「それはアレか？　遠まわしに、俺たちに死ねって言ってるのか？」

　レオニダスが顔をしかめてそう言うと、博士は何な故ぜかカラカラと笑い始めた。

「カッカッカ、命の安売りがお前らの仕事じゃろうがい！　嫌なら生き残れ！　文句なら生せい還かんしてからたぁ──────っぷり聞いてやるわい！」

「あーそーかい。そいつはやる気が出るねえ、俄が然ぜん生きる気力が湧いてきた」

　レオニダスの言葉に、一同が苦笑を浮かべる。皆、彼と同じ気持ちであった。

　皆が苦笑している中、今度はビシャスが手を上げて口を開いた。

「………………いいですか？」

「では、ブルームバーグ軍曹」

　中ちゆう将じようが指差すと、ビシャスは静かに喋しやべり始めた。

「自分たちの武器は砂漠の戦いで破は壊かいされてしまいました。レッド少佐は武器がなくても大丈夫だと思いますが……自分とシルバーウッド少佐が戦うには新しい武器が必要です…………」

　ボーダム砂漠の戦せん闘とうにおいて、ビシャスとレオニダスはことごとくグリスベーンに武器を破壊されている。剣士のビシャスと狙そ撃げき手しゆのレオニダスは武器がなければ戦えない。

　ビシャスがそう訴えると、中将は案ずるなとばかりに、緩かん慢まんな動作で頷うなずいた。

「ああぁー、えー、あー、その点も心配御無用です。ねえ、博士？」

　中将が顔を向けると、博士は腰に両手を当て、ふんぞり返りながら頷いた。

「うむ、新しい得物ならワシが持って来てやったぞい！　ちゃあーんと、四人分な」

「え、四人？　もしかして、私のもあるんですか？」

　ナナが驚おどろいた様子で自分の顔を指すと、博士は右拳から親指を立てて頷いた。

「あたぼうじゃわい！　お前さんには……と！　ちょい待っとれい！」

　そう言って、慌ただしく輸送機の外に飛び出て行く博士。そうして、間を置かずに戻って来た博士の両手には、ジュラルミン製のウェポンケースがぶら下がっていた。

「ほれ！　こいつをくれてやる！」

　ナナの目の前で、右手のウェポンケースをずい、と突き出す博士。

「あ、ど、どうも……」

　ナナは恐縮してケースを受け取ると、それを膝ひざの上に置いて開いた。

「これは……」

　ケースの中身を見た途端、ナナは感嘆にも似た声を洩もらした。

　どんな武器を受領したのか。ケイレヴが覗のぞき込むと、中には一丁の散弾銃が納まっていた。

　中折れ式水平二連ショットガンなのだが、バレルとストックを切り詰め携行性を高めた、所謂いわゆるソードオフショットガンであった。バレルもグリップも、ナナの顔が映り込むくらいピカピカに磨みがき上げられており、銃口部分に立体的な茨の装飾が施されている。

「うわ、水平二連のソードオフショットガンじゃん！」

　ケイレヴがそう驚おどろきの声をあげても、しかし銃火器に疎いナナはいまいちピンと来ていない様子で、不思議そうに首を傾かしげるだけだった。

「ショットガン……ですか？　どういうものなんですか？」

「うん……。散弾銃つってな、一つの包の中に粒みたいな弾丸がしこたま詰まってて、それを広こう範はん囲いにバラ撒まく銃なんだ。銃口の大きさから見て、その銃で使うのは多分六番ゲージあたりだな。十二番を使うようなやつだったら、スラッグ弾もあったんだろうけど……。まあ、ともかく、近きん距きよ離りの威力はすげぇんだけど、離はなれた敵を撃うつのにはあんまり向いてねえ」

「近距離用の銃ですか……」

　銃イコール遠距離攻こう撃げき用という思い込みがあったのだろう、ナナは驚きに満ちた瞳ひとみでもってまじまじとショットガンを見つめていた。

「ま、こんな大昔に使ってたような骨こつ董とう、俺も実物は初めて見たけど」

　ケイレヴが言うと、博士が憤ふん慨がいした様子で「阿あ呆ほう！」と怒鳴った。

「何が骨董なものか！　そいつはワシがこさえた最新の『魔銃マガン』じゃ！」

『魔銃』とは、博士が独自に開発した魔ま法ほう使い用の銃で、実弾を使用せず、使用者の魔ま力りよくを弾丸に変換して発射するというものだ。ナナは拳銃タイプの魔銃『シルバーローズ』を使用しているのだが、どうやら今回の銃は拳銃とは別のコンセプトで開発されたもののようだ。

「あ、これ『魔銃』だったのか？」

「うむ！　名を魔銃『スピットローズ』と言う！　『シルバーローズ』よりも多少魔力を食うのが難点じゃが、近距離射撃の威力は比べ物にならんくらい凄すさまじいからのう！　場合によって拳銃と使い分けるとええ！」

　ナナは確かに多彩な魔法を使うが、近距離戦せん闘とうにおける火力のなさがネックであった。が、この銃があれば、その弱点も補えるだろう。

「はい。ありがとうございます」

　ナナが慇いん懃ぎんに頭を下げると、博士は、今度は左手に持っていたケースを彼女に手渡した。

「それと、これも渡しておこうかのう！　中を見てみい！」

『スピットローズ』のケースを一旦足元に置き、ナナは言われるままに、受け取った二つ目のケースを膝ひざの上に乗せて開いてみた。

「あ、これ……？」

　中を見たナナが、多少困惑したような声を洩もらす。

　ケイレヴも中を見てみると、そこには二丁の銃を収納出来る新しいガンベルトと、何な故ぜだかショットガン用の実包が収められていた。よく見れば、ホルスター上部のベルト部分に、実包を収納出来るようになっている。

「新しいガンベルトに……実弾だな。しかもドンピシャで六番ゲージ。でもこの銃、使用者の魔ま力りよくを弾丸に変えるんじゃなかったのか？」

　ケイレヴがそう疑問を口にすると、博士はすぐさまそれに答えた。

「前に嬢じようちゃんが、自分は魔力が少ない方だと言うとったじゃろ？　ならばと、念には念を入れて、嬢ちゃんの魔力切れに備えて実弾の発射機構も実装しておいたのじゃわい！」

　ケイレヴは「へーえ」と声を洩もらした。

「確かに、それなら魔力が切れても戦える。ジジイにしては気が利くじゃねーか」

「ワシの気が利くナイスな性格は生まれた時からのもんじゃわい、クソガキめ！　次、南部の兄ちゃん！　兄ちゃんには…………」

　言いながら、またも足早に外へ出る博士。そうしてすぐさま戻って来ると、博士は抱えて来た二本の刃物をビシャスに手渡した。

「これをやろう！」

　博士が彼に手渡したのは、一振りの刀と大振りなコンバットナイフであった。

　刀の方は、砂漠で破は壊かいされた前の刀と酷似した形状をしているが、しかし通常のものと比べて明らかに刀身が長く、そして過度に湾曲していた。

　鞘さやから刀を抜き放ち、目利きするように刀身を検あらためるビシャス。通常の刃物とは違う漆黒の輝かがやきを帯びた刀身に走らせる視線は、何ど処こか剣豪の風格を感じさせた。

　チン、と澄すんだ音を鳴らして、慣れた手付きで刀を鞘に戻すビシャス。

「…………野太刀、ですか」

　ビシャスが言うと、博士は感心した様子でそうだと頷うなずいた。

「うむ、よう知っとったのう、兄ちゃん！　いかにも、こいつは大昔、オーク族の騎き馬ば武者が使っとった野太刀を模したもんじゃ！　銘は『オルトロス』！　覚えておけい！　時間がなくて脇差は用意出来んくてのう、そっちのナイフ『ハッシュパピー』で代用してくれい！」

「…………これも『魔ま剣けん』のレプリカですか？」

　使用者の魔力を消費することで、刀身に電でん撃げきや火炎等の魔ま法ほう効果を帯びる刀剣状の『Ｄマテリア』のことを『魔剣』と言い、グリスベーンに破壊されるまで、ビシャスは博士が作った電撃の『魔剣』レプリカを使用していた。

「こいつも一応は『魔剣』ということになるんじゃろうが、何分、機能が独特でな！　お前さんの魔力を吸うと、内部の装置が作動して、高周波を発生させる仕組みになっておる！」

「………………コウシュウハ？」

　科学技術に疎い南部人のビシャスは、ナナ同様に首を傾かしげていた。

　ここで、博識なレオニダスが代わりとばかりに口を開いた。

「あー、高周波ブレードってやつだったか？　確か、高周波の共振で対象の原子結合を弱めることで切断力を増してるとかいう」

　レオニダスが言うと、理解者を得たとばかりに、博士は嬉うれしそうに頷うなずいた。

「アキレウスどもが装備しとる強固なパワードスーツ！　あれを難なく切り裂ける武器を、と思うてのう！　ナイフにも同じ機能を持たせてあるでな、野太刀と合わせて使うとええ！」

「…………かなりよく切れる刀、ということですか？」

「いや、ムチャクチャよく切れる刀じゃ！」

「………………そうですか。では、有難く、頂ちよう戴だいいたします」

　受領した剣を手に、ビシャスが慇いん懃ぎんに頭を下げる。

　博士はうむ、うむと頷くと、今度はレオニダスに向き直った。

「レオ！　お前さんには…………」

　と言い、慣例とばかりに外へ出る博士。しばらく待ち、そうして戻って来た博士の手には、ナナの時より更に長大なウェポンケースが握られていた。どうやらかなり重たいものらしく、半ば引き摺ずるようにして、ゼーハーと息を切らしながらケースを運んでいる。

　博士はレオニダスの足元にケースを置くと、乱れた息を整えてから口を開いた。

「これじゃ！　開けてみい！」

「うん……」

　ケースを持ち上げ、ナナと同じく膝ひざの上で開けるレオニダス。その中に収められていたものは、はたして、見るも奇怪な形状をした、長物の銃であった。

　形状それ自体はアサルトライフルと酷似しているのだが、しかしバレルが垂直に二つも組み込まれており、銃本体の上部と下部、二箇所にそれぞれ異なるマガジンが装入されている。恐らくは中に収められている弾丸自体が上下で違うものなのだろう。銃の上部には内蔵式のダットサイトがあるのだが、その横にサイボーグ用小型ライフルスコープが取り付けられている。まるで、一つの銃に二つの銃の機能を無理矢理詰め込んでいるような代物であった。

「な……何だぁ、これ…………？」

　レオニダスの困惑し切った顔を見て、博士は何な故ぜだか嬉しそうな笑みを浮かべた。

「狙そ撃げき特化型サイボーグ専用の新型バトルライフル『ヒドラハンター』じゃ！」

「バレルもマガジンも二つずつ……。何だかえらく奇形の銃だなあ」

「通常のバトルライフルにスナイパーライフルの機能も組み込んだ最新型じゃ！　射撃モードの切り替えは手動でも可能じゃが、ケーブルでリンクすればプログラム側での自動切り替えにも対応しとる！　臨機応変に使い分けるとええわい！」

　狙撃銃の機能を内蔵したバトルライフル。言葉だけだと半端な感じがするが、次の戦場ではセミオートで連射の利かない対物ライフルよりも、狙撃能力を保ちつつ、瞬しゆん間かん的てきに多数の弾丸を叩たたき込めるこの銃の方が有利に立ち回れる筈はずだ。

「弾丸は……」

　レオニダスがマガジンを引き抜き、中身を確認すると、白はく濁だくした弾頭を詰め込んだ弾丸が収まっていた。これは通常の金属弾ではない、飛ひ龍りゆう『ワイバーン』の中でも更に上位に位置する『黒龍』の牙を削り出して作られた、超高威力の特別な弾丸だ。

「黒龍弾だな」

　中身を確認し終えマガジンを収めながらレオニダスが言うと、博士はうむ、うむと頷うなずいた。

「黒龍の牙や骨もそろそろ在庫がなくなってきたが、この際じゃ！　国家の危機を前に、出し惜しみはせん！　今回は持てるだけ持って行けい！」

「大おお盤ばん振る舞まいだな。それじゃ、遠えん慮りよなく持って行くぜ」

　レオニダスに「おう！」と返事をしてから、博士はまた外に出て、すぐさま帰って来た。今度はウェポンケース一つと、鞘さやに収められた短剣を抱えている。

「ほれ、弾丸！」

　言いながら、ケースの方をレオニダスに渡す博士。彼がケースを受け取ると、博士はケイレヴに向き直り、いきなり持っていた短剣を鞘ごと放り投げてきた。

「小僧！　お前はこれ持ってけい！」

　ケイレヴは慌てて剣を受け取ると、声を荒らげて博士を非難した。

「おい、ジジイ！　刃物を投げて寄越すヤツがあるか！　常識のない！」

「うっさい！　心臓がミスリル銀で出来とるような非常識な奴やつに言われとうないわい！　それよりも、その剣抜いて確認してみろ！」

「まったく、何てジジイだ……」

　謝るどころか、全く反省する様子のない博士にブツクサ言いながらも、ケイレヴは短剣を鞘から引き抜き、その刀身を検あらためた。

　確かグラディウスという名称の、古代の剣けん闘とう士しが使うような、分厚い刀身を持つ両もろ刃はの短剣である。磨みがき上げられた鉄とは異なる、白銀の輝かがやきを全体に帯び、刀身のまさに刃やいばの部分が若干ではあるが、白銀ではない銅のような赤褐色の輝きを有している。

　どうにも初めて見た気のしない、実にしっくりと手にくる剣だ。

　そこまで思ったところで、ケイレヴははたと気が付いた。

「これ……まさか『ヘリオスエッジ』か？」

　先の戦いで失った愛剣、機能停止した『魔ま剣けん』を博士が改造した『ヘリオスエッジ』。外見に若干の差異が見受けられるものの、これは紛れもなく『ヘリオスエッジ』であった。

　ケイレヴが驚おどろいて顔を上げると、博士はニィッと笑みを浮かべた。

「お前がボロボロにした『ヘリオスエッジ』を改修してのう、柄つかから炎を吸い上げて刀身に纏まとう機能はそのままに、破損部分の修復にオーク族のタマハガネなる金属を用いて剣として強固に再生したものじゃ！　銘を『アポロンエッジ』と改めた故、覚えておけい！」

　まさか、失われたものとばかり思っていた愛剣が、このような形で戻って来るとは。ケイレヴは別べつ離りした親友に再会したような心持ちで『アポロンエッジ』に見入っていた。

　そうしてしばし愛剣を検あらためた後、ケイレヴは顔を上げてニィッと笑って見せた。

「相変わらず命名センスがガキだな、ジジイ。しかしこいつなら野郎にも……ヴェルサス・グリスベーンにも届くかもしれねえ」

　ケイレヴの言葉に、博士も満足そうに「うむ！」と頷うなずいた。

「存分にやれい！　多少乱暴に扱ってもいいよう、全身全ぜん霊れいをもって鍛きたえ上げた一品じゃ！」

　グリスベーンを倒すための新たな武器と、あの時はいなかった新たな仲間たち。そして身をもって知ったグリスベーンの実力と、敗北によって得た教訓。確かにアーミラルは土ど壇たん場ばに立たされているが、勝利を摑つかむために必要な要素が着々と集まっているという実感もあった。

　第七分隊全員が装備を受け取ったことを確認してから、中ちゆう将じようは表情を改め皆に語りかけた。

「皆さん、新装備は受け取りましたね？　では、これより……」

　と、中将の言葉の途中で、ケイレヴはそれを遮るように、慌てて挙手をした。

「おいおい、まだ質問は終わってねーぞ！」

「ほ？　まだ何か？」

「行き帰りのことだよ。滑走路なんか当然ない、そもそも静止してすらいないようなもんに、どうやってこの機体を降ろすんだよ？」

　ケイレヴらが乗っているこの機体は、確かに両りよう翼よくのプロペラによって垂直離着陸が出来る仕組みになっているが、敵地のど真ん中でそのような状況を得ることは出来ないだろう。

　中将は「成るほど」と頷いてから、耳を疑うようなことを言い始めた。

「では、その機体は行きで乗り捨ててください」

「はあ？　あんた何言ってんだ？」

　ケイレヴが正気を疑うような目を向けても、しかし中将はそれを無視して言葉を続けた。

「レッド君、君には左手の滑空があるでしょう？」

「いや、俺はそれでいいとして、他はどうすんだよ？　もう一人くらいは俺が抱えられても、他の誰だれも、空飛べるようなヤツなんかいやしねーだろ？」

　だが、ケイレヴの意に反して、

「……私、飛べますよ？」

　と言う者があった。はたして、それはフリエであった。

　ケイレヴが面食らったような顔を向けると、フリエは説明するように口を開いた。

「不死鳥の羽で、短い距離なら飛べるんです」

「いや、それでも三人しか……」

　と、ケイレヴの言葉の途中にも係わらず、何事か思い付いたというように、フリエが突如として「そうだ！」と声を発した。

「私の召喚魔ま法ほうで飛ひ翔しよう能力のある召しよう喚かん獣じゆうを呼びましょう。飛ひ龍りゆうほど巨大なものは呼べませんが天馬くらいならどうにかなりますから」

　天馬とは、翼つばさを有して空を駆けるという白馬、召喚獣『ペガサス』のことだろう。

　本来、召喚魔法には莫ばく大だいな魔ま力りよく消費を伴うため、術式を行使する場合、多数の召喚士を必要とするものなのだが、常人を遥はるかに超える魔力を有するエルフ族とのハーフ、通称『半純血』と呼ばれる血筋のフリエならば、確かに単独での召喚魔法行使も可能であろう。

　中ちゆう将じようは策士だから、そこまで見越してフリエの作戦参加を認めたのだろうが、ケイレヴにはどうにも、行き当たりばったりで、作戦の細部が詰められていないように感じられた。

　中将はフガフガと笑いながら「それで解決ですねえ」と言った。

「えー、あー、帰りについては、可能ならば浮遊城の制御を奪だつ還かんして、良き場所に着陸させていただきたいのですが、最悪の事態も想定して、パラシュートを持参して行ってください」

「高度七千メートルから飛び降りろってか？　代表もいるのに？　しかもだ、飛び降りる時には何ど処この上空にいるか分かんねーんだぞ？　湖とかジャングルの上だったらどうする？」

「何を弱気なことを言っているのですか？　君たちは無理も無茶も無む謀ぼうもお手のもの、何でもアリの『キメラ』部隊でしょう。このくらいの空くう挺てい作戦、どうということはありませんよ」

　まるでケイレヴのことを励ますような口調で、サラリと無体なことを言う中将。特に根拠もなくそのようなことを言われるのではたまったものではない。

「だったらあんたが飛んでくれ！」

　堪たまりかねたケイレヴがそう声を荒らげると、中将は何な故ぜだか可お笑かしそうに笑い始めた。

「ほっほっほっほ、私のような老体がそんなことをしたら空中で骨までバラバラになって粉こな微み塵じんになってしまいますよ。そんな無茶が出来るのは、常識の通用しない君たちだけですよ」

「何だよ、自分は常識人気取りか？　都合いいこと言うんだなあ、おい」

　ケイレヴが言っても、しかし中将は笑い続けるばかりだった。

「ほっほっほ、ほっほっほっほ……」

　中将に釣られるように、レオニダスは思わず苦笑してしまった。

「出たよ、伝家の宝刀。まぁーた笑って誤ご魔ま化かしてやがる……」

　呆あきれ顔の皆を前にして、中将はただただ笑い続ける。そうしてしばし笑ってから、中将は唐突に表情を正し、ごく真面目な様子で語り始めた。

「今回の作戦にはアーミラルだけではなく、ウォールトル大陸全土の命運がかかっています。失敗すれば大陸そのものが彼ら同どう盟めい軍ぐんの手に落ちることとなるでしょう」

　ケイレヴらも表情を改め、真剣に中将の言葉に耳を傾けた。

「八ヶ月前の部隊発足時、私はこう言いました。アーミラルは今、史上最大の危機に瀕ひんしていると。しかし希望はまだ潰ついえていない、君たちこそが希望なのだと。あれから八ヶ月……。君たちは成長し、南北間の相違やわだかまりといったものを乗り越え、真の意味でチームとなりました。特に君たち第七分隊は著しい団結力と成長を見せてくれました。今や部隊……いえ、アーミラル最強と言って過言ではありません。君たちこそが南なん北ぼく融ゆう和わの体現なのです」

　言いながら、中ちゆう将じようは第七分隊四名の顔を順々に見回していった。まるで、その面魂から各々の決意を見て取ろうとしているようだった。

　四人全員の顔を見て満足そうに頷うなずくと、中将は次に、フリエとイーライに顔を向けた。

「そして君たちは分隊の外にもその団結の輪を広げ、新たな仲間との絆きずなを紡ぎ、本国と南なん部ぶ自じ治ち領りようの更なる架け橋となってくれました」

　イーライもフリエも、第七分隊の面々との間に並ならぬ絆の強さを感じている。確かにかつては敵同士だったかもしれない。だが、二ヶ月前の激戦を機に、両者は戦友となった。

「ウォールトル大陸は今、最大の危機を迎えています。確かに君たちは一度負けたかもしれません。ですが最後の希望はまだ潰ついえていません。ここに集った君たち六人こそが、あの強大なヴェルサス・グリスベーンを、そして同どう盟めい軍ぐんの野望を挫くじくただ一つの希望なのです」

　声高らかに、確信を込めてそう言う中将。

　ここで突如、機内にケイレヴたちのものではない、

「いいや、六人ではない。七人だ」

　と言う男の声が響ひびいた。

　腹の底に響くような低くこもった声に、ケイレヴは思わず「えッ！」と驚おどろきの声をあげた。聞き覚えのある声である。まさかあの男がここに来ているのか。

　声の主を知らぬレオニダスとビシャスは、キョロキョロと姿なき声の主を探している。

　だが、声の主を知る他の四人は、皆、一様に驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　本来ならば、この場にいる筈はずもない男だ。北部を嫌い、そしてアーミラルを敵と認識するあの男が、ここにいる筈がない。

　だが、機内にモクモクと集い始めた漆黒の靄もやが、あの男の来訪を告げていた。

「将軍……なのですか？」

　集い始めた靄に向かい、イーライがそう声をかける。応答はないが、しかしその声に呼応するように靄はその量を増し、機体の天井近い三メートル弱の大きさにまで膨ふくれ上がった。

　そうして、大量に集った靄を搔かき分けるようにして、中から一人の騎き士しが現れた。漆黒に煌きらめく『Ｄマテリア』の甲かつ冑ちゆうを纏まとい、巨大な黄金の剣を手に持った男。その威容を見れば間違え様もない、アルガス・ゴールドールソンその人であった。

「私も同行させてもらおう。砂漠では『アキレウス・フォース』どもに邪じや魔まされ、思わぬ遅れを取ったが、ヴェルサス・グリスベーンの首は今度こそ私がいただく」

「ゴールドールソン将軍！」

　彼の姿を認めたイーライとフリエが、同時にその名を口にした。

　アルガス・ゴールドールソン。

　イーライにとっては騎き士しとしての先達であり憧あこがれ、そしてかつての上官であり戦時中は同じ将軍として戦場を駆けた仲間。フリエとはつい最近、二ヶ月前の聖地ベレスキスで出会ったばかりだが、アルガスは彼女をリヒター王国最後の姫君として敬い、慇いん懃ぎんな態度を示した。

「おほっ、これは、これは、思いがけぬ御方が……」

　突如現れた人物に対し、驚きよう愕がくのあまり声も出せないレオニダスとビシャスを横目に、中ちゆう将じようはさして驚おどろく様子もなく話しかけた。

「姫様……」

　だが、アルガスは中将を無視してフリエの前まで歩み寄ると、跪ひざまずいて慇懃に頭こうべを垂れた。

　フリエも一応は彼と面識があるのだが、しかし緊きん張ちようした面持ちだ。

「将軍、貴方あなたも来てくれるのですか……？」

　少しぎこちない感じではあるが、フリエがそう声をかける。しかしアルガスはその言葉には何も答えず、一度深々と頭を下げると、立ち上がって立体映像の中将に向き直った。

「あぁー、えー、お久しぶりですねえ、ゴールドールソン将……いえ、元将軍」

　まるで旧知に話しかけるような中将に対し、アルガスは「ふん……」と鼻を鳴らした。

「しばらく見ぬ間に老いたな……」

「ただ生きるだけで老いるのが普通なのです。貴方がいつまでも老いないだけですよ」

　中将の言葉に、アルガスはもう一度鼻を鳴らした。

「ふん。くだらん皮肉を言うな……」

　そう言ってアルガスが口を閉じた途端、二人の間に重苦しい沈ちん黙もくが漂い始めた。

　交わされた言葉の様子から、二人の間にどうやら面識があるらしいことは分かるのだが、どうもその関係性は穏おだやかざるものらしい。滲にじみ出る『因いん縁ねん』の二文字は隠し様もなく、かつて敵対していた国家の将官同士という以上の係わりがあったことを物語っている。

　しばし無言で視線を交わした後、アルガスは兜かぶとの中で「ふう……」とため息をついた。

「貴様の顔など最期まで見るつもりはなかったが、今は状況が状況だ。致し方がない。グリスベーンを倒すのに手を貸してやる」

「今回の作戦に加わるってことか？　だが、その前にあんたに訊きいときたい」

「………………」

　返事をするでもなく、無言で振り向くアルガスに、ケイレヴは眼光鋭するどく声をぶつけた。

「あんたが何な故ぜ、アーミラルに力を貸そうとする？　敵だと認識してるアーミラルに」

　すると、アルガスはただ一言、こう答えた。

「アーミラルを助けようという意図はない」

「じゃあ、何故？　この作戦がどんだけ危険かってことは、あんたも理解してんだろ？　いくらあんたでも、グリスベーンとぶつかればタダじゃ済まねえってことは分かってる筈はずだ」

「アーミラルが滅べば、リヒターはその忌まわしいくびきから解放され、本来の国の有り様を取り戻すだろう。しかしアーミラルもろともリヒターまで滅ぼされるのでは意味がない。リヒターの地、そして人々が残らぬのであれば、何も意味がないのだ」

「あくまで南なん部ぶ自じ治ち領りようを守るため、か」

　ケイレヴが言うと、しかしアルガスはそれを訂正するように、

「いずれ蘇よみがえるリヒターの未来を守るため、だ」

　と言った。どこまでも無骨で簡潔極まる、いかにもといった武人気質の男であった。

　ケイレヴは思わず苦笑してから、改めてアルガスの顔を見据えた。

「そうかよ。だが、あんた、本当に大丈夫なんだろうな？」

「……何が言いたい？」

「浮遊城『ティタノマキア』が連中の手に渡ったのは、俺らアーミラルが負けたからだが、同時にあんたがグリスベーンを抑えられなかったからってのもある。違うか？」

　ナナの話によれば、ケイレヴが倒れた後、グリスベーンの相手はアルガスがしていた筈はずだ。

　グリスベーンに負けたのならばまだいいが、分が悪いと見て逃げ出したのならば話が違ってくる。それはいざという時、彼が仲間を見捨てて逃げ出す可能性を示唆しているからだ。

　この、命いのち懸がけの決死行に彼を同行させるのならば、そのあたりのことをはっきりさせる必要があるし、答えの如何いかんによっては彼の同道を拒否しなければならないだろう。

　グリスベーンはケイレヴを真っ直すぐに見据えると、ごく落ち着いた様子で話し始めた。

「……確かに、砂漠ではあの男にしてやられた。蜂のように群がるアキレウスどもを相手するうちに、奴やつにはまんまと逃げられた。それは認める。だからこそ、貴様らを利用させてもらうのだ。次の戦場は空に浮かぶ巨城。今度こそ奴に逃げ場はない」

「………………」

「貴様らに手を貸すのは、グリスベーンを葬るためだ。本意ではないが、手段を選んでいる場合でもない。だから手を貸すことにした。あくまで馴なれ合いはせんが、しかしこれは貴様らにも利のある話だ。そして利に聡さといこの男が、私が加わることを拒む筈もあるまい」

　中ちゆう将じようはアルガスに言われたその言葉を否定せず、うんうんと頷うなずいた。

「ええ、ええ。そのとおり。よく分かってらっしゃいますねえ。流石さすが、流石」

「ケイレヴ・レッド。貴様とて分かっている筈だ。一人では奴に勝てないと」

　言われて、ケイレヴは僅かに顔をしかめた。

　確かに、アルガスの言うとおりだ。自分一人ではグリスベーンには勝てない。全てを灰かい燼じんに帰す『黒炎』も当たらないのでは意味がない。しかしながらそれを当てようにもケイレヴには圧倒的に研けん鑽さんが足りず、自分に足りない分はやはり仲間たちに補ってもらうしかないのだ。

　更に言えば、第七分隊だけでは彼に敵かなわないことは砂漠で証明された。今回はイーライとフリエも加わってくれることになったが、そこにアルガスも加わってくれるのならば、これほど心強いことはない。それは揺るぎない事実であり、認めなくてはならないことだ。

「………………いいだろう。あんたは仲間じゃねえが、手を組んでやるよ、一時的にな」

　ケイレヴがようよう頷うなずいても、アルガスは「ふん……」と鼻を鳴らしただけだった。

　ケイレヴは軽く「はあ……」とため息をついてから、座席の空いている部分を指差した。

「流石さすがにあんたでも空は飛べねえだろ。この機で行くからあんたも座れ」

　ケイレヴが言っても、しかしアルガスは首を横に振り、何な故ぜだかイーライの前に移動して、彼の足元に広がる影かげを指差した。

「北部の機械は好かん。ブルーよ、お前の影を借りるぞ」

「え？　あ……」

　と、イーライが返事をする暇もなく、アルガスは歩き出すような動作で彼の影を踏ふんだ。

　その瞬しゆん間かんである。何と、アルガスの足が、まるで底なし沼に嵌はまったかのようにイーライの影に沈み込み、そのまま彼の巨体を全て飲み込んでしまったのだ。

　目の前で起こった奇怪な超常現象に、その場の皆が仰天していた。彼の魔ま法ほうは奇術よりも奇術めいていると、皆がそう思った。

　ともかく、これで浮遊城『ティタノマキア』に乗り込むメンバーが揃そろった。

　注目を集めるよう「オホン！」と咳せき払ばらいをしてから、中将は皆の顔を一人ひとり、うんうんと頷きながら順じゆん繰ぐりと見回した。

「えー、あー、役者も揃ったことですし、皆さん、そろそろ作戦開始といきましょうか」

　メンバーが揃い、作戦内容の説明も終わり、新装備も行き渡った。もう、のんびりしている時間はない。あとは一刻も早く作戦を決行するのみだ。

　中将に続き、今度はケイレヴが皆の顔を見回した。正直、この危機的状況に対する緊きん張ちよう感かんは隠し様もないのだが、全員、腹の据わった、決意の滲にじみ出るような顔をしている。

　ケイレヴは「よし！」と頷いてから、中将に向き直った。

「ああ、そうだな。グリスベーンを倒してアーミラルを救おう。俺たちのアーミラルを」

　その言葉に、中将も満足そうに頷いた。

　いよいよ作戦決行だ。

　ケイレヴはすぐさまレオニダスに向き直った。

「レオ、早速頼たのむ」

　ケイレヴが頼むと、レオニダスは「おう！」と頷いてから立ち上がった。

「ああ、そうそう、あらかじめ言っておくけどな、俺は飛行機に関しちゃ門外漢もいいところだ。少しくらい揺れても文句言うなよ？」

「言わねえよ。どんだけ揺れようが、撃げき墜ついされるよりはずっといい。存分にやってくれ」

「あいよ」

　言ってから、レオニダスは博士にもらった記録媒体のスティックを義眼の接続口に差し込みそのまま操縦席の方に歩き出した。

「作戦行動開始。全員、シートベルトを締しめろ」

　皆にそう促し、ケイレヴ自身もシートベルトに手を伸ばそうとしたところ、中ちゆう将じようが何事か思い出したというように「レッド君」と声をかけてきた。

「私はここで一旦通信を切り、改めてヘッドセットに通信を入れます」

　通信を切るというのは、立体映像を投とう影えいしている据え置き型の通信機のことを言っているのだろう。ケイレヴが了承すると、中将は、まだ話は終わっていないとばかりに言葉を続けた。

「それで、お手数なのですが、この通信機を持って行ってもらえませんかねえ？」

「別にいいけど……何でわざわざ？　ヘッドセットもタブレットもあるのに」

　そう訊きくと、中将はふむ、と唸うなってから「いえ、ね」と前置きして喋しやべり始めた。

「本当は私本人が行って、顔突き合わせて話すことが出来れば一番いいのですが、自由の利かぬこの老体ではどうにも……」

「話すって、グリスベーンとか？」

「はい。彼とは面と向かって話しておかねばならないことがありましてねえ」

「もしかして……あんた、グリスベーンと知り合いなのか？」

「それについてはおいおいお話します。今は任務に集中してください」

　何とも、含みのある言い方である。正直、中将とグリスベーンの関係は気になるが、今はそういうことを訊いている時間もない。

「……了解」

「では、よろしく頼たのみますねえ、レッド君」

　言い終わるや、表示されていた彼の姿が消えてしまった。中将の側が通信を切ったのだ。

　中将はグリスベーンに何を話すつもりなのだろうか。少なからず思うところはあるのだが、ともかく今は作戦に向けて動く時だ。

　床に設置された通信機を回収して腰のポーチにしまい込むと、ケイレヴは「よし！」と声をあげて皆に目をやった。

「それじゃ、行くぞ！　作戦目標は浮遊城『ティタノマキア』の奪回又は破は壊かい！　内部にいると思われるヴェルサス・グリスベーンの排除！　これは必須事項だ！　さっきも中将が言ってたが、アーミラルの命運は俺たちの手にかかっている！　みんな、気合入れてけよ！　俺たちでアーミラルを……いや、ウォールトル大陸を守るんだ！」

　これは比喩でも誇張でもないのだが、今回の作戦が失敗すれば、ウォールトル大陸の覇は権けんは同どう盟めい軍ぐんの手に渡ることとなるだろう。

　そして、その野望を挫くじくための作戦、その中心に自分たちがいることを考えると、正直、心の底から震ふるえが来るが、それにも増して、ここに集った仲間たちの存在が、ケイレヴにとっては心強かった。彼らと一緒なら、どんなことでもやり遂げられるような気がしてくる。恐怖や不安で押し潰つぶされそうな心の中に、勇気が湧いてくる。決意が漲みなぎってくる。

　俺たちならきっとやれる。やり遂げられる。

　己の心にそう言い聞かせながら、ケイレヴは仲間たちの面魂を見定めた。

　いずれも、滲にじみ出るような決意に満ち溢あふれた顔をしている。

「了解！」

　ケイレヴの言葉に、仲間たちはありったけの決意がこもった声を返した。




　　　　　　　　　　◇




　ケイレヴたちを乗せた輸送機は、国境を越えて空からオルトラに入国、同国唯一の空軍基地上空にて、ケイレヴたちの輸送機と同型の護衛機二機と、そして南部方面隊の飛ひ龍りゆう『ワイバーン』一体と合流、一行は息つく間もなく最前線と化したフロルデン公国に向かった。

　現在、一行はオルトラ北部を抜けフロルデン公国最南端を飛行中。

　浮遊城『ティタノマキア』はフロルデン公国中部を抜け南進中、次々集結するアーミラル、フロルデン両軍を相手に激戦を繰くり広げながら、それでもほぼ無傷で進攻を続けている。

　オルトラを抜けフロルデン公国に入ったあたりから、ケイレヴやイーライといった古ふる強つわ者ものは敏感に空気の変化を感じ取っていた。日常を侵食する、ひりつくような戦場の空気である。

　ほんの三十分くらい前からだろうか、微かすかにだが、しかし確実に戦せん闘とうの爆ばく音おんが一行の耳にも届き始めていた。窓の外に目をやれば、遥はるか彼方かなたにチカチカと光る砲火が見て取れる。

　そろそろ前線が近い。否いや応おうなく近付く戦場が、全員の顔を洩もれなく引き締しめる。

　そろそろだなと、ケイレヴがパラシュートの内蔵されたベストを準備し始めると、他の面メン子ツもベストを準備し始めた。アルガスのベストはないが、彼なら自力でどうにかするだろう。

　皆がそろそろ準備を終えるかというところで、操縦席のレオニダスから通信が入った。

「そろそろ戦闘空域に突入する。速度を上げて少々乱暴に操縦するが、僚機と足並みを合わせるためだ、我慢してくれ。それと、良きところで後部ハッチを開けるから、全員いつ飛び出してもいいように準備しといてくれ。帰りのパラシュート忘れるなよ」

「了解。パラシュートの準備は全員オーケーだ。お前は出しゆつ撃げきどうするんだ？」

　ケイレヴが訊きくと、レオニダスは「それなんだが」と前置きしてから答えた。

「全員の出撃を確認した後、緊きん急きゆう脱出装置を使って強引に機外へ出る。その後は、悪いんだが誰だれか俺を拾いに来てくれ」

　レオニダスの頼たのみに、ケイレヴが「了解した」と声を返した。

「俺が拾いに行こう」

「ああ、頼ん……」

　と、レオニダスの言葉の途中で、被弾したか、それともアクロバット飛行でもしたかのようにいきなり機体が激しく揺れた。

「うおッ！」

「きゃッ！」

　まるで天地が引っくり返ったかのように揺れる機体の中で、皆が悲鳴にも似た声をあげている。もうそろそろ戦せん闘とう空域に突入するといっても、ここは最も後方だ。運悪く飛来した流れ弾を回かい避ひしたのでもなければ、このように激しく機体を揺らす操縦はしない筈はずだ。

「レオ！　どうなってる！」

　ケイレヴが慌てて通信を入れると、レオニダスは鋭するどく舌打ちしながら答えた。

「狙そ撃げきだ！」

「まだ何十キロもあるんだぞ！　こんなところまで狙い撃うち出来るのか！」

「らしいな！　流石さすがに『デウス・エクス・マテリア』だ！　どうやらこっちの常識は通用しないらしい！　ここからは荒れる！　覚悟しとけよ！」

　機体が揺れるからと安全運転をしていたのでは、五分と持たずに被弾して、そのまま撃げき墜ついされてしまうだろう。ケイレヴはレオニダスに「存分にやってくれ！」と返した。

「こっちのことは気にするな！　突入まで機体が持てばそれでいい！」

「了解！」

　ケイレヴは急ぎフリエに顔を向けた。

「代表！」

　一応、内部に魔ま法ほう使いを満載した二機の輸送機と一頭の飛ひ龍りゆうが護衛に就いてくれているが、万が一のことを考えれば、今からいつでも出撃出来るように態勢を整えておく必要があった。そして、そのためにはフリエの召喚魔法が必要不可欠であった。

「ええ、分かっています！」

　ケイレヴが皆まで言うまでもなく、フリエは万事心得たとばかりに頷うなずき、愛用の杖つえを手に取った。そうして、両手で杖を握り締しめると、彼女は両目を閉じて精神を集中し始めた。

「頼たのみます、代表！」

　言ってから、ケイレヴはナナ、ビシャス、イーライの三人に顔を向けた。

「予定よりも少々早かったが、戦闘空域に突入した！　こっからは戦場だ！　いつでも出撃出来るようにしておくんだ！　出撃した後は、まず戦闘よりも浮遊城に到達することを優先するんだ！　攻撃よりも防御と回避に気を遣え！　いいな？」

「了解！」

　皆の合図を確認してから、ケイレヴは窓の外を注視し始めた。

　いつの間にか、周囲には護衛機の他にも友軍の戦闘機や飛龍、怪鳥、昆虫タイプの飛行型召しよう喚かん獣じゆうが縦横無尽に飛び交い、彼方かなたに見える巨城と激戦を繰くり広げていた。

　ケイレヴたちが搭乗しているこの機体も、浮遊城の射程圏内に入ってからというもの執しつ拗ような遠えん距きよ離り射撃を受け続けていた。この機にケイレヴたちが乗っているということはバレていない筈はずだが、護衛が付いていることから何か特別な機体だと認識されているのだろう。距きよ離りが近付くにつれこちらを狙う砲が二門、三門と増え、回かい避ひ行動を取るのも容易ではなくなってきた。

　相当アクロバティックな操縦をしているのか、先ほどから天も地もないほど機体が激しく揺れ、すぐ側を数え切れないほどの砲弾が擦さつ過かしていき、乗り物に弱い南部の四名から体力を奪い続けている。ケイレヴですらこれが長時間続くと戦うための体力を奪われそうだった。

「レオ！　あとどれくらいだ！」

　青い顔で口元を押さえるイーライたちを見かねて、ケイレヴはレオニダスに通信を入れた。

「まだ半分てところだ！　しつこく狙い撃うちされて進行が困難な状況だ！」

「砲弾だろ！　撃ち落せねぇのか？」

　そう訊きくケイレヴに、レオニダスが苛いら立だち混じりに「やってるよ！」と返した。

「こっちでも僚機でもやってる！　だが銃の数が足りないんだ！」

「ならば私が黙だまらせてきてやろう」

　と、レオニダスの言葉にそう返したのは、しかしケイレヴではなかった。ケイレヴは他の四人の顔を見るのだが、誰だれも心当たりがないというふうに首を振った。

　なら、誰が言ったのか。ケイレヴが困惑していると、イーライが突如として、

「うわッ！」

　と驚おどろきの声をあげた。

　見れば、イーライの足元に広がる影かげが、まるで水面のように波打っている。

　ケイレヴらも驚いてそれを見ていると、まるで潜せん水すい艦かんが浮上するようにして、波打つ影の水面から、ぬっとアルガスが浮き出て来た。

「先に行って大筒を潰つぶしてこよう。貴様らは姫様を無事にお届けしろ」

　啞あ然ぜんとした様子で凝ぎよう視ししている皆のことなど気にも留めず、アルガスは左腕を上げて漆黒の靄もやを発生させると、その中に潜もぐり込んで姿を消してしまった。きっと、来た時と同じように、空間を捻ねじ曲げて移動したのだろう。

　ケイレヴは急いで窓に顔を向けた。すると、周りを飛ぶ戦せん闘とう機きや飛ひ龍りゆうを足場に、砲弾を切り払いながら次々とそれらを飛び移ってゆくアルガスの姿が目に映った。

　きっと、彼はああやって浮遊城まで行くつもりなのだろう。

　アルガスにばかり任せているわけにもいかない。ケイレヴはレオニダスに通信を入れた。

「レオ！　ハッチ開けてくれ！　俺も行く！」

「了解した！　外気圧との差で身体からだを引かれるから気を付けろ！」

「分かってら！　別に初めてじゃない！」

「だったな！　じゃ、開けるぞ！」

　レオニダスの声と同時に機体の後部ハッチが開いてゆく。すると、途端に激しい空気の流れが発生し、まるで強力な掃除機に吸われているような感覚がケイレヴの全身を襲おそった。

　ケイレヴは自身のシートベルトを外すと、いきなり機外に投げ出されぬよう、しっかりと両足で踏ふん張りつつ立ち上がった。

「少佐……ッ！」

　そう言って不安気な表情で見上げるナナの頭に、ケイレヴはそっと右手を置いた。

「大丈夫だ！　お前たちはしっかりベルト締しめてろよ！」

　二、三度、彼女の頭を撫なでてから、ケイレヴは口を開けたハッチに向かって歩き出した。

　機体の外には、ケイレヴもよく知る濃のう密みつな戦場の空気が渦巻いている。どうやら陸戦でも空戦でも、戦場の臭いというものは共通しているらしい。

「無理しないでくださいね！」

　背中にかかるナナの声に対し、ケイレヴは振り向かず右拳から親指を突き出して見せた。

　そうしてケイレヴは、砲弾飛び交う空の戦場に走り出し、勢いのまま身を投げ出した。

「推進！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『フレイムジェット』！」

　空気の流れに逆らい、左ひだり掌てのひらから炎を噴ふん射しやして身体からだの向きを変えると、ケイレヴは器用に敵の砲弾を躱かわしながら、護衛に就いてくれている前方の飛ひ龍りゆうに向き直った。

　飛龍の背中には、操縦士よろしく南部方面隊の兵士一名が騎き乗じようしている。小柄でやや丸みを帯びた体格から見るに、どうやら女性のようだ。

「おい！　後ろだ！　すまんが乗せてくれ！」

　名前は分からないが、ケイレヴはともかく彼女に通信を入れた。

「ケイレヴ・レッド少佐ですか！」

　通信を受けた女性兵士がそう応答を返してくる。

「ああ、そうだ！」

「少し速度を落とします！　摑つかまってください！」

　女性兵士が手綱を引くと、飛龍は大きな動作で翼つばさをばたつかせ、若干飛行速度を落とした。

　ケイレヴは噴射する炎の勢いを増して飛龍に追い付くと、背中の鱗うろこに右手をかけ、そのまましがみ付くように着地した。

「突然悪わりぃな！」

　着地するや、前で手綱を握る女性兵士にそう言うケイレヴ。

　すると、彼女はほんの一いつ瞬しゆん顔を向け、短く「いえ！」とだけ返事をした。

「砲弾撃うち落すのに銃の数が足らないって言われたもんでな！　手伝いに出て来たんだ！　お前さんは俺に構わず飛んでくれ！」

「了解しました！　振り落とされないでくださいね！」

「おう！」

　ケイレヴの返事を確認するまでもなく、兵士は手綱を引いてグンと飛行速度を上げた。

　大きく翼を広げたり、時にピタリと翼を閉じて砲弾をやり過ごしながら、飛龍は口から火炎弾を吐いて攻こう撃げきをする。彼女の腕あってのことなのだろうが、実に器用なものである。

　俺も負けてられないと意気込み、ケイレヴも左ひだり掌てのひらから火球を発射して砲弾を迎撃し始めた。

　彼方の巨城を見れば、砲身らしきものが次々と落下している様子が見て取れる。先に出撃したアルガスが浮遊城に辿たどり着き、宣言通り砲身を破は壊かいして回っているのだ。

　アルガスのおかげか、こちらに集中していた砲火が徐々にバラつき始めていた。

　今のうちだとばかりに、仲間たちを乗せた輸送機が安定した姿勢を取り、速度を上げる。相変わらず砲撃は続いているが、落ちていた進行速度は飛ひ躍やく的てきに上昇している。

　他の機体や召しよう喚かん獣じゆうたちも、ケイレヴらの道を確保するように、浮遊城への攻撃よりも砲弾の迎撃を優先してくれている。この場の皆がケイレヴたちに希望を託してくれているのだ。

　仲間たちの助けもあり、輸送機がグングンと浮遊城へ近付いてゆく。そうして、残り一キロの圏内に到達したところで、輸送機の後部ハッチが開き始めた。

「代表たちが出るぞ！　ケイレヴ！　援護してやれ！」

　ヘッドセットを通じ、レオニダスの声が飛んで来る。どうやらフリエらが出撃するようだ。

　レオニダスに「了解した！」と応答してから、ケイレヴは女性兵士に声を飛ばした。

「ホワイトロッド代表たちが出撃する！　こいつを寄せて援護してやってくれ！」

　言って、ケイレヴがバシバシと鞍くらの部分を叩たたくと、彼女は一いつ瞬しゆんだけ振り返って頷うなずいた。

「了解しました！」

　女性兵士が手綱の片方だけを引っ張ると、飛ひ龍りゆうが片かた翼よくを下げて機体に身体からだを寄せ始めた。

　国家の要人であるフリエが出撃するということもあって、二機の護衛機も輸送機に迫る砲弾を優先して迎撃してくれている。

　ケイレヴも飛龍の上から火球で援護射撃を続ける。

　そうして、護衛の援護射撃に守られながら二頭の『ペガサス』が機体から飛び出して来た。一頭の背にはフリエとイーライが騎き乗じようし、もう一頭にはナナとビシャスが騎乗している。

　フリエたちの出撃を確認した護衛機二機が、レオニダスを残すのみとなった輸送機から離はなれてそれぞれ天馬を守るような形で前へ出る。

　そろそろレオニダスが脱出する頃合だと、ケイレヴが思ったその時だった。

　護衛機が離れて迎撃が手て薄うすになった途端、輸送機の左さ翼よくに敵の砲弾が直撃、被弾して片翼を失った機体がバランスを失い、煙を上げながらグラグラと揺れ始めた。

「レオ！　大丈夫か！」

　ケイレヴが慌てて通信を入れると、すぐさま「駄目だ！」とレオニダスから応答があった。

「脱出する！　拾ってくれ！」

「よし、任せろ！」

　レオニダスにそう返してから、ケイレヴは再び飛龍の背を叩いて女性兵士に顔を向けた。

「通信聞こえてたな！」

「はい！」

「俺たちの侵入を確認したら、急いで戦せん闘とう空域から離り脱だつしてくれ！」

「いえ、そういうわけには！　我々も残って戦います！」

「そうか！　だったら死ぬんじゃねーぞ！　無理はするな！」

「少佐たちも、どうか御無事で！」

「お前もな！」

　と、ケイレヴがそう返事をするのとほぼ同時に、輸送機のコックピット前面、フロントガラスが射出され、次いですぐさま席ごとレオニダスが上空に射出された。

　しばし上昇した後、座席からバッとパラシュートが展開、ゆっくりと落下し始めた。

　ケイレヴは飛ひ龍りゆうの鱗うろこから手を離はなし、左ひだり掌てのひらから炎を噴ふん射しやしてレオニダスを回収しに行った。

「御武運を！」

　飛龍から離脱したケイレヴの背に、女性兵士がそう声をかける。

　ケイレヴは彼女に顔を向け、大きく手を振ってからレオニダスに向き直った。

　見れば、レオニダスは風に揺られる席上で『ヒドラハンター』を構え、射撃モードをシームレスに切り替えながら直撃コースの砲弾を迎撃していた。

「ケイレヴ！　こっちだ！　狙われている！」

　切羽詰った様子で、レオニダスがそう通信を入れてくる。

「急せかすな！　こっちだって……」

　当たれば即死するだろう巨大な砲弾の嵐を搔かい潜くぐりながら、ケイレヴはどうにか右手でレオニダスのパラシュートを引っ摑つかんだ。

「狙われてんだよ！」

「おおっと、ナイスキャッチ！」

　ベルトで席に固定されたままのレオニダスをパラシュートごと引っ張りながら、ケイレヴは数百メートルの位置まで迫った浮遊城を目指した。

　今現在、ケイレヴは浮遊城の中腹より少し下くらいの高度を飛行しており、前方には護衛機に守られた二頭の天馬の姿が見えた。目的地の浮遊城中央広場はもう少し上だ。

　ケイレヴはレオニダスの方に顔を向けると、怒鳴るように口を開いた。

「レオ、迎げい撃げき頼たのむぞ！　俺はジェット使ってっから撃うてねえんだ！」

「アイサーッ！　せいぜい安全運転で頼むぜ！」

「贅ぜい沢たく言ってんじゃねーッ！」

　叫びながら、ケイレヴは左掌から噴射する炎の勢いを増してぐんぐんと前進、前方を行っていたナナたちの天馬に並んだ。

「少佐！」

　ケイレヴたちの姿を確認したナナが、拳銃を撃うちながらそう声を飛ばす。口を開くことこそしないものの、イーライも氷ひよう杭こうで砲弾を迎げい撃げきしつつ、ケイレヴに顔を向けている。ケイレヴは二人の顔を交互に見て頷うなずいてから、顎あごで浮遊城の上部を差した。

「俺たちが先導する！　全員続け！」

「了解！」

「よし、行くぞ！」

　ケイレヴの叫びを合図とし、魔ま法ほう使いを満載した護衛機二機の前面に、巨大な防ぼう御ぎよ壁へきが張り出された。内部の魔法使いたちが協力してシールドを展開しているのだ。

　シールドを展開した護衛機に両脇を挟まれ、頭上を飛ひ龍りゆうに守られながらケイレヴたちは一列になって上昇、苛烈な砲火を強引に突っ切り、浮遊城の頭上に到達した。

　数十メートルはあろうかという尖せん塔とうの頂上十数メートル付近に出たケイレヴたちの眼下に、城の中央付近に広がる庭園跡のようなものが見えた。そして、それとほぼ同時に、破は壊かいされず残った全ての砲門が一斉にケイレヴたちの方に向けられた。

　いずれも巨大な砲身に、魔ま力りよくらしき光の粒子がチャージされている。少なく見積もっても百以上の砲門がケイレヴたちを照準している。

　全ての砲弾を迎撃出来るわけもなく、しかし逃げ場所もない。それに何より、ここまで来て逃げ帰るという選択肢はあり得なかった。

　明確な答えのないこの状況をどう打開すべきか。

「どうするケイレヴ！」

　この土ど壇たん場ばであれこれ考えている暇はない。レオニダスに訊きかれて、ケイレヴは半ば叫ぶようにして「覚悟を決めるしかねえ！」と返した。

「このまま突っ切る！」

　だが、ケイレヴのこの決定に、

「ヤケになるな、馬鹿者！」

　と返す者があった。アルガスの声だ。

　見れば、いつの間にか眼下に漆黒の靄もやが集い始めていた。アルガスの姿は見えないが、どうやら声はその靄の奥から聞こえてくるようだ。

「貴様が死ぬ分には構わないが、後ろには姫様もいるのだぞ！」

「わざわざ説教しに来たのかよ！」

　ケイレヴが渋じゆう面めんで怒鳴ると、すぐさま「違う！」という声が飛んで来た。

「下の広場まで道を繫つなげてやる！　闇やみの中に潜もぐれ！」

　それで、ケイレヴはようやく彼の真意に気が付いた。

　かつて彼の下にいたイーライによると、アルガスの『闇属性』魔法は、空間を捻ねじ曲げて擬ぎ似じ的てきな瞬しゆん間かん移動を可能にしているらしい。ケイレヴはてっきり、アルガス本人しか瞬間移動出来ないものとばかり思っていたのだが、どうやらそうではないようだ。

　後ろは振り向かず、ケイレヴはヘッドセットを使って全員に通信を入れた。

「聞こえてたな！　全員、闇やみの中に突っ込め！」

「了解！」

　仲間たちの返事を確認してから、ケイレヴは大きく手を振って護衛機パイロット、それに飛ひ龍りゆうに騎き乗じようしていた女性兵士に通信を入れた。

「俺たちは浮遊城に乗り込む！　護衛はここまででいい！　本当に助かったぜ！　絶対に死ぬんじゃねーぞお前ら！」

「少佐たちも！」

　女性兵士がそう声を返し、パイロットたちがコックピットから敬礼をして、それぞれが現状から離り脱だつしてゆく。残ったのはケイレヴら六名のみ。

　そしてお膳立ては全て整った。後は覚悟を決めて突入するのみ。

「行くぞおおおぉ──────っ！」

　そう気合を発するケイレヴを先頭に、六名は次々と闇の中に突っ込んで行った。













　　第五章『超越者たち』







　アルガスが発生させた靄もやに突入したその途端、ケイレヴたちの身体からだが闇やみに包まれ、重力を失ったような奇妙な感覚に襲おそわれた。視界に広がる全てが漆黒、天地の区別もないほどに感覚が狂う不可思議な空間はまるで宇宙のようだが、ケイレヴたちはともかく前進し続けた。

　進んでいるかどうかも分からないが、がむしゃらに進み続けると、ふと、身体を包んでいた靄が晴れ、いきなり白銀に輝かがやく壁かべのようなものが眼前に迫って来た。

　床だ、と、ケイレヴは思った。

　浮遊城の広場、その床が眼前に迫っているのだ。

「うわああああぁ────ッ！」

　途端、ケイレヴの身体が地面に叩たたき付けられてはね跳び、右手で引っ張っていたレオニダスが席ごとゴロゴロと床を転がった。

　続くナナたちの天馬はどうにか倒れることなく着地したが、騎き乗じようしていた四人は衝しよう撃げきで地面に投げ出されてしまい、ケイレヴと同じように床を転がった。

　ケイレヴはともかく後頭部を守りながら床を転がり、勢いが弱まったところでどうにか立ち上がると、首を回して現状を確認した。

　一面に広がる白銀の床に壁、柱、聳そびえ建つ尖せん塔とう。浮遊城の中央広場で間違いない。広場の端では、アルガスが何十と群がるアキレウス兵たちを相手に剣を振るっていた。

　落下の衝撃で倒れた仲間たちも、どうにか立ち上がり始めた。一人だけ座席に固定されていたレオニダスも、グシャグシャになったパラシュートの下を潜くぐって出て来るところだった。

　思い出すだに血の気の引く決死行ではあったが、どうにか浮遊城への侵入には成功した。次は城内への潜せん入にゆうだが、アルガスをこのまま放置するわけにはいかない。共にアキレウスを排除しなければ、追手のかかった状態で右も左も分からない巨大な城を探索することになる。

　ケイレヴがそこまで考えたところで、アルガスに群がっていたアキレウスの兵士たちがこちらに気付き、十数名が銃口を向けて来た。

「ナナ！　イーライ！　壁張って防御だ！」

　腰から剣を引き抜きながら、ケイレヴは急ぎ、後ろのナナたちに指示を出した。

「了解！」

「おう！」

　素早く状況を理解した二人が、それぞれ氷ひよう壁へきと魔ま法ほう壁を発生させた。

　間髪いれず、アキレウスの銃撃が皆を襲ったが、二人が張った壁が盾となり、弾丸の嵐をどうにか防いだ。が、壁かべの外側にいた二頭の天馬が蜂の巣にされ、鮮せん血けつを撒まき散らしながら弾はじかれるようにして床を転がり、そのまま絶命してしまった。

「…………ッ！」

　血ち塗まみれの天馬に声もなく悲痛な顔を向けるフリエ。自身が召喚したものだけに、無事に異界へ帰すことが出来なかったと悔いているのだろう。

　本当ならフリエに何か言葉をかけてやりたいところだが、状況がそれを許してくれず、攻めるにしろ守るにしろ、ともかくすぐさま次の行動に移らねばならなかった。

「レオ！　援護してくれ！　俺も行く！」

　そう叫んだケイレヴに、しかしアルガスがすぐさま、

「こいつらには構うな！」

　と叫び返してきた。

「相手をしてもキリがない！」

「じゃあどうする！」

　飛来する銃弾を弾きながらケイレヴが訊きくと、アルガスは「城内に入れ！」と返した。

「グリスベーンを叩たたくのだ！　奴やつは恐らく城を制御する『叡えい智ちの間』にいる筈はずだ！」

　城内に入れと言われても、出入り口らしきものは何ど処こにも見当たらない。まさか、この堅けん牢ろうなミスリル銀の壁や床を破は壊かいして行けとでも言うつもりなのか。

　戸惑うケイレヴたちをよそに、アルガスは色いろ濃こく靄もやを纏まとった大剣を横一文字に振り抜き、前面に群がるアキレウスの兵士たちを吹き飛ばした。

　そうして、敵集団に一いつ瞬しゆんの隙、そして前面に十分な空間を作ると、左腕を天に向かって突き上げ、拳を開いた。すると、開かれた掌上に靄が集い、見る間に漆黒の球体となっていった。

「ぬうんッ！」

　唸うなりながら、アルガスはガシリとその球体を摑つかみ、ケイレヴらの方にそれを放り投げた。

　まさか裏切って攻こう撃げきを仕掛けて来たのかとケイレヴが身構えると、球体は途中で失速してケイレヴらの足元に落下、床に靄の水みず溜たまりのようなものを形成した。

　これは一体何か。

　ケイレヴらが顔を向けると、アルガスは群がるアキレウスを斬り伏せながら叫んだ。

「貴様らは先に飛び込め！　『叡智の間』の前に繫つなげてある！」

　つまり、これは先ほどと同じく空間を捻ねじ曲げて作った道ということらしい。ともかくこれで、広大な城内を手当たり次第に走り回るような事態は回かい避ひ出来たことになる。

「将軍はどうするんです！」

　ケイレヴの後ろからイーライが声を飛ばすと、アルガスはほんの一瞬だけ顔を向けた。

「こいつらを放置すれば追手がかかる！　私はアキレウスどもを排除してから合流する！　お前たちは早く行け！　その道は長く開けてられん！」

　きっと、砂漠の時も、今のように群がるアキレウスに阻まれ、グリスベーンを追うことが叶わなかったのだろうと、ケイレヴはそう思った。また、強敵を相手にしながら死すら恐れず集団の利を用いて攻こう撃げきを仕掛け、敵を釘くぎ付づけにしているアキレウスの手腕も流石さすがであった。

　アキレウスが標的を変更し、一丸となってこちらに向かって来ては面倒だ。アルガスを一人残して行くのは申し訳ない気もするが、彼の言うよう、今はともかく先を急ぐべきだ。

「皆、行くぞ！　一列になって俺に続け！　あの靄もやの中に飛び込むんだ！」

「了解！」

　ケイレヴの指示に、皆が返事をして一斉に駆け出した。

　当然、話を聞いていたアキレウスの兵士たちも、ケイレヴらを行かせまいと、こちらに向けて銃を構え、射撃を始める。

　ケイレヴは「邪じや魔まするんじゃねえ！」と叫びながら、左ひだり掌てのひらに渦巻く業火を収束した。

「直進爆ばく殺さつ！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ヒートバズーカ』！」

　気合と共に、ケイレヴはアキレウスの兵士たちに特大の火球を放った。

　アキレウスはその火球に銃撃を浴びせるのだが、炎弾は衝しよう突とつする弾丸をものともせず直進、勢いのまま最前列の兵士に炸さく裂れつ、大きな爆発と共に十人近くの兵士を吹き飛ばした。

　この好機を逃す手はない。

　ケイレヴたちは止まることなく駆け、アルガスの作った穴の中に次々飛び込んで行った。

　視界の全てが夜の闇やみより濃こい漆黒に包まれ、重力を失ったような奇妙な感覚に襲おそわれる。そうして漆黒の光景を抜けると、ケイレヴの眼前に再び白銀の床が迫って来た。

「またかよ、おい！」

　誰だれにともなく叫びながら、ケイレヴは受身を取って床を転がり、立ち上がると同時に現状を確認するため周囲を見回した。

　まずは頭上に目をやって天井を確認、ここが屋内であること、そしてアルガスの作った穴が天井付近に張り付いているのも確認。部屋というよりは通路に出たらしく、幅十メートル弱の廊下がひたすら続いていた。すぐに振り返って反対側も確認、通路の先は壁かべになっているのだが、そこに何な故ぜか、見張り番のように佇たたずむアキレウス兵二名の姿があった。頭部装甲に『Ｓ』と印字されていることから、アキレウス最高の兵士、通称『スパルタン』であることが分かる。

　アルガスは『叡えい智ちの間』なる場所の前に道を繫つなげたと言っていたが、どうやらあの壁の向こうがそうらしい。でなければ、スパルタンほどの兵士が見張りをしているわけがない。

　見張りの二人もこちらに気付き、各々得物を手に臨戦態勢を取り始めた。

　あの壁の向こうにグリスベーンがいる。眼前の敵は、タイダロス最強を謳うたわれるアキレウスの中でもトップの二人だが、ここは押し切るしかない。

　そう決意を固めたケイレヴの背後で次々と悲鳴が上がり、連れん鎖さするようにドカドカと壁や床に何かがぶつかるような騒そう音おんがした。

　仲間たちも無事、穴から落下してきたようだ。ケイレヴは苦笑してから右手で『アポロンエッジ』を抜刀、背後で倒れている仲間たちを守るため、スパルタンに突っ込んで行った。

　ケイレヴの突進を確認するや、一名がその場に留とどまり携行用のマシンガンを構え、もう一人が大振りなナタを抜き、下段に構えたまま低い姿勢で斬り込んで来た。

　ナタを受けるため剣を構えたケイレヴの眼前に、壁かべ側がわに残った敵からの銃じゆう撃げきが加えられる。低い姿勢で疾駆する敵の頭上を走り抜けた弾丸が頭部に殺到、ケイレヴはこれを魔ま人じんの左手で受けたのだが、マシンガンの弾は流石さすがに重く、左手の芯に響ひびくような衝しよう撃げきが走った。

　そして、眼前の敵がたたみかけるようにして振り下ろしたナタをケイレヴが右手の剣で受けると、敵は握り締しめていたナタの柄つかから左手を離はなし、胸元のナイフを抜き取ってケイレヴの胸板に鋭するどい刺突を繰くり出してきた。

「チィッ！」

　鋭く呼気を洩もらしながら、ケイレヴは間一髪のところで、左手でナイフを摑つかみ取った。

　瞬しゆん転てん、ケイレヴは左右の手が塞がった姿勢のまま、敵の腹部に右の前まえ蹴げりを放った。

「らぁッ！」

　蹴り足をぶつけるというよりは、押し出すようにしてスパルタンを吹っ飛ばしたケイレヴ。

　しかし敵もさるもの、スパルタンの兵士は後方に吹っ飛ばされた不自然な姿勢のまま、腰から拳銃を抜き取り、宙を跳びつつ反撃してきた。

「チイィッ！」

　もう一度、今度は苛いら立だたしげに呼気を洩らしながら、ケイレヴはその銃撃を左腕で受けた。

　と思った、次の瞬間である。

　いつの間に移動して来たものか、壁際にいた筈はずのもう一人のスパルタンが、吹っ飛ばされた味方の脇をすり抜け、ナタを抜いて猛然と斬り込んで来たのだ。

　頭部に殺到する銃撃を左手で受けているため、眼前に十分な視覚が確保出来ない。これは拙い事態になったぞと、ケイレヴが歯を嚙かんだその時だった。

「オラぁッ！」

　何と、ケイレヴの背後から躍おどり出たレオニダスが、あらん限りの力で銃のストックを敵の顔面に叩たたき付けたのだ。その一撃によって顔面部分の装甲が破は壊かいされ、足の止まった敵に、今度は大刀を抜いたビシャスが猛然と斬り掛かった。

「しゃあああぁッ！」

　袈け裟さ斬りに振り抜かれた剣が、頑強なスーツごとスパルタンの身体からだを切り裂き、次の瞬間には空間に血の華を咲かせ、敵はその場に力なく膝ひざを突いた。

　仲間たちによる見事な連携であった。これで厄介なスパルタンを一人排除した。

「お前ら！　よくやってくれた！」

　言いながら、ケイレヴは油断することなくもう一人の敵に目をやった。

　吹っ飛ばされた敵は周到に受身を取ると、起き上がってナタを手に取り突とつ撃げきして来た。

　また来るかとケイレヴたちが身構えると、何と敵は、ビシャスに斬られて膝ひざを突いた恰かつ好こうの味方を踏ふみ台として跳ちよう躍やく、遥はるか頭上から落下するようにしてケイレヴに襲おそい掛かった。

「野郎！」

　そう叫んだケイレヴの頭上から、天井の明かりを背に影かげとなって落下してくるスパルタンの兵士。咄とつ嗟さのことに、ケイレヴは左腕と右手の剣を持ち上げて防御の構えを取ったのだが、敵の刃やいばが触れるかというその瞬しゆん間かん、いきなり、

　ズドン！

　という強烈な銃声が鳴り響ひびき、敵が落下軌道上から弾はじき出された。ケイレヴの窮きゆう地ちと見たナナが、咄嗟に『スピットローズ』で敵を撃うったのだった。

　弾かれた敵はそのまま壁かべに激突、もう一度弾かれて力なく床を転がり、動かなくなった。

　あまりの衝しよう撃げきに驚おどろいたのだろう、ナナは腰を抜かした様子でその場にへたり込み、呆ぼう然ぜんとケイレヴのことを見上げていた。

　ケイレヴはナナの腕を取って彼女を立ち上がらせると、よくやったとばかりに肩を叩たたいた。

「ありがとよ、ナナ。また助けられたな」

「少佐……」

　ケイレヴはほんの一瞬だけ彼女に笑いかけてから、剣を鞘さやに収めて皆の方に顔を向けた。

「みんな、行くぞ。この通路の先が『叡えい智ちの間』とやらで間違いねえ筈はずだ」

「でも、行き止まりだぜ？　ただの壁だ」

　そう言って怪け訝げんな顔をするレオニダスに、ケイレヴは小さく首を横に振った。

「いや、恐らくはただの壁じゃあねえ筈だ。俺の考えが正しければ……」

　言いながら、壁に歩み寄り、そこにそっと右手を置くケイレヴ。すると、掌てのひらが触れた途端、壁の表面に光のラインが走り、それが伝でん播ばするように壁全体を伝ってゆく。そうして全体に光が走り抜けると、壁が音を立てて左右に開き、その先に広がる空間を露あらわにした。

　屋内とは思えぬほどの広大な空間の中央に、巨大な白銀のモノリスが一基だけ設置されている、それだけの空間であった。

「ここが……」

　啞あ然ぜんとした様子で顔を向けるナナに、ケイレヴは頷うなずいて見せた。

「野郎が言ってた『叡智の間』だろうな」

「……でも、何もないところですね」

　ナナの言うように、確かに何もない空間だ。アルガスの言では、ここが浮遊城の中枢であるかのような言い分だったが、モノリス以外に何かの装置や機材のようなものは一切見当たらない。しかし一見壁とも取れる扉でカモフラージュされ、秘匿されていた空間である。見た目には何もなくとも、何かがあるのだ。秘匿するに足るだけの何かが。

「『叡えい智ちの間』と言うからには、私も、もっとこう、書物や壁へき画がのようなものがあるかと思っていたけれど、これは……」

　と、フリエが何事か言いかけたところで、突如としてレオニダスが部屋の反対側、通路に向けて射しや撃げきを始めた。

「レオ、どうした！」

　ケイレヴが慌てて振り向くと、レオニダスは射撃を続けながら、

「アキレウスだ！　まだいやがったんだ！」

　と叫んだ。

　見れば、通路の遥はるか向こう側に、豆粒程度の大きさではあるが、人の姿がいくつか見えた。アルガスが取り逃した残党か、そうでなければ別働隊だ。

「あともうちょいって時に……ッ！」

　そう言って踏ふみ出そうとしたケイレヴの横を抜けて、ビシャスが両刀を手に皆の前に出た。

「しゃらあああああぁ──────ッ！」

　間髪いれず敵から放たれた銃弾を、ビシャスが神速を帯びた両刀、そして裂れつ帛ぱくの気合でもって次々と弾はじき返してゆく。敵の銃撃が嵐ならば、ビシャスの剣けん戟げきもまた嵐であった。

　身体能力強化魔ま法ほうで肉体を強化しているとはいえ、並の腕ではとても出来ることではない。

　だが、彼の体力も無限ではないし、どうにか遮しや蔽へい物ぶつに隠れて反撃しないと埒らちが明かない。

「ナナ！　このままじゃ蜂の巣だ！　壁かべ張ってくれ！」

「は……はい！」

　ケイレヴの指示に頷うなずくと、ナナはレオニダスの真ま隣となりに陣取って魔法壁を張った。敵の射撃が途切れた一いつ瞬しゆんの隙を見計らい、ビシャスは大きく後方に跳び魔法壁の内側に身を隠した。そして次はレオニダスが魔法壁から銃だけを出し、ライフルスコープを頼たよりに射撃を開始する。

　とりあえず体勢は立て直したが、この土ど壇たん場ばで時間と余力を削られるのは痛いところだ。

「クソが！　あと少しってところで……」

　苛いら立だたしげに舌打ちするケイレヴに、射撃を続けながらレオニダスが声を飛ばしてきた。

「あいつらを倒した後で、必ず追い駆ける！　だからお前はイーライと代表を連れて先に行くんだ！　ここは俺たちで食い止める！」

「しかし、お前たちだけを……」

　ケイレヴの言葉の途中で、レオニダスは怒鳴るようにして叫んだ。

「ウダウダ時間を喰くっている暇はない筈はずだ！」

　レオニダスに続き、ビシャスが口を開く。

「俺たちは、俺たちの出来ることをします！　少佐たちは行ってください！」

　ビシャスに続き、今度はナナまでもが口を開いた。

「そうです！　行ってください！　グリスベーンを倒せる可能性があるのは、強大な力を持つ少佐たちだけなんですから！」

　強い眼まな差ざしを向けて、ナナは心の底から搾り出したように強い言葉をぶつけてきた。

「私、信じてますから！　少佐が……ケイレヴ少佐がアーミラル最後の希望だって！　ずっと信じてますから！　だから行ってください！　そしてグリスベーンを倒してください！」

「ナナ、お前……」

　まるで背中を押すようなナナの言葉に、ケイレヴは彼女たちの決意、そして覚悟を見た気がした。あれは捨て鉢になって命を投げ出そうとする人間の顔ではない、ケイレヴたちの勝ちを信じているからこそ、この戦いの勝利を心から信じているからこその顔だと、そう思った。

「グリスベーンを倒して、私たちに希望の光を見せてください！　明るい光を！」

　ナナの言葉を聞いて、ケイレヴはいつもこうだと思った。いつも彼女の言葉が、そして仲間たちの熱い心意気が勇気をくれる。彼らの命いのち懸がけの信しん頼らいが力を与えてくれる。

　この心意気に応えずして、何が兵士か、何が隊長か。

　レオニダス、ビシャス、そしてナナの顔を順に見てから、ケイレヴははきと頷うなずいた。

「……分かった。約束する。グリスベーンは俺が必ず倒す！　だからお前らも約束しろ！　絶対死ぬな！　第七分隊は誰だれ一人欠けちゃあいけねえ！　分かったな！」

　ケイレヴの言葉に、三人が同時に「了解！」と応えた。

　頷き、ケイレヴはナナたちに背を向け、イーライとフリエの顔を見た。

　三人の視線が重なり合い、三人が同時に頷く。

「よし、行くぞ！」

　ケイレヴが号令をかけ、二人を先導するように『叡えい智ちの間』に足を踏ふみ入れた。

　ケイレヴが入室し、次いでイーライとフリエが入室したところで、背後の戦せん闘とう音おんを遮るように、それまで開いていた扉が音を立てて閉じた。

　だが、今は後ろを振り返っている時ではない。

　グリスベーンの姿を探し、ぐるりと首を回して室内を見回す三人。どれだけ見回しても、モノリス以外には何もない部屋だが、この部屋の何ど処こかにグリスベーンがいる筈はずなのだ。

「グリスベーン！　出て来い、グリスベーン！」

　部屋の中で反はん響きようが起こるほどの大きな声で、ケイレヴは叫んだ。

　広大な空間の中でケイレヴの声がキンキンと響ひびき続け、やがてそれも小さくなった頃、聞き覚えのある声で、

「大きな声を出さないでくれないか。うるさくてかなわないよ」

　と返ってきた。

　間違いない、グリスベーンの声だ。モノリスのあたりから聞こえたようだ。

　まるでかくれんぼで見付かった子供のような足取りで、モノリスの裏からヴェルサス・グリスベーンが姿を現した。

　瞬しゆん間かん、ケイレヴは眉間にしわを寄せて拳を握り、イーライとフリエがゴクリと息を吞のんだ。

　タイダロス連邦共産党第一書記ヴェルサス・グリスベーン。北部でも指折りの大国を牛耳る男だけはある、敵ながら、隠し様もなく漂う貫かん禄ろくは流石さすがであった。

「この男が……」

「ヴェルサス・グリスベーンか……」

　イーライとフリエが、ほぼ同時に口を開いた。

　強つわ者ものの風格か、あるいは死し闘とうの臭いとでも言おうか、きっと二人も、グリスベーンが放つ強烈なオーラを敏感に感じ取っているのだろう。

　三人の姿を確認するや、グリスベーンは何な故ぜだかふっ、と笑みを浮かべた。

「意外と早かったじゃないか」

　言いながら、彼はおもむろに左の人差し指でビシリとケイレヴの顔を差した。

「君が死んでいないということは分かっていた。何せ『超越者』だからな。ちょっとやそっとで死ぬことはない。だが、しかしもう少しはベッドの上にいるものと思っていたのだが……」

　と、言葉の途中でフリエに顔をやるグリスベーン。彼の視線を受けた瞬間、フリエはビクリと肩を震ふるわせた。

「亡きリヒターのお姫様の仕業か。取り込んだ不死鳥『フェニックス』の力、早くも我が物として使い始めたようだな」

　フリエを背後に隠すようにして、イーライが一歩前に出てグリスベーンの視線を受ける。

「貴様、フリエのことを……」

　イーライが皆まで言う前に、グリスベーンは「無論、知っている」と頷うなずいた。

「そういう君はイーライ・ブルー将ぐ……いや、元将軍か。今は二等兵の筈はずだったな。これだけの大物が二等兵とは驚おどろきだが、恐らくは扱い易やすい手て駒ごまに落とすためだろうな」

　そう言ってから、グリスベーンは改めて三人の顔を順に見回し、口を開いた。

「遺産と『ベリアル』の『超越者』に『アスタロト』の騎き士し、さらには『フェニックス』のお姫様か。この土ど壇たん場ばでこれだけの駒を揃そろえた手腕は流石と言わざるを得んが、しかし俺の予想よりも面メン子ツが一人足りないな」

「……誰だれのことを言ってやがる？」

「アルガス・ゴールドールソンだよ。彼も一緒だと思っていたが、私のアキレウスが思ったよりもいい働きをしてくれているようだ。ん？　いや、それとも彼が弱くなったのかな？」

　その言葉は、誰よりも彼を尊敬しているイーライには聞き捨てならないものだった。

「貴様、何を言っている？　将軍を愚弄するか！」

　憤いきどおりを隠さず、語気荒く声をぶつけるイーライ。

　しかしグリスベーンは、まるで独り言を呟つぶやいているように言葉を続けた。

「まあ、足並みが揃わないのも仕方がないか。アーミラルが切れる札で、現状俺に通用しそうなのは『魔ま王おう』や『神しん獣じゆう』の異能を宿す君ら三枚だけだ。ゴールドールソンはアーミラルに属しているとは言い難いはぐれ者、札の例えを用いればジョーカーみたいなものだからな」

　トランプというゲームにおいて、ジョーカーはしばしば切り札的な扱いを受けるが、しかしルールによっては己の身を滅ぼす死神にも成り得る札だ。

　グリスベーンのこの例えは、言い得て妙と言わざるを得なかった。

「……何もかもお見通しってワケか」

「それはそうだろう。敵のことは当然調べる。必倒を誓った相手なら尚なおのことだ」

「何な故ぜ、そこまでアーミラルを目の敵にする？」

　ケイレヴの言葉を、グリスベーンは「ふん」と鼻で笑った。

「違うな。別にアーミラルという国を目の敵にしているのではない。父を倒す、そのために俺はアーミラルと戦っている。父と戦い、破り、そして超えるために」

　砂漠でも語っていた彼と父親との確執。彼の弁では、初代皇帝が自らの父親だとのことだったが、今の言葉も合わせて聞けば、その父親がアーミラルにいるというふうにも取れる。

「まさか……てめぇの父親がアーミラルにいるってのか？」

「何だ？　本人から聞いていなかったのか？」

　ケイレヴの言葉に怪け訝げんな表情を浮かべてから、グリスベーンは突如として笑い始めた。

「……ふっ、くっくっく、こいつは傑作だな。まさか、何も知らず、疑いも持たず、言われるがまま戦っていたとは。君たちも従順だが、しかしあの人も悪党だな」

　一体何が面白くて笑っているのかは分からないが、その様子は実に不気味である。

　警戒心も露あらわに身構え、その様子を見つめる三人。

　と、ここで、ケイレヴのヘッドセットに通信が入った。中ちゆう将じようからだ。どうやら無線電波が届く圏内に来ているものらしい。

「……レッド君」

　そう言う中将の声は、いつもの牧歌的なものではなく、ごく落ち着いてはっきりとした、そしてどこか威厳を感じさせるものであった。

　中将のこんな声を聞くのは、ケイレヴも初めてのことであった。

「ち……中将か？」

「通信機を」

　戸惑いながらも通信に応じたケイレヴに、ごく短く、それだけ言う中将。

　ここでケイレヴは、中将から立体映像投とう影えい型がたの通信機を託されていたことを思い出した。

「あ、ああ……」

　豹ひよう変へんしてしまったかのような中将にぎこちなく声を返しながら、ケイレヴは腰のポーチに手を突っ込んで、出しゆつ撃げき前に持たされた通信機を取り出した。

　通信機のスイッチを入れ、自分たちとグリスベーンとの中間地点に放り投げる。そうして床に落ちた通信機が中ちゆう将じようの姿を映し出すと、グリスベーンはどこか感慨深い様子で「ほう」と短く息を吐き出した。

「……お久しぶりですねえ」

　慇いん懃ぎんに頭を下げながらも、グリスベーンに対し鋭するどい眼光を向ける中将。彼とは長い付き合いだが、中将がこのような顔をするところを、ケイレヴは初めて見た。

　心の奥底が冷たくなるような鋭い眼光を受けながら、グリスベーンはしかしそれを気にする様子もなく、嘲ちよう笑しようを浮かべながら口を開いた。

「これはこれは……。八百年ぶりくらいですか。流石さすがに老いましたなあ、父上」

「な……ッ」

　グリスベーンの言葉を聞いた途端、ケイレヴたちは同時に驚きよう愕がくの声を発した。

　中将がグリスベーンの父親。そしてその示すところはつまり、中将こそが伝説に語られるグリマルタ帝国初代皇帝ユーリウス・カエサル・グリマルタその人ということだ。

　八ヶ月前、任務に赴くケイレヴに中将は、

「私が皇帝本人だと言ったら……君は信じますか？」

　と、そう問い掛けてきたことがある。その時はわけの分からない冗談だと思っていたが、あれは冗談ではなかったのだ。本当のことだったのだ。確かに、中将は皇帝本人しか知り得ないようなことを言っていた。あのアルガスも中将に対する並ならぬ因いん縁ねんを口にしていた。

　しかし何な故ぜ、中将が。どうしてそのことを黙だまっていたのか。名を変え正体を隠し、タイダロスに反旗を翻ひるがえした理由は。そして何を目的に動いているのか。

　驚愕と混乱の中にある三人をよそに、中将とグリスベーンは続けて言葉を交わした。

「八百年。もう、そんなになりますか」

「なりますとも。俺は指折り数えていたのですからねえ。貴方あなたを倒す、その時が来るのを」

「やはり、まだ私のことを恨んでいますか」

「恨み？　違いますなあ、父上。死ぬ寸前まで叩たたきのめされようが腕を切り落とされようが、俺は貴方を恨んだことなど一度もありませんよ」

「では、何故、ここまで苛烈にアーミラルを攻めるのです？」

　中将に訊きかれて、グリスベーンは「お分かりの筈はずだ」と前置きしてから、ビシリと中将の顔を指差して語り始めた。

「それは貴方を……父親を超えるためだ。父を超える。それは全ての男に課せられた宿命だ。では、どうすれば父親を超えられるか、それは父親が成せなかったことを、その息子たる俺が成すことで達成されるものと考える。貴方が成せなかった大陸の統一を果たし、俺はこの乱世を平定して王となり、誰だれであろうと犯すことの出来ない、永えい劫ごう続く王国を築き上げる！」

　グリスベーンの言葉に対し、中将は呆あきれた様子で首を振って見せた。

「私が間違いだと否定した道を、貴方は貫き通すということですか……」

「違うでしょう、父上？　間違いだからやめたのではない、貴方あなたはただ逃げただけだ。己の所業から、それを受け継いだ俺たちから、そして来るべき戦いから」

　語るうちに熱がこもってきたのだろう、グリスベーンはそのまま言葉を続けた。

「千五百年前、人間がウォールトル大陸に辿たどり着いたその時には、ドワーフたちはすでに絶滅してこの世におらず、疲ひ弊へいしたエルフ族とオーク族だけがかろうじて残っていただけだった。ドワーフたちが何と戦って絶滅したか、そして何と戦うためにその技術を兵器という形で後世に遺のこしたか。貴方は全て知っていた筈はずだ」

「私とて、最初から全てを知っていたわけではありません。最古の『超越者』の一人、ガルガンド・リヒターを倒したその時に、初めて知ったのです」

　ガルガンド・リヒターの名を聞いた途端、イーライとフリエは顔を見合わせた。乱世の大陸に大リヒターを築き上げた偉大なる最初の王。その王がまさか初代皇帝に倒されていたとは。初代皇帝が台頭した時代、その当時の王はすでにガルガンドではなかった筈だが、表舞ぶ台たいから退いた後も、彼が不死の『超越者』として裏から王国を操っていたということなのだろう。

　だが、そんなことは瑣さ末まつな問題だとばかりに、グリスベーンは中ちゆう将じようの言を切り捨てた。

「いつ知ったのか、それは問題ではないでしょう？　知ってしまったのなら、立ち向かおうと考える筈だ。俺と兄貴は当然そう考えたし、貴方も当初はそう考えていた筈だ。しかし貴方は途中で何もかも投げ出して逃げた。他の『超越者』たちは矢面に立とうともしない。こんな状態で来るべきその時を迎えればどうなります？　間違いなくウォールトルは滅びますぞ！」

「だから、貴方たちが世界の現状を変えると？」

「そうですとも。世界を、そして全ての人間……いや、エルフやオークどもすら我らが揮下に加え、全世界を纏まとめ上げるのです」

「あくまでも世界を一つにするための侵略であり、支配であると？」

「世の多くは民によって構成されるが、しかし民は愚かで、それが連中の本質だ。これだけは今も昔も変わらないし変え様がない。しかも民というものはもっともらしい口実をでっちあげ示した道から逸それようと反発する。だから支配して制御しなければいけないのです。そして支配には何よりも強い力が必要だ。連中の反発を押さえ込み、屈服させるに足るだけの力が」

　言いながら、その力の象徴だとばかりに白銀の右腕を持ち上げるグリスベーン。そういうグリスベーンを見て、しかし中将は落胆したように深いため息をついた。

「確かに今の時代を生き抜くには力が必要です。力を蓄えることが間違いとは言いません。しかしながら貴方たちは力の使い方を間違えている。支配による強制では民が苦しむだけ、必ず大きな反発を生みます。そうして国と民がぶつかれば、無用の血が流される」

「だから何です？　人間は自らが流す血を糧かてに成長してきた筈だ。流される血は一滴たりとも無駄にならず、時代を更なるステージに押し上げ、人に進歩をもたらした。人がドワーフの領域に踏ふみ込む時も近い。全ては流された血を糧に成されることだ」

「しかし貴方あなたたちは支配のために犠ぎ牲せいを強い、あまりにも多くの血を流し過ぎる」

「犠牲と言うのなら、貴方とて犠牲を強いているでしょう」

　そう言って、グリスベーンはおもむろにケイレヴに顔を向けた。

「父上、貴方はこの男を造り出すのにどれだけの人間を犠牲にしました？　彼だけではない、貴方が作ったという『デッドマンズ』は、人体と融ゆう合ごうするタイプの希少な『Ｄマテリア』の力に頼たよることなく、人の手で『超越者』を造り出すための試行錯さく誤ごだった筈はずだ。違いますか？」

　そう問われた中ちゆう将じようの顔に、若干ではあるが曇くもりの色が浮いた。

「確かに、我々にも黒い部分があることは認めます。否定はしません。ですが貴方たちは黒を白と言い張り、それを是としている。支配を是であると。人の死を、血を流すことを是であると認めている。そうではないということに、私は八百年前に気付いたのです。必要なのは支配ではなく団結、皆で協力をすれば無用の血をなが……」

　と、中将の言葉の途中で、グリスベーンがいきなり足を踏ふみ出した。

　まさか、仕掛けて来るつもりか。

　身構えて注意深く視線を送る三人をよそに、グリスベーンは中将の姿を投とう影えいしている通信機の前で立ち止まると、そのまま足で踏み付けて通信機を破は壊かいしてしまった。

「もう結構。今の、腑ふ抜ぬけた貴方の御高説はうんざりだ。綺き麗れい事ごとばかり……」

　砕けてバラバラになった通信機の残ざん骸がいを踏み躙にじりながら、忌々しげに呟つぶやくグリスベーン。その顔には、傍はたから見ても分かるほどの色いろ濃こい落胆が浮いていた。

　そうして、掃き清めるようにザッと足で残骸を払うと、グリスベーンは三人に向き直った。

「さて、待たせたね、君たち」

　短い間にあまりにも色々な情報が飛び交い、ケイレヴたちは大いに混乱し、考えの整理がつかずにいた。中将のこと、グリスベーンのこと、ドワーフのことに『Ｄマテリア』のこと。

　手をつけるとすれば、順序的にはまず、この場にいるグリスベーンからだろう。

「お前は……一体何者なんだ？」

　この混乱をどう整理して言葉にすればいいのか分からず、漠然と、ケイレヴは砂漠の時と同じように、そう問い掛けた。が、グリスベーンはまたその質問かと鼻白んだ様子を見せた。

「その質問に答えなければいけないのか？　君も知っている筈だろう？」

「中将を父と呼び、再会を八百年ぶりだと言ったな」

　中将との会話の中で、グリスベーンは兄の存在を口にしている。初代皇帝には三人の息子がいたとされているが、彼の言う兄こそが二代目皇帝であり、初代が去った後の帝国を裏で操っている黒幕なのだろう。とすればグリスベーンは次男か三男。きっと、中将と同じように、彼もグリマルタを出た後で名を変えたのだ。

「ああ、言ったとも。全盛期と比べれば搾りカスみたいで、感動の再会というよりは拍子抜けとでも言おうか、ガッカリしただけだったがね。過ぎ去った月日の残酷さを見た気がしたよ。肉体に融ゆう合ごうした遺産を切り離はなすとは愚かなことだ。誰だれよりも血に濡ぬれて屍しかばねを積み上げた鬼が、今では日ひ和よってしまってすっかり別人だ」

「砂漠でこう言っていたな。初代皇帝ユーリウス・カエサル・グリマルタが自分の父親だと」

　ケイレヴが確認するようにもう一度訊きくと、グリスベーンはそうだと頷うなずいた。

「まあ、今の父は昔とは似ても似つかぬ、牙の抜けた腑ふ抜ぬけだが」

　やはり、そうなのだ。中ちゆう将じようこそがグリマルタ帝国初代皇帝その人なのだ。

　だとすれば、グリスベーンも中将も、八百年以上の時を生きて来たということになる。そして八百年の時を経てもグリスベーンはまだ見た目に若く、中将は寿命を全うする寸前のように年老いている。この差は何か。やはり『超越者』であることが関係しているのか。

「………………」

　考えれば考えるほど、次々と新たな疑問が湧き出てきて、次に何を訊けばいいのかが分からなくなってくる。それはケイレヴだけでなくイーライやフリエにしても同じことであった。

　一向に口を開く様子のない三人を見て、グリスベーンは「ふむ」と鼻を鳴らした。

「さて、訊きたいことは以上かな？」

　お喋しやべりの時間は終わりだとばかりに、ゴキゴキと音を鳴らして首を回すグリスベーン。

　漂う空気が一気に帯電し、一触即発の雰囲気が濃のう厚こうになってきたが、ケイレヴはそれでも構わず、やっとのことで口を開いた。

「……訊きたいことは、まだまだある。山ほどな。ここじゃ訊き切れないくらいだ」

　グリスベーンはケイレヴの言葉を聞いた途端、大仰に深く息を吐き、静かに口を開いた。

「……俺はね、確かに喋るのは得意だよ。何せ国家のトップだからね。スーツを着て演説を打つことも少なくない。だが、お喋りが好きかというと、そういうわけではないんだ」

「そうかい。だが、俺たちは必ずてめぇをぶっ倒す。ぶっ倒して、てめぇが壊こわそうとしてるもの全てを守る。そして喋ってもらうぜ。てめぇの知っている全てをな」

　ケイレヴが言うと、グリスベーンは嘲ちよう笑しようにも似た苦笑を浮かべた。

「無理だろうね、君では」

「無理かどうかは、やってみなきゃ分かんねえぜ。今の俺は一人じゃねえんだからな」

「いいや、無理だね。君は俺よりも弱く、後ろの二人は『超越者』ですらない。そして頼たのみの綱のゴールドールソンもいない。君たちの敗北は確定だ」

　言われて、ケイレヴは「ふん」と鼻を鳴らした。

「言っただろう、俺には心強い仲間たちがいてくれる。砂漠で戦った時、俺は一人でお前を倒そうとしたが、あれは思い上がりだった。お前を倒すのに、俺一人じゃあ力が足りねえ」

「だから、その不足分を仲間で埋めると？　貧弱で頼たよりにならない者たちで？」

「違うな、誰より頼りになる連中だ」

　真っ直すぐにグリスベーンを見据えるケイレヴの瞳ひとみは敗北者のそれではない。言うなれば挑戦者、勝利を摑つかむため、一心に前を見る男の目だ。若干気け圧おされてはいるものの、イーライもフリエも、この男を倒して南なん部ぶ自じ治ち領りようを守るという固い決意を胸にこの場に臨んでいる。

　そういう決意を見て取ったのだろう、グリスベーンは不敵に笑いながら、籠こ手てで武装した左腕を上げ、掌てのひらを横のモノリスにそっと添えた。

「いいだろう。どのみち君たちは俺が倒すつもりだったのだ」

　グリスベーンが触れた途端、呼応するようにモノリスに刻まれた文字が発光し、眩まばゆいばかりに輝かがやき始めた。一体、何が起ころうとしているのか。

「言った筈はずだな、俺の『エイジスの盾』はあらゆるエネルギーを吸収すると」

　言われて、ケイレヴはハッと気が付いた。

　彼が言うように、あの籠手は全てのエネルギーを吸収して、自らの魔ま力りよくに還かん元げんしてしまう代物であり、この場所は浮遊城の全てを司つかさどる部屋だ。そして何もない部屋に設置されたモノリスこそが、この巨城に満ちた無尽蔵のエネルギーを制御するものなのではないだろうか。

　ケイレヴがそこまで考えたところで、グリスベーンが突如、

「ぬうううううううぅん！」

　と唸うなり始め、その声と同時にモノリス全体が青白い火花を散らしてスパークし始めた。

　その青白いスパークが、籠手で鎧よろわれた左腕を伝い、グリスベーンの身体からだに流れ始めた。間違いない、浮遊城に流れる膨ぼう大だいな魔力を吸収しているのだ。

　魔力を吸い始めた途端、グリスベーンの頭髪が逆立ち、筋肉が隆起し始めた。

　無限に流れる魔力を吸いながら、グリスベーンはニヤリと、裂けるような笑みを浮かべた。

「理解したかな？　この巨大な城を動かす無尽蔵のエネルギーが、全て俺のエネルギーへと変わるのだ。今の俺は無敵だ！　君たちではもう足元にも及ばない！」

　隆起した筋肉が一回りも二回りも彼の肉体を肥大化させ、グリスベーンは別人のように変貌していた。筋肉の隆起に合わせて右の義手までもが太く大きく膨ふくれ上がっている。

　目の前の男は、もう、人という枠に捉われてはいない。明らかな怪物だ。召しよう喚かん獣じゆうの異能を宿す身体であろうと、最初から全開で仕掛けなければ瞬またたく間に殺されてしまうだろう。

「二人とも、来るぞ！　最初から全力でかかれ！」

「おう！」

「は……はい！」

　二人の返事を合図に、ケイレヴの全身に白銀の線が浮き出、イーライが冷気を収束して二刀を生成、フリエの背中から炎の翼つばさが広がった。かつてない最強の敵を前に、ケイレヴの言うよう三人とも最初から全力を引き出している。出し惜しみはない。

　臨戦態勢に入った三人に続き、グリスベーンも拳を握って低く構えた。

「ケイレヴ・レッド！　今度こそ貴様を殺し、父を超えたことを証明させてもらう！」

　そう言ってグリスベーンが一歩を踏ふみ出した次の瞬しゆん間かん、彼の姿はフリエの前にあった。距きよ離りにして一メートル弱。少なくとも十五メートルはあった距離を目にも留まらぬ凄すさまじいスピードで、ほんの一いつ瞬しゆんの間に詰めたのだ。

　ケイレヴを殺すと言いながら、グリスベーンはフリエに向かった。その理由は彼女が持つ強大な治ち癒ゆの力、重傷のケイレヴをも完治せしめた不死鳥の炎を早々に封ずるためだろう。

　フリエが驚きよう愕がくと恐怖に目を見開き、ケイレヴが彼女を助けようと駆け出す。だが、それよりも先駆けて、彼女の隣となりにいたイーライが二人の間に滑り込み、眼前で双刃を交差させ、巨岩のようなグリスベーンの右拳を受けた。が、その途端、イーライの氷剣は圧倒的なパワーによって粉々に砕かれ、グリスベーンの拳は勢い衰えることもなく彼を打ち抜いた。

「無駄だあぁッ！」

「ぐぬぁッ！」

　イーライは反射的に魔ま人じんの右手を持ち上げ、掌てのひらで拳を受けたのだが、グリスベーンの拳はその右手ごとイーライの顔面を打ち抜き、吹き飛ばした。

「きゃッ！」

　直後、吹き飛ばされたイーライの背後にいたフリエが、彼の身体からだをどうにか受け止めようとしたのだが、あまりの力によって、重なるようにして二人とも床に叩たたき付けられてしまった。

「野郎おぉッ！」

　拳を振り抜いた恰かつ好こうのグリスベーンに対し、ケイレヴが左手に火炎を纏まとわせてパンチを繰くり出す。狙いは顔面だが、その攻こう撃げきは最初から読んでいたとばかりに、グリスベーンが左手で、しかも一いち瞥べつもくれずにそれを受け止めた。

『エイジスの盾』で守られた左手で握られたことにより、ケイレヴの左拳から炎が消え、代わりにグリスベーンの顔に勝ち誇ったような笑みが浮いた。

「ふん、甘いわ！」

　だが、ケイレヴもここまでは読んでいた。グリスベーンが『エイジスの盾』で炎を纏った左拳を受けるだろうことを。そして、その上でケイレヴは二ノ太刀を仕込んでいた。

　下から獲え物ものに跳び掛かる蛇のように、ケイレヴの右掌底がグリスベーンの左胸に放たれた。右掌にはあらかじめ傷穴が穿うがたれており、そこからミスリル銀を多分に含んだ血液で形成した太く鋭するどい針が、悪あく魔まの角の如ごとく伸びていた。

　狙いは心臓。いくら『超越者』といえど、心臓を損傷して無事でいられる筈はずがない。

　後の先を取った。このまま押し込み、心臓を燃やし尽くしてやる。

　そう思ったケイレヴの右手を、グリスベーンはしかし、

「無駄だと言っている！」

　と、右の手刀で身体の外側へと弾はじき飛ばした。

　手首がぶっ飛ぶのではないかというほどの衝しよう撃げきと苦痛に顔を歪ゆがめたケイレヴの眼前に、グリスベーンの顔が迫り、額同士が激突した。

　瞬しゆん間かん、金属と金属が衝しよう突とつする凄すさまじい轟ごう音おんが空間にこだまし、あまりの衝しよう撃げきに一瞬気を失いかけたケイレヴが両りよう膝ひざを折った。そして、正座をしたような姿勢になったケイレヴの顎あごに、今度は下から、グリスベーンの膝が打ち付けられた。

「うぁッ！」

　凄まじい力で顎をかち上げられて身体からだが宙を跳び、顎が砕け散ったのではないかと思えるほどの衝撃と激痛で、ケイレヴは失いかけていた意識を取り戻した。

「ぐげあ………………ッああああぁ！」

　白銀の血を吐きながら、ケイレヴはどうにか空中で体勢を整え、右みぎ掌てのひらをグリスベーンの顔面に照準し、魔ま人じんの炎を纏まとわせた針を弾丸として発射した。

「『エイジス』！」

　銃弾と遜そん色しよくない速度で放たれた針と炎の弾丸。しかしグリスベーンは『エイジスの盾』で発生させた魔ま法ほう陣じんによって炎を吸収し、魔法陣を突き抜けた針をあっさりと右手で摑つかみ取った。

「ふん！　悪あがきを……」

　と、グリスベーンが嘲ちよう笑しようを浮かべた、その時だった。

　右手に握っていた針が突如として破裂し、グリスベーンの手首から先が粉々に砕け散った。

「ぬ！」

　さして効いている様子はないものの、突然のことにグリスベーンが低く唸うなった。

　宙を跳びつつその様子を見てから、床に激突する寸前に受身を取って立ち上がると、ケイレヴは口の中に溜たまった血を吐き捨てて、ニヤリと笑みを作った。

「……試してみるもんだな」

　何な故ぜ、炎を失った針が爆発したか。答えは単純、針の内側に仕込んだ炎を爆ばく発はつさせたのだ。確かに『エイジスの盾』はあらゆるエネルギーを吸収するようだが、それは表面的なことで、魔法陣なり籠こ手てなりにエネルギーが触れないようにすれば、吸収されずに通過させることが出来るのではないかと、ケイレヴはそう考え、ぶっつけ本番で作戦を決行したのだ。

「……炎は消した筈はずだが、貴様、何をした？」

　自慢の右手を吹き飛ばされたことで、グリスベーンから余裕の表情が消えていた。

「ようやくてめぇに俺の炎をぶつける方法を見つけたんだ。答えるワケねえだろ」

「ふん、小こ癪しやくなこと……」

　グリスベーンがそう鼻を鳴らすと同時に、手首から先を失った右腕が、粘土細工のように内側からグニグニと隆起し始め、あっという間に右拳を再生してしまった。

　やはり、あの程度ではまともなダメージにはならないらしい。もっと強烈な、百パーセント全力のダメージを与えなければ。

「あっさり回復しやがった……」

「喜びも束つかの間だったな！　貴様の攻撃など無力！　無駄な……」

　再生させた右手を握ったり開いたりしながら、グリスベーンがケイレヴに向かって一歩を踏ふみ出そうとした、その時だった。

「何だッ！」

　突如、戸惑ったような声をあげるグリスベーン。そうして足元に顔を向けると、彼はギョッとした様子で目を見開いた。いつの間にやられたものか、左脚の半分、膝ひざのあたりまでが分厚い氷に覆おおわれ、床に貼り付けられるようにして拘束されていた。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、氷ひよう縛ばくの段……『白はく冷れい葛かずら』……」

　はたして、それはイーライの仕業であった。

　先のダメージをフリエの炎で治ち療りようしてもらいながら、イーライは気付かれぬよう周到に氷の根を伸ばし、ケイレヴに意識のいっていたグリスベーンの左脚を魔ま人じんの冷気で拘束したのだ。

　グリスベーンは自分の足元から伸びる氷の根を目で辿たどると、行き着いた先にいたイーライに苛いら立だたしげな声をぶつけた。

「貴様……『アスタロト』！」

　言いながら、左手を開くグリスベーン。きっと『エイジスの盾』でイーライの氷から冷気を吸収し、水に変えて拘束から逃れるつもりなのだろう。彼ならば簡単なことだ。

　が、そんなことはさせない。させる余裕など与えない。イーライが作ってくれたこのチャンスを無駄にするわけにはいかない。

「ブロウバースト……」

　グリスベーンのスピードには確かに劣る。だが、それでも十分過ぎるほどの隙をイーライは作ってくれた。ケイレヴは一いつ瞬しゆんで間合いを詰めると、左拳を開いて手刀を作り、その先端を全力でグリスベーンの腹部、鳩尾みぞおち部分に刺し込んだ。

「『ヒートジャベリン』！」

　グリスベーンの腹部で、ケイレヴ渾こん身しんの一いち撃げきによる大だい爆ばく発はつが起こり、そのとてつもない衝しよう撃げきによって彼を拘束していた左脚の氷が砕け、膨ふくれ上がった巨体が大きく後方に吹き飛び、床を転がった。ケイレヴは立ち上がろうとしているグリスベーンに駆け寄りながら、右手から流れる血液を凝ぎよう固こ、左手とほぼ同じ形状の、血液のガントレットを形成した。

「『メタル・クローバイス』！」

　邪悪なまでに鋭するどい血液のガントレットで強引に頭部をかち上げると、グリスベーンの身体からだが衝撃によって僅かに後方に反れ、頭部がケイレヴの腹部あたりまで持ち上がった。

「おおおおおぉッ！　『スラッグエクスプロージョン』！」

　拳を開き、左の掌底でグリスベーンの顎あごを下から上へ、全力でかち上げる。

　再度の大爆発と衝撃により、グリスベーンの身体がロケットの如ごとく真上に上昇、十メートルは上にあろうという天井に激突して落下、息つく暇もなく今度は床に激突して倒れた。

「ぐぅ……ッ！」

　低く呻うめき、うつ伏せに倒れるグリスベーン。そして白銀の床に映るケイレヴの姿を見るや、彼はハッとして頭を持ち上げた。

　ケイレヴは腰から『アポロンエッジ』を抜刀、それを逆手に構えて両手を添え、今まさにグリスベーンの頭部に刃やいばを突き立てようとしていた。

　いくらグリスベーンであろうと脳を破は壊かいされて無事でいられる筈はずがない。即死は確定だ。

「くたばれえぇッ！」

　その声と共に、全ぜん霊れいを込めて怒りの刃を振り下ろすケイレヴ。

　しかし敵もさるもの。

　グリスベーンは頭上から襲おそい掛かる刃を左手で受け止めると、不自然な姿勢ながらも、ケイレヴの腹部に右拳を叩たたき込んだ。

「ぬぅん！」

「がふぁ……ッ！」

　瞬しゆん間かん、ケイレヴは呻きながらたたらを踏ふんで二歩、三歩と後ずさりした。立ち上がる前の無理な体勢から放たれた拳は、しかしながら砲弾の如ごとき威力でケイレヴの腹を打ち抜いていた。

　身体からだを『く』の字に折って呻くケイレヴを見ながら、グリスベーンは静かに口を開いた。

「……ふん。やるじゃないか。流石さすがに少し焦ったよ」

　言いながら、口元の血を拭うグリスベーン。その色はケイレヴ同様、白銀である。それは彼もまた肉体にミスリル銀を同化させている証拠、体表に白銀のラインが浮かないのは血管にかかる負荷が少ないからであり、より高い次元で『Ｄマテリア』を操っているからだ。

「てめえ……」

　同じように口元の血を拭いながら、ケイレヴはグリスベーンのダメージを検あらためた。

　最初に攻こう撃げきを入れた腹部は衣服が吹き飛び、そこから覗のぞく腹筋は煤すすけているものの、すでに火傷の修復を終えており、常人であれば爆ばく散さんして然しかるべき渾こん身しんの一撃を入れた頭部も煤けている程度で吐血も少量、あれだけの大爆発を受けながら脳のう震しん盪とうすら起こしていない。

　これだけの連撃を入れて、たったこの程度のダメージなのかとケイレヴは戦慄していた。やはり頭か心臓を破壊するか、そうでなければ『黒炎』を喰くらわせるしかないのだ。

　これこそが『超越者』との戦いなのだと、ケイレヴは畏敬を込めてグリスベーンを見つめていた。見れば、イーライとフリエも同じような顔をしていた。

　腹部の負傷を検めながら、グリスベーンは言葉を続けた。

「三人寄れば何とやら、か……。流石に『魔ま王おう』と『神しん獣じゆう』を宿しているだけはある、そこいらの有象無象とは違うらしいな。正直言って、舐なめていたよ」

　腹部を二、三度ポンポンと叩いてから、グリスベーンは脚を開いて腰を深く沈めた。

「貴様らを脅威であると認識する。ここからは俺も全力だ」

　言いながら、グリスベーンは右手を腰の位置で溜ため、左手を手刀の形にして前方に構えた。

　考えるまでもなく、今までは吸収したパワーを試していたのであり、ここからはもう力任せに殴打するようなことはせず、力と技の真しん髄ずいでこちらを叩たたき潰つぶしに来る筈はずだ。

　確かに数では勝っているが、ジリジリと互いを削るような勝負をすれば、分が悪いのはこちらの方だ。一いち撃げき必殺、やはり『黒炎』で決着をつけるしかない。

　しかしながら『黒炎』は発現させようと思ってすぐに出せるものではない。

「イーライ、代表、二人に頼たのみがある……」

　ケイレヴは両の拳をグッと握り、ヘッドセットを介してイーライとフリエに通信を入れた。

「……何だ？」

　フリエはイーライの治ち療りように集中しているため、代わりにイーライがケイレヴに応じた。

「見たとおり、奴やつには並の攻撃は通じねえ。俺の『黒炎』なら奴を倒せるだろうが、コンセントレーションに時間がかかるんだ。それに『黒炎』を叩き込む隙も必要だ」

「……分かった。その『黒炎』を出すまでの時間稼かせぎと、奴に隙を作ればいいんだな？」

　言うのは簡単だが、しかし相手はこれまでで最強の敵だ。下手をすればたちまちのうちに叩き殺されてしまう可能性もある。だが、それでも、イーライを置いて他に頼める者はいなかった。彼とは背中を合わせて共に戦い絆きずなを築いた。だからこそ信しん頼らい出来るのだ。

「出来るか？」

　視線を送ったケイレヴに、イーライも頷うなずきを返す。

「やるしかないさ。あんたの力に賭かけるしかない」

　そう言うイーライの背後で、彼を治療しているフリエも頷く。

「すまねえ、頼む……」

　言いながら、ケイレヴは左ひだり掌てのひらに炎を収束、拳大の火球を作った。

「む！」

　ケイレヴの動きを見て取ったグリスベーンが、ピクリと左手の指先を反応させる。

　だが、これは攻撃ではない。ケイレヴは火球を自らの足元に叩き付けて爆ばく発はつさせると、その爆炎に紛れて後方に飛び退き距きよ離りを取った。

　その爆発を皮切りに、治療を終えたイーライがケイレヴと入れ替わるよう前に出て、フリエはケイレヴを守るよう、こちらに背を向けて構えを取った。

「イーライ、こいつを使え！」

　後ろに下がりながら、ケイレヴは腰から剣を引き抜き、それをイーライに放り投げた。

　宙を舞まう剣を器用に受け取り、それを検あらためるイーライ。

「これは、ミスリル銀の剣……」

「氷の剣は水に変えられちまうかもしれないが、そいつは違う！　同じミスリル銀なら、野郎の強固な肉体にも傷を負わせることが出来る筈だ！」

「有難い！　遠えん慮りよなく使わせてもらう！」

　そう頷うなずき、イーライは『アポロンエッジ』を左手で逆手に持って構えを取った。

「来い、ヴェルサス・グリスベーン！　僕が相手だ！」
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　もう何人目になるか分からないアキレウス兵を倒し、装入しているマガジンが空となったところで、レオニダスはしゃがみ込んで腰から新たなマガジンを抜き取った。

「スイッチ！」

　レオニダスの銃じゆう撃げきが途切れたところで、今度はビシャスが魔ま法ほう壁へきの外に飛び出し、この隙にと肉にく薄はくしてきた敵に接近戦を仕掛けた。

「クソ、これじゃあキリがない！」

　苛いら立だちも露あらわに、レオニダスは新たなマガジンを銃に差し込んだ。

「しゃあぁッ！」

　大振りのナタを手に斬り込んで来た敵兵を、そのナタごと、頭上から袈け裟さ斬りに両断するビシャス。その敵の背後からショットガンを手に突撃して来た敵兵の頭を撃うち抜きながら、レオニダスはビシャスの背中に「戻れ！」と声をかけた。

　その声を合図に、敵の銃撃を剣で弾はじきながらビシャスが後方に飛び退き、再びナナの魔法壁へと身を隠し、レオニダスが銃じゆう撃げきを再開する。
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　この戦法で、もう、どれだけの敵を倒しただろうか。二十人までは数えていたのだが、それから先は数える余裕もなく、ともかく銃を撃うち続けている。

　どれだけ倒しても、次から次へと現れる『アキレウス・フォース』たち。通路に転がる仲間の骸むくろを踏ふみ付けて殺到するその姿には恐怖も悲しみもなく、さながら心を持たぬロボットのようですらあった。そして、その冷淡さこそがアキレウス最大の特徴であり、強みであった。

「クソッタレどもが！」

　叫びながら、それでも正確に敵の急所を撃ち抜いてゆくレオニダス。

　新たに二人ほど倒したところで、敵の増援が後方から現れた。分厚い、金属製のライオットシールドを構えた、ディフェンダーらしき四人組の分隊であった。

　シールドを構えた者が前となって四人組が二列になって通路を進み、その後ろから後続の味方が援護射撃する形でジリジリと距きよ離りを詰めて来る。

「おいおいおい、これはマズいぞ、おい！」

　銃撃を続けながらも、レオニダスは切羽詰った様子で声を荒らげた。

　フルオート射撃と狙撃を切り替えながら、ともかくどうにか射線が通らないかと模索するのだが、何ど処こをどう撃っても分厚いシールドによって弾丸が弾はじかれてしまうのだ。

「シルバーウッド少佐！　どうします！」

　魔ま法ほう壁へきを張ったまま、明らかに動揺した様子でナナがそう訊きいてくる。

　敵のシールドは、単純だがしかし効果は絶大、このままではジリ貧である。シールドを貫くか、さもなくば何らかの方法で敵の横か裏に回り込んで攻撃を加えるしかない。

　しかし、どうやってあのシールドを貫けばいいのか。どうやって回り込めばいいのか。

　どうしたらよいものか。レオニダスが策を練り始めた、その時だった。

　こちらに向かって来ていた敵が突如として立ち止まり、前面でシールドを構えていた二人をその場に残して後退し始めたのだ。

　一体、何が起こっているのか。スコープのズーム倍率を上げてレオニダスが敵陣後方を覗のぞくと、そこで意外な人物が剣を振るっていた。

「アルガス・ゴールドールソン！」

　何と、自分たちと挟み撃ちする形で、アルガスが敵陣最後方で剣を振るい、次々とアキレウス兵たちを斬って捨てているのだ。

　広場にいたアキレウスたちを全滅させ、ここまで来たのだろう、レオニダスたちを助けるためではなかろうが、ともかく彼のおかげで危機的状況から脱したことは事実である。

　形勢は逆転した。となれば、弾丸が通らないまでも、やれることはある。レオニダスは牽けん制せい射撃でシールドを構えた前面の敵二人の注意を引いた。

　レオニダスの射撃に釘くぎ付づけになっている敵の背後から怒ど涛とうの勢いで進撃して来るアルガス。二人の敵兵は遂にシールドを捨てて銃を手に取り、背中合わせに立ち上がったのだが、前面の敵はレオニダスが撃うち抜き、その後ろの敵はアルガスに首を飛ばされ、同時に息絶えた。

「将軍！」

　敵の全滅を確認してから魔ま法ほう壁へきを解除し、ナナがアルガスに駆け寄った。

　しかし、アルガスはナナに応えることもなく、フリエたちがいないことを確認してから、

「姫様たちはどうした？」

　と声を発した。

　ナナはすぐさま通路の突き当たり、自動で開く壁かべの方を指差した。

「先に行ってグリスベーンと交戦中です！　私たちは追手の相手を！」

「そうか……。アキレウスどもは残らず排除した。もう追手の心配はない。我らも行くぞ。あの男……グリスベーンを倒し、我らが故郷、リヒターの地を守るのだ」

　あくまで北部人であるレオニダスには顔を向けず、同じ南部人であるナナとビシャスの顔を見ながらそう言うアルガス。

　二人は声を揃そろえて、

「はい！」

　と頷うなずくと、先陣を切ってズンズンと通路を進み始めたアルガスの背に続いて歩き出した。

　やれやれ、とため息をついてから、レオニダスもアルガスの背に続いた。
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　イーライがグリスベーンと戦い始めてから、僅かな時間が経過していた。が、その僅かの間に、イーライは最前線で何時間も戦い続けたかのようなボロボロの姿となっていた。

　全身血だらけ、本来青い筈はずの上着はボロキレのようになって血で赤く染まり、潰つぶれた鼻からは止め処どもなく血が流れ、歯が十本近く折れ、魔ま人じんの右腕にまでひびが走っている。

　イーライが負傷する度、フリエが炎の翼つばさから治ち癒ゆの羽根を飛ばして回復させているのだが、グリスベーンから受けるダメージの方が明らかに回復量を上回っているのだ。

　対するグリスベーンはほぼ無傷。鼻血の一筋すら垂らしていない。

「はあ、はあ、はあ、はぁ…………」

「粘るじゃないか。大したタフネスだ」

　満身創そう痍いの身体からだを抱えて息を荒らげ、それでも剣を構えてグリスベーンを見上げるイーライと、呼吸も乱さず余裕でイーライを見下ろすグリスベーン。

　本当なら今すぐにでもイーライの加勢に行きたいのだが、ケイレヴは握り締しめた指先が肉に食い込み血が出るほど強く拳を握り、必死にその気持ちを自制していた。

　精神集中は終えている。もう、いつでも『黒炎』を発動させる準備は整っているのだが、しかしこれを使える時間は僅か、確実に当てなければ次はない。

　チャンスは一度きり。些さ細さいなミスも許されない。

　だからこそ、ケイレヴは容易に動くことが出来なかった。確実に攻こう撃げきを当てられるだけの隙を見つけぬ限り、何があろうと動けない。それに何より、ケイレヴはイーライを信じている。彼なら必ずグリスベーンに隙を作ることが出来る、やり遂げる筈はずだと信しん頼らいしている。

　眼前でケイレヴを守るフリエも、イーライとケイレヴを信じているからこそ、今すぐにでも彼のもとに行きたいという気持ちを堪こらえ、ケイレヴを守ることに徹てつしているのだ。

　グリスベーンは確かに余裕を漂わせている、しかし油断はしていない。依然として隙のない構えを取り、一切視線を外すことなくイーライだけを見据えている。

「時間稼かせぎをしているのは分かっている」

　イーライを見据えたまま、グリスベーンが彼にそう声をかけた。

「はあ、はあ……。狙いが知られていることなど、百も承知だ」

　肩で息をしながらイーライがかろうじてそう返すと、グリスベーンはそれを鼻で笑った。

「ふん。健気けなげと言おうか、馬鹿正直と言おうか……。貴様らに勝ち目はない。ケイレヴ・レッドの切り札……神をも焼き尽くす地獄の炎であろうと、当たらなければどうということはないのだ。貴様も男なら往生際というものをわきまえろ」

「…………確かに、僕には勝ち目がないかもしれない」

　イーライはぐっと奥歯を嚙かみ締しめてから静かに口を開いた。

「だろう？」

　笑いながらそう返したグリスベーンに対し、イーライはカッと目を見開いた。

「だが絶対に諦あきらめない！　僕が倒せなくても、レッドにはその可能性がある！　そして、貴様を倒せずとも、僕にもやれることがある！」

　疲ひ弊へいし切ったその身体からだの何ど処こにそんな余力があったのか、というほどの大きな声量で、イーライはグリスベーンに声をぶつけた。まるで、胸の底に燃える覚悟や決意といったものが滲にじみ出るような、心の強さを感じる声であった。

　だが、そういう決意を前にしても、グリスベーンはやはり余裕の表情だ。

「断言しよう。貴様にやれることはもうない」

「貴様が決めるな！　決めるのは僕だ！」

　グリスベーンの言葉を撥はね付けるように叫びながら、イーライは魔ま人じんの右みぎ掌てのひらに冷気を収束、氷の刀を生成した。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍刃の段！　『氷刃斬鉄剣』！」

　イーライが生成した氷剣を見るや、グリスベーンは「無駄なことを……」と吐き捨てた。

「そのようなもの、俺の『エイジスの盾』の前では…………」

「問答無用！」

　グリスベーンの言葉など待たず、イーライは剣を手に駆け出した。

　が、最初の一歩を踏ふみ込んだ次の瞬しゆん間かん、

「がはあぁ……ッ！」

　イーライは血ち反へ吐どを吐いて身体からだを折った。

　見れば、イーライの腹部に、グリスベーンが繰くり出した右拳が深々と突き刺さっていた。

　何と、イーライが斬り込むよりも速く、視認すらさせることもなく、初動を見極めたグリスベーンが彼にカウンターの一いち撃げきを叩たたき込んでいたのだった。

　イーライは持っていた氷剣、そしてケイレヴより借り受けた剣を力なく取り落とし、グリスベーンの足元にくずおれるようにして、血を吐いて倒れてしまった。

「イーライ！」

　フリエが悲痛な声で叫び、すぐさま治ち癒ゆの羽根を飛ばしたのだが、グリスベーンは事もなげに魔ま法ほう陣じんを展開してそれを吸収、足元で呻うめくイーライの背中を、右足でガシリと踏み付けた。

「ぬぐ……うぅ…………」

「俺はこれから貴様を殺す。貴様の次は、貴様の大切な姫君、その次はケイレヴ・レッドを殺してやろう。そして最後にアルガス・ゴールドールソンを殺せば、いよいよ総仕上げだ。貴様らの愛した故郷、リヒター王国ごとアーミラルを滅ぼしてやる」

　まるで輝かがやかしい未来を語るよう、グリスベーンは白銀の右腕を持ち上げた。すると、その腕が波打つようにグニグニとうねり始め、見る間に鋭するどい刃やいばに変形した。

「…………ッ！」

　瞬間、ケイレヴはフリエが小さく息を吞のむ音を聞いた。

「俺は父に係わる全てを滅ぼすつもりでいる。まずは貴様だ」

「そんなことは……させない…………ッ！」

　グリスベーンの足元で、蚊の鳴くような声でそう言うイーライ。最早、グリスベーンの足を退けて立ち上がる力も残されていないのだろうが、彼の声色にはまだ、絶望の色はなかった。無様に踏み付けられながらも、まだ気持ちは前を向いていた。希望を見ていた。

「ふん。決めるのは俺だ。貴様ではない」

　意い趣しゆ返しとばかりに、先のイーライと同じことを言うグリスベーン。

　イーライは力なく右手でグリスベーンの左脚を摑つかむと、頭上の彼に鋭い眼光を向けた。

「貴様の思い通りには……させない……。僕の仲間たちが…………させないッ！」

　イーライがそう言うのとほぼ同時に、まるで見計らっていたのかと思えるほどのタイミングで部屋への扉が開き、そこからレオニダス、ビシャス、ナナの三人が次々と跳び出して来た。

　イーライが狙っていたのは、これであった。

　グリスベーンと対たい峙じしてよりすぐ、ケイレヴたち三人のヘッドセットに、レオニダスたちからアルガスと合流して今からそちらへ向かうという内容の通信が入った。

　イーライは、グリスベーンと対たい峙じする前、フリエを庇かばって殴り飛ばされたその瞬しゆん間かんに、自分が彼には敵かなわないということを悟っていた。だからこそこれを、つまりは仲間たちによる奇き襲しゆう攻こう撃げきを狙い、そのために命がけで僅かな時間を稼かせいだのだ。

　幸いにして、イーライが殺される前に、仲間たちが駆け付けてくれた。

　まず、部屋に足を踏ふみ入れるなり、レオニダスが猛然と銃を構えて射撃を開始、その後ろから得物を手にビシャスとナナが駆け出して来た。

「ぬッ！」

　突然のことに唸うなりながら、グリスベーンは刃やいばに変形させていた右腕を急ぎ盾の形に変え、殺到する弾丸を防いだ。

「少佐ッ！」

「お待たせしました！」

「まだ生きてるな、ケイレヴ！」

　第七分隊の三人が同時に口を開き、ケイレヴに顔を向けた。

　この危機的な状況で、本当に、よくぞ駆け付けてくれた。

　ケイレヴは感極まって口を開いた。

「お前ら！」

「皆さん！」

　ケイレヴと同時に、フリエも口を開いた。きっと、イーライが殺されずに済んだことに安あん堵どしたのだろう、泣きそうな声であった。

「ええい、木っ端めが！　うっとおしい！」

　グリスベーンは苛いら立だたしげな声を吐いた。きっと、この程度の攻撃は何ほどのものとも思っていないのだろう、それだけに、思わぬ形で自分の行動を邪じや魔まされたことが腹立たしいのだ。

　怒りも手伝ってか、邪魔なレオニダスたちを先に倒すためターゲットを変更したのだろう、グリスベーンが彼らに向き直ろうとした、その時だった。

「な……何いいぃッ！」

　己の足元に視線を落としたグリスベーンが、驚きよう愕がくの声をあげた。

「氷ひよう閃せん……闘とう……舞ぶ…………」

　何と、イーライが最後の力を振り絞り、右手に摑つかんでいたグリスベーンの左脚を凍結させ、分厚い氷でその場に拘束していたのだ。

「貴様ぁッ、『アスタロト』！」

　怒り心頭に発した様子で、グリスベーンは被弾も無視して右腕を再び刃の形に戻し、足元のイーライを突き刺そうとした。

「しゃああぁ──────ッ！」

　そこへ、そうはさせまいとビシャスが猛然と突撃、上段から全力で振り下ろす一刀をもってしてグリスベーンに斬り込んで行った。

「チィッ！」

　鋭するどく舌打ちしながら、グリスベーンは右腕の刃やいばでビシャスの剣を受け止めた。が、直後、彼の背後に隠れて接近していたナナの姿を確認すると、左腕を持ち上げて拳を開いた。

「『エイジス』！」

　ナナが魔ま法ほう使いであり、そして彼女の銃が魔ま力りよくを弾丸として撃うち出すものだということを読んでいたグリスベーンが、彼女が攻こう撃げきするよりも速く魔ま法ほう陣じんを展開した。

　しかしながらナナもまた、グリスベーンが魔法陣を展開するだろうことを読んでいた。ナナの銃は確かに魔力を弾丸として撃ち出す『魔銃マガン』だが、しかしドム博士によって実弾の発射機構が実装されており、彼女は最初からこの銃に実弾を詰めていた。全ては、エネルギー攻撃を無効化するグリスベーンに確実なる一撃を喰くらわせるためだ。

　眼前の魔法陣に構うことなく、ナナはグリスベーンの顔面に銃口を向け、引ひき鉄がねを引いた。

　そして、魔力の弾丸が発射されるだろうと油断していたグリスベーンの顔面に、二つの銃口から放たれた散弾の雨が炸さく裂れつした。

「がぁッ！」

　全身にミスリル銀を同化させたグリスベーンにただの弾丸が通る筈はずもなく、衝しよう突とつするなり小さな弾丸が火花を散らして弾はじかれていった。だが、それでもその衝撃まで殺し切れるものではなく、グリスベーンの頭部が、いきなりぶん殴られたようにして弾はじかれた。

　そうして、顔を弾かれたその先で、グリスベーンは目を見開いた。

　はたして、彼の背後には、刀身に濃のう厚こうな『闇やみ』を纏まとわせた剣を上段に構え、今まさに振り下ろそうとするアルガスの姿があった。

　彼もまた、グリスベーンの隙を窺うかがっていた一人。ナナの影かげに隠れ潜ひそんでいたアルガスは、そのまま重なった影を伝って、グリスベーンの影から背後に現れたのだった。

「よくやってくれた、娘よ……」

「貴様……アルガス・ゴールドールソン！」

　グリスベーンは咄とつ嗟さに左腕を引き戻し、その掌てのひらから魔法陣を放とうとしたが時すでに遅し。

「ぬうんッ！」

　低く唸うなるような気合と共に、アルガス渾こん身しんの一刀が振り下ろされ、最強の籠こ手てたる『エイジスの盾』ごとグリスベーンの左腕を斬り飛ばした。

　切り口から白銀の血を撒まき散らしながら宙を跳ぶ、丸太のように太い左腕。グリスベーンは刃に変形させていた右腕を元に戻し、堪たまらずに肘から下を失った左腕を押さえた。

「ながぁ……ッ！　クソ…………ッ！」

　苦痛に呻うめき、思わず目を閉じようとした瞬しゆん間かん、グリスベーンは戦慄の光景を見た。

　異形の魔ま手しゆをずいと伸ばし、一直線に駆けて来るケイレヴの姿を。

「この俺に…………近寄るなああああぁ──────ッ！」

　瞬しゆん間かん、グリスベーンは恐怖に駆られ、左腕を落とされた痛みも忘れて金剛の右腕を横に振り抜き、迫って来たケイレヴを弾はじき飛ばした。

「貴様らも下がれえええ────い！」

　グリスベーンは残された右腕を変形させ、数十本の鞭むちを束ねたような形状にすると、その白銀の鞭を振るってアルガス、ビシャス、ナナ、そしてイーライを弾き飛ばして一掃した。

　ナナとビシャスが勢いのまま床上を滑り、イーライが地面に叩たたき付けられ、アルガスが部屋の隅まで吹っ飛ばされて壁かべに激突した。

　裏拳をモロに顔面に喰くらい吹っ飛ばされたケイレヴは、床を三度も跳ねてからようやく着地して、ヨロヨロと起き上がった。

　口から鼻から盛大に血を噴ふきながらも、ケイレヴは不幸中の幸いであったと、そう思った。最後の最後まで警戒して、攻こう撃げきを当てる寸前まで『黒炎』を発現させていなかったのだ。もしも『黒炎』を纏まとったまま突撃していれば、今の一撃で搔かき消されていたことだろう。

　状況は最悪だが、しかしまだ希望は潰ついえていない。ケイレヴに『黒炎』ある限り。

　だが、ナナとビシャスは床上で呻うめき、イーライは身じろぎもしない。アルガスは流石さすがに起き上がろうとしているが、しかし壁に手を突いたまま立ち上がれないでいる。

「イーライ！」

　悲痛な叫びを発しながら、フリエが遂にイーライへと駆け寄り、ボロボロになった彼を抱き上げた。彼女の背に続く形で、レオニダスもナナとビシャスに駆け寄った。

「貴様ら……許さんぞ！　この俺の腕を…………またしても俺の腕を奪うか！　許さん……絶対に許さん！　貴様らは絶対に生きては帰さん！」

　その怨えん嗟さに呼応するよう、グリスベーンの体表を埋め尽くさんばかりの、大量の白銀のラインが彼の肉体に隆起し始めた。恐らくは怒りのまま、取り込んだ莫ばく大だいな魔ま力りよくにもの言わせて、肉体にかかる負荷も考えずに力を解放しているのだろう。

　鞭のように割れていた腕が更に変形を始め、触手のようになっていた腕の先に穴が空き、銃口のような形状となった。

「覚悟しろ！　貴様らの肉体は跡形もなく消し飛ばす！」

　銃口のように変化した触手の先全てがケイレヴらに向けられ、薄うす桃もも色いろの光が集ってゆく。恐らくはあの触手全てが『魔銃マガン』のようなものに変化しているのだ。

　無数の銃口がこの場の全員を照準し、破は壊かいの嵐をばら撒まこうとしている。一度放たれた嵐はケイレヴたちを粉こな微み塵じんにするまで止やむことはないだろう。

　しかし、そういう最悪の状況下で一人、ケイレヴは不敵に笑っていた。

「何だ貴様！　何がおかしい！」

　発狂したような怒りの声をぶつけるグリスベーンに、ケイレヴはごく冷静に声を返した。

「……正直、もう駄目なんじゃないかと何度も思ったよ。今の今までそう思ってた。あんたは間違いなく、これまでで最強の敵だった。あんたは俺よりも強い。それは認めるよ。だがな、今回は俺の……いや、俺たちの勝ちだ、ヴェルサス・グリスベーン」

「何を言っている！　気でも狂ふれたか！」

「まだ分からないのか？　自分の身体からだをよく見てみろよ？」

　その言葉で、グリスベーンははたと気が付いた。いつの間にか、自分の体表に隆起していた白銀のラインが引き、魔ま力りよくをチャージしていた無数の銃口から光が失われ、一回りも膨ぼう張ちようしていた筋肉がすっかりと萎しぼんでいることに。

「な、何だこれは…………ッ！」

「……貴様の力、確かに頂いたぞ、ヴェルサス・グリスベーン」

　驚きよう愕がくするグリスベーンの背後から、低い男の声が響ひびいてきた。

　グリスベーンが仰天して後ろを振り向くと、彼の背後に、見覚えのあるものがあった。それは腕だ。白銀の籠こ手て『エイジスの盾』を装着した、自分の腕。

　否。それは斬り飛ばした腕から籠手を外し、強引に自らの鎧よろいの上から装着した、アルガスの左腕であった。見れば、壁かべに手を突いていた筈はずのアルガスの左腕が靄もやに包まれ、その肘から先がグリスベーンの背後より出現、彼の背中に触れて魔力を吸収していたのだった。

「貴様！　アルガス・ゴールドール……」

　と、グリスベーンが思わず驚愕の声を発したその瞬しゆん間かん、彼の腹部にふと、衝しよう撃げきが走った。

「な…………にぃ………………ッ？」

　今しがたの驚愕も忘れ、恐る恐る視線を下げるグリスベーン。そうして、腹部まで視線が下がったその時、グリスベーンは自らの腹に突き刺さる異形の魔ま手しゆを見た。

「炎えん爪そう焼しよう滅めつ……境地…………ブラックヒートアーツ………………」

　ケイレヴは小さな声で呟つぶやきながら、地獄の『黒炎』を纏まとった魔手を、グリスベーンの腹部から静かに引き抜いた。

　この瞬間を、どれだけ待ち望んだことだろう。計らずも、ケイレヴを敵と言い、その首を取るとまでいった男が、最大にして最後のチャンスを作ることになろうとは。

「『爪そう葬そう・魔ま炎えん撃げき』」

『黒炎』はグリスベーンに燃え移った。もう、この地獄の炎を止める術すべはない。黒い炎は肉体の内側からグリスベーンを燃やし尽し、時を待たずして灰と化すだろう。

　腹部に燃える黒い炎がたちまちのうちに燃え広がり、グリスベーンの身体からだが見る間に火ひ達磨だるまとなる。腹のど真ん中に拳大の風穴が空いたというのに、出血はない。外に溢あふれ出る前に『黒炎』が血液を消滅させているのだ。

「ケイレヴ…………レッ…………ド………………ッ！」

　再生の間に合わぬスピードで燃える肉体から、消し炭のようなものがハラリと舞まい落ちる。
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　間違いなく過去最強の敵。そういう男に、ある種の畏敬を込めて、ケイレヴは語りかけた。

「お前、言ってたよな、俺一人じゃあ絶対に勝てないって。そのとおりだよ。俺だけじゃ逆立ちしても勝てなかった。勝ち目なんか万に一つもなかっただろうよ。だけど、俺には仲間たちがいてくれた。最も信しん頼らいする仲間たちが、俺をここまで導いてくれた」

「俺にも……部下……は…………いた…………ッ！」

　黒い炎に包まれながら、グリスベーンがそう声を絞り出し、ケイレヴに凶眼を向ける。

　そうではないと、ケイレヴは彼に対して首を横に振った。

「だからだ。だからお前は負けたんだ。お前には部下しかいなかった。信頼する仲間じゃなく自分の駒こまとして使う部下しかいなかった。だから、仲間のいる俺には勝てなかった。お前は俺じゃなくて、俺の仲間たちに負けたんだ。お前の敗因は、たったそれ一つだけだ」

「仲間……？　仲間だと……？　そんなものに…………俺は負けたというのか？　ふ、ふふふふふ……ふはは……ははははは…………ッ」

　燃えながら、グリスベーンは唐突に、そして狂ったように笑い出した。

「仲間だ……協力だ……団結だ…………。全て親父が言っていたことじゃないか！　まさか、本当にそんなものに負けたというのか！　俺が！　このヴェルサス・グリマルタが！」

　内から外から燃えて消滅する苦痛に身み悶もだえしながら、グリスベーンはよろよろとモノリスに歩み寄り、そして遺のこされた右腕を広げて抱き付いた。

　この期に及んで、一体何をしようというのか。

「そんなものに……この俺が、そんな甘っちょろいものに殺されてたまるか！　そんな不確かなものを生かしておいてたまるか！」

　怨えん嗟さの如ごときその声に呼応するよう、モノリスに刻まれた文字が血の如ごとく輝かがやき始めた。

　そうして、モノリスにもたれかかるようにして、グリスベーンがこちらに振り返った。

「貴様らの望みどおり、この城がアーミラルに行くことはない！　たった今、この城には自じ爆ばくするよう命令を入力した！」

　言ってから、グリスベーンは「そして！」と付け加え、己に残された最後の力を振り絞り、『黒炎』燃え盛る右腕を今一度刃やいばに変形させ、モノリスを切断した。

「これでもう、命令の変更は出来ない！　『ティタノマキア』は消滅する！　アーミラルには渡さん！　俺も貴様らも、この城と運命を共にするのだ！」

　切断されたモノリスの上部が、グリスベーンの背後でズズン、と音を立てて床に落下した。

「てめぇ、何てことを……ッ！」

　一いつ瞬しゆんのことに、誰だれも阻止することが出来なかった。

　この城は、本来ならアーミラルの切り札になるべきものだった。だが、グリスベーンの執念がそれをさせなかった。最後の最後で、この男の執念にしてやられたのだ。

　困惑するケイレヴたちの顔を見て、グリスベーンは満足そうに声を張り上げた。

「今のうち、親父に伝えておけ！　俺の遺志は兄貴が必ず果たしてくれる！　あんたの首は必ずや兄貴が取る！　あんたは絶対に兄貴には勝てない！　兄貴が手に入れたあの力には誰であろうと敵かないやしない！　兄貴は必ずあんたを倒す！」

　啞あ然ぜんとする皆の視線を浴びながら、グリスベーンは天を摑つかむように右手を頭上に掲げた。

「親父よ！　俺は地獄の底であんたが来るのを待っているぞおおおぉ──────ッ！」

　グリスベーンのその叫びに呼応するように、全身を包む黒い炎が勢いを増して燃え上がり、彼の身体からだをどんどん灰にしていった。そうして、勢いを増していた炎が小さくなり、やがて自然に消えてしまうと、後に残ったのは真っ白な燃えカス、灰だけだった。

　結局彼は、最後まで自分の父親に対する恨みだけを口にしていた。

　この親子の間には、どれだけの確執があったのか。全てを知っている筈はずの中ちゆう将じようは、ケイレヴたちに何を語るのだろうか。

　ともかく、今はそれを考えている時間はない。急がねばこの城は木っ端微み塵じんに吹き飛んでしまい、皆、諸もろ共ともに塵ちり芥あくたと化してしまう。

「ケイレヴ！　どう脱出する！　帰りのルートなんか誰も知らないぞ！」

　レオニダスにそう言われて、ケイレヴはしかし彼には何も応えず、アルガスに顔をやった。

「おい、あんたなら知ってんだろ！」

　ケイレヴたちを誤差なく正確にこの場所まで導いたのはアルガスである。つまり、彼はケイレヴらの知らぬ浮遊城についての情報を知っているのだ。

「将軍！　お願いします！」

　ケイレヴに続き、負傷したイーライを抱えたフリエがそう懇こん願がんすると、アルガスはごく静かな口調で「……仕方あるまい」と呟つぶやき、その左ひだり掌てのひらに漆黒の靄もやを収束した。

「ぬうん！」

　アルガスは低く唸うなり、左掌に溜たまった靄の塊を床に叩たたき付け、先と同じ道を作り上げた。

「さあ、飛び込め！　城の底に繫つなげてある！　ただし気を付けろ！　降りた先は即、空だ！」

　その点について抜かりはない。脱出する時は城から直じかに飛び降りろ、などと無茶苦茶なことを言っていた中ちゆう将じようが、周到に全員分のパラシュートを用意してくれた。

「心配いらねえ！　落下傘なら持って来た！」

「ならば早く行け！　長くは持たん！」

　そう言うアルガスに頷うなずいてから、ケイレヴは皆に向き直った。

「……分かった。皆、先に行っててくれ」

「少佐はどうするんです？　一緒に行かないんですか？」

「ああ。俺は最後だ。皆が脱出したことを確認してから行く」

　ケイレヴがそう言うと、ナナは何とも言い難い様子で不安そうな表情を浮かべた。

「少佐……」

「心配すんな。この城と心中しようなんて考えちゃいねえ。すぐ行くよ」

「……分かりました。必ず帰って来てくださいね」

「何ど処こにも行かねーっての」

　苦笑しながらそう応えるケイレヴに、ナナが頷きを返す。

「よし、皆、行け！」

　そうしてケイレヴが皆を促すと、仲間たちは、

「了解！」

　と返事をして、レオニダスを先頭に次々と靄の中に飛び込んで行った。

　残ったのは、ケイレヴとアルガスの二人のみ。ケイレヴが最後に残ったのは、サシでアルガスに話を訊きくためであった。この先を戦うため、そしてこの先を生きるために、ケイレヴにはどうしても訊いておかねばならないことがある。

　ケイレヴは改めてアルガスに向き直ると、静かに口を開いてアルガスに質問をした。

「あんたに訊きたいことがある」

「………………」

「グリスベーンは、自分がグリマルタ帝国初代皇帝の息子だって、そう言ってた。初代皇帝の時代は今から約八百年前。つーことは、少なくとも野郎は八百歳以上ってことになる」

　言ってから、ケイレヴは躊躇ためらうように俯うつむき、そして、改めて質問を口にした。

「俺も、そんなふうに生きてかなきゃならねえのか？　何百年も、何千年も死ねずに、周りの人間がみんな死んでく中で生きてかなきゃ……」

　ケイレヴがそこまで言ったところで、アルガスもケイレヴが何を言わんとしているのか理解したらしく、そういうことかというふうに答えた。

「自分の命を脅かす者がいないという前提で語れば、その身に『Ｄマテリア』を宿している限りそうなるだろう。それが『超越者』の宿命」

「やっぱそうなのか……」

　疑惑が確信に変わった瞬しゆん間かんであった。この胸の内に『皇帝の遺産』ある限り、自分は何百年でも生きて戦い続けなければならないのだ。それが『超越者』の宿命。常人とは比べ物にならぬ、遥はるかなる時の中で、運命宿命を抱えて生きねばならないのだ。

「今はタイラー・メルケルと名乗るあの男のように、身の内から遺産を抉えぐり出せば、その宿命から逃れることは出来るだろう。ただ、どのような後遺症があるかは分からんがな」

　たとえ取り外せるにしろ、今はまだ、この心臓を手放すことは出来ない。アルガスの言うように、どんな後遺症があるか分からないし、遺産の力がなければこの先を戦い抜くことは出来ないからだ。何な故ぜなら『超越者』を倒せるのは『超越者』のみだからだ。今回の戦いではそのことを嫌というほど思い知らされた。

「………………」

　無言で、そして沈痛な面持ちで考え込むケイレヴに、今度はアルガスの方から声をかけた。

「だが、断言しよう、貴様に限ってはそうなることはない。何故なら貴様はいずれ、この私が斬るからだ。このまま『超越者』でいるのなら、長生きをさせるつもりはない」

　聞いて、ケイレヴは思わず「ふっ」と笑ってしまった。

　別に彼のことを笑ったのではない。最悪、アルガスが自分を斬れば、永遠を生きることもないと、そう思ったのだ。そして、そう思ったら何だか肩の力が抜けるような気がした。

「今は捨て置く。同どう盟めい軍ぐんどもを挫くじくまでは、その首預けておいてやる。せいぜい大切にしろ」

　ケイレヴの心情などどうでもいいというように、アルガスはマイペースにそう言い、付け加えるようにして自らが空けた穴を指差し、

「もう行け。そろそろ穴が閉じる」

　と言った。

　この話は、これで終しまいということだろう。アルガスは一度口を閉じれば容易に語ることをしない男だ。もっと詳しい話が聞きたければ、中ちゆう将じようあたりに訊きくしかないだろう。

「また、会うことになるんだろうな」

「そう遠くないうちにな。グリスベーンが死んだとなれば、遂に奴やつ自らが動くことになるだろう。グリスベーンの兄にして初代皇帝ユーリウス・カエサル・グリマルタの長子、グリマルタ帝国二代皇帝テオドラス・グリマルタがな」

　テオドラス・グリマルタ。今の時代に生きているということは、彼もまた間違いなく『超越者』の一人であり、間違いなく強敵であろう。グリスベーンが死んだ今、同どう盟めい軍ぐんは彼が独占することとなり、更に統制の取れた一塊として襲おそい掛かって来ることになるだろう。彼との戦いはこれまでのどの戦いよりも激しく、熾し烈れつを極めるだろうことは明白だ。

　ケイレヴは「……そうかい」と短く返事をしてから、彼に背を向けて歩き出した。

「じゃあな。本位じゃあねえが、今回はあんたの世話になりっぱなしだった。お互い無事ならまた何ど処こかの戦場で会おうぜ」

　穴に飛び降りようとして、ふと、ケイレヴが後ろを振り返ると、そこにはもう、アルガスの姿はなかった。













　　終章『皇帝ユーリウス・カエサル・グリマルタ』







　テオドラス・グリマルタは、皇帝の玉座に腰掛けたまま、腕を組んで目を閉じていた。別に寝ているわけでも休んでいるわけでもなく、彼はただ、時を待っていた。

　もう、どれだけこうしているだろうか。身じろぎもせず、ただただ黙もくしたまま座っているテオドラスのもとに、その静寂を破るよう、

「陛下！」

　と部下が駆け込んで来た。

　ようやく時が来たかと、テオドラスはゆっくりと目を開けた。

「報告いたします！　ヴェルサス・グリスベーン様、浮遊城『ティタノマキア』城内にて討死されましてございます！」

「……ふむ。で、城はどうなった？」

「は！　浮遊城は敵の手に渡ることなく爆ばく散さん、破は壊かいされた由にございます！」

「そうか。下がってよい」

「は！　失礼いたしました！」

　深々と頭を下げ、部下が足早に去ってゆく。

　その姿を遠目に見ながら、テオドラスは「ふう……」と息を吐いた。

「…………ヴェルサスをもってしても父上を倒すことは出来なかったか。なかなかどうして、父上も良い駒こまを揃そろえたものだ」

　弟ヴェルサスを倒したのは、父が自らの代理として仕立て上げた新たなる『超越者』ケイレヴ・レッドであろう。これにアルガス・ゴールドールソンのような者たちが力を貸したとのことだが、しかし弟を倒すとは予想外のことであった。

　組んでいた腕を解き、ゆっくりと立ち上がると、テオドラスは腰に下げた鞘さやから白銀に輝かがやく剣を引き抜き、自らの眼前に掲げた。

「次は私の番です。父上、お覚悟を……」

　鏡のように磨みがき上げられた刀身に映るテオドラスが、ニヤリと笑みを見せた。




　　　　　　　　　　◇




「というワケで、浮遊城はグリスベーンの手によって自爆、俺たちはゴールドールソンの協力で城の外へ脱出、パラシュートを使って無事、地上に降下した次第だ」

　ケイレヴが言うと、隣となりに立っていたレオニダスが「ちっ」と舌打ちをした。

「何が無事なもんかよ。降下途中で爆ばく発はつした城から、山ほど残ざん骸がいが降り注いできたことを忘れたのか？　俺はデカい残骸に押し潰つぶされそうになったし、お前はパラシュートを穴だらけにされて、途中で滑空し始めたじゃないか」

「…………俺、頭にたんこぶ残ってます」

「僕はまだ全身痛い……」

　レオニダスの言葉に同調するビシャスとイーライに、今度はケイレヴが舌打ちした。

「けっ。何言ってんだ。生きるか死ぬかの決死行だったんだぞ？　それがお前、全員生きて帰れたんだから『無事』っつっていーんだよ」

「あんな酷ひどい目に遭ったのに楽天的なんですね、少佐」

　呆あきれ顔でそう言うナナを、ケイレヴは半眼で睨にらんだ。

「……お前、何気に俺のことバカにしてないか？」

　そういうやり取りをするケイレヴたちのことを、中ちゆう将じようはニコニコと見守っていた。

　浮遊城『ティタノマキア』がフロルデン公国上空にて爆散してより、二日が経過していた。

　今現在、ケイレヴたち第七分隊とイーライの五名は、メルケル中将の命により彼の私室に出頭し、任務についての聴ちよう取しゆを受けている。フリエは自身が南なん部ぶ自じ治ち領りようを不在にした間の空白を埋めるため、基地に到着するなりとんぼ返りしていった。

　朝の十時から始まった聴取は今の報告であらかた終わった。現在の時刻は、小休止を挟み七時間が経過した、夕方五時であった。

　任務明けで負傷と疲労を色いろ濃こく残す身体からだには、この七時間が実に響ひびいた。皆、もうクタクタになって中将の部屋から出ようとしたところ、

「レッド君、君はもう少し残ってください」

　と、何な故ぜかケイレヴだけが中将に呼び止められた。

　そうして、部屋の中が中将、副官のニリス大佐、それにケイレヴの三名だけになったところで、中将はおもむろに「さて……」などと前置きしてからケイレヴに声をかけた。

「レッド君。君だけをこうして残した意味、言わずとも分かりますね？」

　そう言う中将の声は、いつもの間延びした、何ど処こか牧歌的な感じがナリを潜ひそめ、ごくハキハキとして、その根底に威厳の感じられるものであった。

　表情を緩ゆるめることなく、ケイレヴもごく真面目に頷うなずいた。

「……俺の質問に答えるため、だろ？　確かに、あんたには訊ききてぇことがある。はっきりさせとかなきゃならねぇことが山ほどな。だけど、まずは、いの一番に訊いておきてぇ」

「何でしょう？」

「あんたのことだ。中将…………あんたが、初代皇帝なのか？　あんたが本当に、グリマルタ帝国初代皇帝ユーリウス・カエサル・グリマルタなのか？」

　中ちゆう将じようはややあってから、緩かん慢まんな動作でそうだと頷うなずいた。

「…………おっしゃるとおり、私が初代皇帝です。間違いありません」

　訊きく前から分かっていたことなのに、やはり本人の口から言われると動揺が隠せない。ケイレヴは額にじわっと汗を搔かきながら質問を続けた。

「あんたの……皇帝についての伝説は、どれくらいが本当なんだ？」

「七、八割といったところですかねえ。私が意図してデマを流布したり、後になって誰だれかに改かい竄ざんされた情報などもありますから」

「そうかい……。じゃあ、歴史に残されている部分と違うところだけ教えてくれ」

　ケイレヴが知っている皇帝についての伝説は、農奴の出ながら『皇帝の遺産』を得て王国に反旗を翻ひるがえし、短い期間で帝国を発足、しかし帝位を狙う息子たちに命を狙われ、彼らを破り帝国を出奔、各地を放浪した末に遺産を封印したというものだ。

　中将は「そうですねえ……」と前置きしてから、おもむろに語り始めた。

「まず、私は農奴の出ではなく、初代リヒター王ガルガンド・リヒターの末子ユーリウス・カエサル・リヒターとして生まれました。父は表舞ぶ台たいから退いた後も『超越者』として裏から密かに権勢を振るい、何十人と子を設け続けておりました。私はその最後の息子。後になって名乗るグリマルタの姓は、元を辿たどれば、若くして亡くなった私の母の姓なのです」

「な、う……噓うそだろ？　あんた……リヒター王族の出だってのか！」

　旧リヒターが怨敵とするグリマルタ帝国の初代皇帝が、まさかそのリヒター王国の出身、しかも王子であったとは。仰天して、ケイレヴは思わず大きな声を出してしまった。

「な……何で生まれを偽った？　そうする理由は何だ？」

「リヒターに反旗を翻した私が王族だと知れれば、私の下で戦う民がついて来ないでしょう。だから、私も彼らと変わらぬ身分の出だと、そう偽ったのです。幸いにして、彼らも王族から反乱分子が出たことを隠したかったようですから、私の名はリヒター王族の系けい譜ふから消され、事実が公になることはありませんでした」

　内心の驚おどろきを色いろ濃こく残したまま、ケイレヴは更に質問を続けた。

「……何な故ぜなんだ？　リヒター王はあんたの父親だろう？　なら、リヒターに反旗を翻すってことは、つまり親殺しをするってことじゃねえか。何故、そんな禁忌を犯した？」

　同じ世界に生きる人間でも、国や信仰するもの、育った環かん境きようなどによって人の価値観というものは大きく変わるものだが、しかし国や信仰を超越して共通する禁忌というものがある。その一つが、今、ケイレヴの言った親殺しだ。

「……そうですね。確かに親殺し。どう言い繕つくろっても許されない、罪深い行いですが、私はそれでも父を倒す道を選びました。全ては圧政に苦しむ民を解放するための決断でした」

「そういや、前にも言ってたな、当時のリヒターは貴族や王族ばかりが富を独占し、民に苦労を強いるろくでもない国だったって……」

「まあ、因果とでも言いましょうか、結果的には、リヒター王族のその悪あく癖へきは最後の最期まで変わらなかったのですがねえ」

　言ってから、中ちゆう将じようは「ふふ……」と苦笑し、改めて口を開いた。

「兄たちが言うには、父も昔は時代の荒波の中で民を導く、偉大な王だったらしいのです。しかし次第に力による支配に傾倒していったと。今はアルガス・ゴールドールソンと名乗る彼も父が偉大な王であった時代に王国へ忠誠を誓った者なのです」

「何だって？　あの男も、そんなに昔から……」

　アルガスもまた『超越者』の一人であると知った時、ケイレヴはさして驚おどろかず、妙に納得したことを覚えている。年経て磨みがかれた、高みにいる人物の重みとでも言おうか、そういうものを彼から感じたのだが、成るほど、やはり普通の人間のようには生きていなかったのだ。

「父の全盛を知るだけに、王国を内部から割り、あまつさえその父を殺した私が許せないのでしょうね、彼は。だから未いまだに王国への忠誠を口にし、私の首を取ることに固執している」

　まるで昔語りをするように、ごく柔らかい口調でそう言う中将。きっと、本当に在りし日のことを思い出しながら語っているのだろう、彼は何ど処こか、遠くを見るような目をしていた。

　だが、それもほんの僅かのことで、中将はすぐさま表情を正し、言葉を続けた。

「ともかく、父の圧政を見かねた私は国を出て各地を放浪し、力を蓄えました。そうして父と同じ『超越者』となってリヒターに舞まい戻ったのです。後は、伝説に語られるとおりです」

「じゃあ、そこまで苦労して築き上げた帝国を、どうして捨てたんだ？」

　ケイレヴが訊きくと、中将は一言、

「悟ってしまったからですよ……」

　と呟つぶやいた。

「私が父と同じ轍てつを踏ふんでいると、そう悟ってしまったからです」

「同じ轍……。つまり、あんたも圧政を布しき、富を独占してたってことか？」

　ここで、ケイレヴはかつてグリードが語っていたことを思い出した。曰いわく、グリマルタでは貴族や皇族だけが権力を握り、それ以外は搾取の対象、家畜の如ごとく扱われる最悪の国家。這はい上がる機会を一切与えられず、平民階級は一生を奴ど隷れいの如く扱われる、と。

　だが、中将のような人物が、そのような国家運営をするとは考え難い。

　ケイレヴのその疑問に答えるよう、中将は語り始めた。

「たとえ私が富を欲しなくても、私の周りはそうではなかった。息子たちや側近、将軍や後に生まれる貴族たち……。彼らが私の与あずかり知らぬところで民を苦しめていたのだとしても、それは部下を統制し切れぬ無能な皇帝、つまり私の責任です。知らぬ存ぜぬは通用しません」

「まるで裸の王様だな……」

　別に皮肉でも何でもなく、ケイレヴは思ったまでを口にしたのだが、しかしすぐにそれが失言だと気付いた。今、この場で口にするには、いささか思し慮りよに欠けた言葉だ。

　しかし中ちゆう将じように憤ふん慨がいするような様子はなく、ただ物もの憂うげに苦笑するだけだった。

「確かに、そう言われても否定は出来ません。それに私は、帝国が十分な大きさとなった後も際限なく国を広げ続けた。気付いた時には皇族、貴族による支配の構図が出来上がっていました。自分の間違いを悟った私は、帝国を今で言うところの民主主義国家に切り替えることを息子や側近たちに告げました。忘れもしません、私が息子たちに命を狙われたのはその日の夜のことでした。その後のことは、これもまた伝説に語られるとおりです」

「息子たちを打ち負かし、帝国を出奔したか……」

　そこで息子たちを殺さなかったのは、中将が最後の最後、人としての、そして父としての正しい感情で踏ふみ止とどまったからだろう。

　ケイレヴと一緒に深く頷うなずいてから、中将は続きを口にした。

「その後、私は長い年月をかけてウォールトル各地を放浪しました。リヒター王国やタイダロス帝国だけではない、この世の中を広く見渡すために。そして、その旅の中で私は思い知らされたのです。この世には強者や権力者による支配が蔓まん延えんしていると」

「だから、今度は皇帝や国王による支配体制のない、民主主義国家を作ったのか？」

「ええ。国家の長ちようは民を導きこそすれ、独裁者であってはなりません。帝国での失敗で得た教訓は、長い放浪を経て私の信条となりました。独裁者や支配者のいない、民による民のための国家を築くために、私はアーミラルという国家を築く、その手助けをしたのです」

「手助け？　あんたが主導したんだろう？」

「確かに知恵は貸しました。必要な時には武力も。しかしあくまで手助けです。このアーミラルの成り立ちは、君も勿もち論ろん知っていますよねえ？」

「ああ。タイダロスの圧政に苦しむ人々が蜂起して、長い戦いの末に独立を勝ち取った……」

　ケイレヴが言うと、中将は肯定の意を示すようにうんうんと頷いた。

「私が彼らを煽あおって蜂起を促したのではなく、彼らはすでに自分たちで蜂起の準備を進めていました。私がしたことは、彼らに策を授けることと、いち参さん謀ぽうとして戦うことだけです。私がリーダーになってしまえば、同じことの繰くり返しになってしまいますからね」

「民が圧政に苦しむ国は、ウォールトル中に蔓延してたんだろう？　そんな中で、どうしてタイダロスを内側から割ることにしたんだ？」

　ケイレヴがそう問うと、中将は「ふむ」と唸うなり、僅かばかり逡しゆん巡じゆんするような様子を見せた。

「…………他ならぬ、我が息子が起こした国家だからですよ。しかも、私が間違いであると断じた、強力な支配体制を布しいた独裁国家を。だから見過ごすことが出来なかったのです」

「だが、それを言うなら帝国こそ、そうなんじゃないか？　皇帝による独裁国家で、民は完かん璧ぺきに支配されている。しかも支配者はあんたの息子じゃないか」

　すると、中将はその言葉に呼応するように「そうなのです」と返してきた。

「帝国ではもう、完璧に支配体制が出来上がっていました。それ故に反抗勢力そのものが存在していなかったのです。だから、手を貸そうにも貸す相手がいなかったのです」

　グリマルタもタイダロスも大陸有数の大国だが、急激に勢力を拡大したタイダロスの方が国家としてはまだ若い。きっと、その分だけつけ入る隙もあったということだろう。

「訊ききたいんだが、その当時、あんたまだ『皇帝の遺産』を……」

　と、ケイレヴが皆まで言う前に、中ちゆう将じようは全て察しているというふうに頷うなずいた。

「ええ、この身の内に宿していました。遺産を手放し封印したのは、彼らが独立を勝ち取り、アーミラルという国家が誕生した後のことです」

　ケイレヴが疑問に思っていたのは、まさにそこのところだった。

「『超越者』ってのは肉体に同化した『Ｄマテリア』を取り外せば、普通の人間に戻っちまうんだろう？　アーミラルが誕生してから少なくとも二百年以上が経過している筈はずだ。なのに、あんた何な故ぜ今もこうして生きている？　明らかに普通の人間の寿命を超えてるじゃないか」

　ケイレヴのその疑問に対し、中将は得心がいったというふうに頷いた。

「そのことでしたか……。せめて息子たちの行いを止めるまでは働かなければなりませんからねえ。今の私は、無理矢理延命している状態なのです」

「一体、どうやってそんなことを？　人間を二百年以上も延命する技術が存在するのか？」

「技術ではありません。エルフ族の秘宝、時の流れを司つかさどる魔ま剣けん『クロノキャリバー』によって私は自らの肉体から時の流れを排除したのです」

　聞いた途端、ケイレヴはまさかと思って中将の顔を見た。

「エルフの『魔剣』？　あんた……エルフを襲おそって『Ｄマテリア』を奪取したのか？」

　ケイレヴのそういう懸け念ねんに対し、中将は苦笑して首を横に振って見せた。

「いえいえ、そんな血生臭いことはいたしません。先に言った放浪の折、ひょんなことから弾圧されていたエルフ族に手を貸すことがありましてねえ。当時、私が助けたエルフの若者がまだ生きていましてねえ。その時は知らなかったのですが、彼は没落したエルフ王族の血筋でして、その礼とは申しませんが、頭を下げて頼たのみ込んだのです」

　中将は自分勝手な略奪をするような人間ではないと信じてはいたが、本人の口からそれを聞いて、ケイレヴは思わず安あん堵どした。

「……しかし、遺産との同化を解いた後遺症は出なかったのか？　ゴールドールソンの話じゃ肉体に同化した『Ｄマテリア』を無理に引き剝はがせば、後遺症が残るという話だったが……」

「当然、後遺症はありました。それは、急激な老化です」

「……老化？　遺産の力で老化がストップしてたからか？」

「そのとおりです。そして、遺産を取り出した途端、それまで塞せき止められていた時の奔流が走り出し、私の身体からだは短期間で見る間に老化していったのです。肉体は瘦せ深くしわを刻み、髪と歯が抜け目がぼやけ耳が音を拾わなくなり、歩くことさえ難しい身体になっていったのです」

「短い期間ってえと……」

「青年の姿から今のこの姿になるまで、およそ一ヶ月といったところですか」

「たった一ヶ月……」

　ケイレヴが驚きよう愕がくの色を隠さずそう呟つぶやくと、中ちゆう将じようは緩かん慢まんな動作で頷うなずいた。

「エルフ族が暮らす南部の荒地に到着するのがあと一日でも遅れていたら、私は恐らく老衰でこの世から去っていたことでしょう。本当にギリギリでした……」

　日一日と衰えてゆく肉体を抱えながらの旅路は、どれだけの恐怖だったことか。数百年分の老いが急激なスピードで寿命を削る中、一秒たりとも無駄には出来なかった筈はずだ。旅の終しゆう盤ばんでは歩くことも困難になり、最後はきっと人の手を借りたに違いない。

　ケイレヴは遺産を取り込んでからまだ八ヶ月しか経たっていないが、これから時が経つにつれてその後の恐怖が増してゆくのだ。

「………………ッ」

　己の行く末を案じ、無言で考え込むケイレヴを見つめながら、中将はそれでも伝えたいことがあるとばかりに言葉を続けた。

「……以来、私はあくまで裏方として、このアーミラルを支えるために尽力してきました。全ては息子たちに受け継がれてしまった、この私の過ちを正すため。私には、復ふく讐しゆうの鬼火で世界が焼き尽くされる前に、彼らを止める義務があるのです。そしてその先には、真に人々が協力し、団結する、国家の枠を超えた世界を目指すという志があります」

　国家という枠を超えて団結する世界。ウォールトルの各国が真の意味で団結することが出来れば、この戦乱の世にも終止符が打てるだろう。あくまで実現出来ればの話だが。

　言葉だけを聞けば、現実を知らぬ者の夢物語と人は笑うだろう。ケイレヴとて、そのようなことが実現可能だとは思えない。しかしながら、中将の目は本気だ。本気で、そういう世界を目指している。それを変に大人ぶって笑うことなど誰だれが出来ようか。

　何か途方もないものを見るような目を中将に向けたまま、ケイレヴは質問を続けた。

「…………その目的を達成した後はどうするつもりだ？」

「同どう盟めい軍ぐんを挫くじき、息子たちの間違いを正すことが出来れば、後の舵かじ取とりは君たち若い者に任せ私は人として本来の寿命を全うするつもりです」

　中将のその言葉は同時に、ケイレヴらアーミラルの若者たちが、自分の志を託すに値すると、暗に言っているということにもなる。

「あくまでも独裁や支配のない国家を作り上げるため、そして間違った道を進む息子たちの野望を挫くため、ということか？　そこに他意はなく、裏もないと？」

「無論です」

「じゃあ、俺を『超越者』に選んだ理由は？　『ベリアル』の腕ってのはまだ分かるが、しかし『皇帝の遺産』まで俺に移植したのは何な故ぜなんだ？　ただの下っ端の俺に」

「最初から決めていたことですから」

「……え？」

　不思議そうにしているケイレヴに、中ちゆう将じようは説明するよう喋しやべり始めた。

「魔ま王おう『ベリアル』の腕を移植した者に、私の遺産も移植しようと考えていました」

「そういう意味か……」

「正しい志と強い心を持った人物に私が残した力の全てを託すと。そういう人物ならば私のような過ちを犯すことはなかろうと。誰だれより勇猛果敢で、誰より先駆けて困難に立ち向かい、皆の先頭に立って導く。何より守るべきものを守るためには命を惜しまない。何と言えばいいのか……君には、他人とは違う大きな可能性を感じました。だから、君をアーミラルの守護者となるべき人物と見込み、私の持てる力の全てを託したのです」

　と、中将は一気に捲まくし立てた。その言葉には、何だかこれまでにない熱量が込められているようで、ケイレヴは気け圧おされるような感覚を覚えた。

　そうして、多少たじろいでから、ケイレヴは改めて口を開いた。

「………………買い被るな。あんたはそうやっていいように言うけど、俺はそんな出来た人間じゃねえ。品行方正、ましてや英雄なんてのは勘弁だ」

「大人物というのは、得てしてその自覚を持っていないものです。また、自分でそういうことを言う者もまた、得てして小人物であるということが大半です。そういうものには、自分からなろうと思ってなるものではありません。周りがそう認めるものなのです」

「そういうもんなのか？」

「ええ。そういうもんです」

「どっちにしろ、俺は英雄だけは勘弁だ。プロパガンダに利用されるのは気に食わん」

　ケイレヴがそう言って苦笑すると、中将も合わせて苦笑を浮かべた。そのまま、二人はしばし苦い顔で笑い合った。

　そうして、ややあってから、中将は「どうです？」とケイレヴに声をかけた。

「疑問は解消されましたか？」

　訊きかれて、ケイレヴは苦笑を浮かべたまま首を横に振った。

「んなワケねーだろ？　氷山の一角が溶けただけだっての」

「おや、まだあるのですか？」

　そう言ってわざとらしく驚おどろく中将に、ケイレヴもわざとらしく苦笑を浮かべて見せた。

「あるに決まってら。先に言っといただろ？　訊きたいことは山ほどあるって」

　今回の話でかなりの事実が判明したことは認めるが、しかし疑問や質問はまだまだある。今この場でその全てを解決することなどは到底無理だ。

　中将は苦笑を浮かべながら、緩かん慢まんな動作で後頭部をポリポリと搔かいた。

「これは……どうにも困りました。どうやら一日や二日では答えられそうもありません」

「何日かかっても構わねえんだぜ、俺は？　これまでずっとモヤモヤと抱えてたもんが、たかだか数日でスッキリするってんなら全然構わねえ。寝ずに話を聞いたっていい」

「ですが……」

　と、中ちゆう将じようが皆まで言う前に、ケイレヴは先んじて口を開いた。

「それじゃあ、あんたの身が持たねえってんだろ？　分かってるよ。何せ、何百年も生きてる妖怪ジジイだもんな」

「ほ？」

　不思議そうな顔をする中将に対して、ケイレヴは「ふう……」と息をついた。

「……とりあえず、今回はこんくらいにしとく。俺自身、まだ頭ん中がこんがらがってて、考えの整理をつける時間がほしい」

　別に中将に助け舟を出したわけではない。ケイレヴ自身、短時間であまりにも多くの情報を頭の中に入れたため、どうにも脳のう髄ずいが熱を持って重たくなったような感じがするのだ。思考の整理をしなければ、この熱が引くことはないだろう。それにはやはり時間が必要だ。

「そうですか……」

　そう呟つぶやきながら、中将は助かったというように、胸に手を置いた。

　ケイレヴはそういう中将に対し「あー、でも……」と前置きしてから釘くぎを刺した。

「これだけははっきり言っとくぜ。あんたが今、ここで語ったこと、全部言葉どおりに受け取ったわけじゃあないぜ、俺。あんたのことだから、どうせ分かんねえようにブラフも混ぜてるだろうし、隠し事もまだまだあんだろ？」

「ほへ？」

「例えば『超越者』のことだ。俺は老いることもなく永遠に生きるなんてのは御免だ。だけどあんたはそういうことを俺には教えてくれなかった」

　殺せば死ぬ存在ではあるが『超越者』はほぼ不老不死だ。そして恐らく、今のケイレヴにもその驚きよう異い的てきな不死性が備わっている。成り行きとはいえ、ケイレヴは心の準備や覚悟もなく衝しよう撃げき的てきな事実に直面することとなり、今でも頭を悩ませている。

「……確かに、そうですね。君の意思を確認することもなく、君を『超越者』に仕立て上げてしまった。それについては謝ります」

　ケイレヴの苦悩が分かるのだろう、中将は椅子に座ったまま、深く頭を下げた。

　ケイレヴは確かに大きな悩みを抱えることとなったが、しかし中将を恨んだことは一度もない。深くため息をついてから、ケイレヴは「頭を上げてくれ」と中将に言って言葉を続けた。

「何も教えてくれなかったことは正直、今でも不満だけどよう、しかしあれは俺の命を助けるためだった。何せ、この心臓がなきゃ俺は死んでいた。左腕の時もそうだ。手術を受けなきゃ俺はやっぱり死んでいた。いっつも事後報告なのは気に入らねえが、ともかく俺は二度ともあんたに命を救われた。そのことについては礼を言うぜ、中将」

　そう言って、今度はケイレヴが中ちゆう将じように対して深々と頭を下げた。そうして顔を上げ、ケイレヴがニッと歯を見せて笑うと、中将は思わず微笑を浮かべた。

「レッド君……。まだ私のことを、中将と呼んでくれるのですか？」

　過去がどうあれ、中将があくまでアーミラルのために戦っているのであれば、ケイレヴは今後も彼に従うつもりだ。彼に邪よこしまな目的がない限りは、特に離り反はんする理由がない。

「当たり前だろ？　それとも皇帝陛下って呼んで欲しいかよ？」

　すると、中将は何ど処こか安心した様子で「ほっほっほ」と牧歌的な笑い声をあげた。

「そんなのは御免ですねえ。今さら皇帝だなどと、顔が赤くなってしまいます」

「だろ？」

「ええ」

　意識したわけではないのだが、二人はほぼ同時に「ふっ」と笑みを見せた。

　そうしてしばし笑い合った後、ケイレヴは表情と姿勢を正して中将に向き直った。

「……今日のところはもう帰るが、近いうちにまた顔を出す。逃げんなよ、中将？」

「無論、逃げませんとも。私はもう逃げないと誓い、再起した人間なのですから」

「約束だからな」

　そう言って、ケイレヴは中将に背を向け、部屋の出入り口まで歩いていった。

「……俺も逃げねえ。最後まで戦うぜ、中将」

　誰だれにも聞こえぬよう、ごく小さな声でそう決意を述べながら、ケイレヴは力強くドアノブに手をかけた。










　　　あとがき




『灰かい燼じんのカーディナル・レッド』一巻、または二巻、或あるいはその両方を読んでくださった読者の皆様、おひさしぶりでございます。そして本書にて初めてカーディナル・レッドを知ったという方、初めまして。西にし村むら西せいでございます。




　さて、本書で『灰燼のカーディナル・レッド』は三巻目となりました。

　有難くも二巻をあとがきまで読んでくださったという方はうっすらと覚えておられるかもしれませんが、本書では二巻で主人公となったイーライから、再びケイレヴへと主人公の役目をバトンタッチし、第七分隊の活かつ躍やくをメインに描いております。

　そして前回のあとがきで言っていた『イーライの相棒として登場する予定だった一巻のちょい役』というのは、本書にて本格的に登場したベンゲルのことでありました。彼は本書冒頭にて退場してしまったため、イーライとの共演はなりませんでしたが、仮に次の機会があれば二人を同じ場面に登場させるのも面白いかもしれません。




　実を申しますと、一巻、二巻と書いてきて、この三巻が一番の難産でありました。改かい稿こう作業にて大幅にシェイプアップされましたが、当初は執筆が進めば進むほど描写が膨ふくらみ、初稿の状態では三巻がそれまでで最もボリュームのあるものとなっておりました。書いている当時は作者本人も明確な終わりが見えておらず、連日レッドブル（結構高いんだよね、これ……）を消費しながら悪戦苦く闘とうしていたことを鮮せん明めいに覚えております。

　その甲か斐いもあり、こうして三巻も無事、発売される運びとなりましたが、二巻あとがきにて早期の再会を謳うたっておきながら、またも時間が空いてしまったことについては謝罪しなければなりません。まことに申し訳ございませんでした……。




　そして、謝罪もさることながら、それにも増して感謝を伝えなければなりません。いつもご迷惑をおかけしている担当・粂くめ田た氏、今回も迫力あるイラストを描いてくださった暗あん猫びようさん、校こう閲えつ様をはじめとした、本書発行に携わってくれた全ての方々、支えてくれている家族、叱しつ咤た激励してくれる友人、何より本書を手に取ってくださった全ての読者様。本書『灰燼のカーディナル・レッド』三巻を読んでくださって、本当にありがとうございました。




　次の再会を誓いつつ、今回はこれにてお別れ。

　またね。


二〇一四年　三月　西村西
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西にし村むら 西せい

北海道出身、札幌市在住の作家。

第17回電撃小説大賞への応募を機に拾ってもらい、『灰燼のカーディナル・レッド』にてデビュー。

酒よりジュースを愛し、葉巻より魚肉ソーセージを好む、オッサンらしからぬオッサンです。
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イラスト／暗あん猫びょう

気合を入れて描いた女性キャラより、勢いで描いた男性キャラの方が良い出来になる事がある。絵の難しさと日々闘いながらの３巻。締切ギリギリだったけど何とかなった。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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